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「天と地、そしてその中にあるすべてのものを創造した無限の力に賛美を！」

「第1巻と同様に、本書から得られるすべての収益は、ここで言及されている技術、天文学的概念、科学理論、および視点の実現に捧げられます。言及されているプロジェクトは私のオリジナル作品であり、未来のために具体的な結果を達成すべく、現在も積極的に開発を続けています。」

「重要なのは知能か、それとも知恵か？

創造性と探求心を殺す教育システムは、最終的に自らの崩壊を構築する。」

『著者の注釈』

「本作は2022年の春に執筆されました。すべてのアイデア、理論、および物語の構成は著者に帰属します。

本作の完成後、186社の出版社から出版を拒否されました。伝統的な扉が閉ざされたとき、著者は異なる道を選択し、本作を出版に向けて準備するため、編集、多言語翻訳、そして制作プロセスにおいて人工知能を透明なツールとして活用しました。

テキストの執筆は人間によるものですが、その制作は人間と人工知能の協働に基づいています。」
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​​かつて、されど未だ来たらざる時......
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夏の息詰まるような金曜の夕方。終業時間が近づくにつれ、それまでオフィスを支配していた静寂は、人々の話し声と心地よい喧騒へと変わっていった。デスクで最後の業務を確認した後、少しでも渋滞を避けられることを願いながらパソコンの電源を落とし、机の上を片付けた。少しの無駄もなくエレベーターに向かい、１階の駐車場へと降りた。

車のエンジンをかけると同時に、ラジオから女性キャスターの声が車内に響き渡った。

「イスタンブールは観測史上最も暑い夏を迎えています。専門家によれば、地球温暖化の影響により、来週はさらに気温が上昇すると予測されています。特に体調を崩しやすい方やご高齢の方は、不要不急の外出を控えるよう注意が呼びかけられています......」

キャスターの声が背景に流れる中、私は駐車場を出て、案の定すでに麻痺している渋滞の波へと合流した。沈みゆく太陽が、一日分の蓄積された熱で辺りを焦がし続ける中、渋滞はナイフのように鋭く冷酷に立ちはだかっていた。仕事終わりに道路へと溢れ出した何千人もの人々と同じように、私もまた、焼け焦げたアスファルトの上で鉄の箱に閉じ込められ、身動きが取れずにいた。

暑さは耐え難いものだった。車のエアコンは全く追いつかず、車内は本物のオーブンと化していた。交通の停滞が極度の暑さとストレスに結びつき、ドライバーたちの神経はとうにすり減っていた。怒号とクラクションの音が、不協和音となって大通りに響き渡っていた。

「進まないじゃないの、バカども！」隣の車線の女性が叫んだ。その声は暑さと怒りで震えていた。「どうして私たちを待たせるのよ！」

別のドライバーも窓から顔を出して同調した。「クソッ、なんて暑さだ！ 車が燃えそうだぞ！」

混沌の只中で忍耐を保とうとする者たち、窓を閉め切って音楽に逃げ込む者たちもいたが、焦燥感は伝染病のようにすべての人を覆い尽くしていった。ちょうどその時、前方の車のエンジンから耳を聾するような破裂音が響き、人々の狂気は頂点に達した。ラジエーターホースが破裂したその車の持ち主が、申し訳なさそうに「すみません、オーバーヒートしたみたいで」と言ったものの、張り詰めた空気は今にも乱闘に発展しそうだった。幸いにも、遠くから聞こえてきたサイレンの音が人々を散らし、渋滞はミリ単位ではあるが動き始めた。

沈黙を破る電話の着信音にハッとさせられた。画面には「アユシャ」と表示されている。

「もしもし、アユシャ。渋滞が酷くて、少しずつしか進んでいないんだ。なんとか時間通りに君たちのそばに帰りたいんだけど」私は疲れ切った声で言った。

「忘れてないわよね？ エラのために牛乳と果物を少し買ってきてくれるって」と、アユシャが尋ねる。

幸いなことに、エラへのメインのプレゼントとアユシャへのバラの花束は、昼休みにオフィスへ届くよう手配しておいた。この渋滞でショッピングモールに入るなど、自殺行為に等しい。

「もちろん忘れてないよ、ハニー。プレゼントは完璧だし、牛乳は家の下のスーパーで何とかするから心配しないで」と、私は安心させるように言った。

「分かったわ。なるべく早く帰ってきてね。ご飯もできてるし、エラもあなたを待ってるの。少しだけ急いでくれると嬉しいな」

電話を切った時、私は橋の入り口に差し掛かっていた。夕焼けの赤に染まった空の下には、比類なく美しいが、同時にひどく疲労感を誘う景色が広がっていた。ヨーロッパ側のシルエットの向こうに沈みゆく太陽が、ボスポラス海峡の水を真っ赤に染め上げていた。

ちょうどその時、ラジオのキャスターの声が、渋滞と熱気の息苦しい沈黙を柔らかなトーンで打ち破った。

「この暑い8月の夕暮れに、涼を届ける一曲をお送りしましょう......」

続いて、あのよく知るベルベットのような歌声と安らぐメロディが車内を満たし始めた。バルシュ・マンチョが、彼特有の語り口で『Bu Sahilde（この岸辺で）』と歌い出したのだ。音符が宙に舞う中、その歌はまるで私のためだけに、今の私の窮屈さを慰めるために流れているかのようだった。

「岸辺で沈む夕日を語る、あの馴染み深いフレーズ......」

太陽は確かに沈みつつあった。目の前に連なる何千台もの車の赤いテールランプが、橋の上をまるで終わりのない炎の川のように流れていく。私はこのメロディに包まれながら、紅に染まる海を抜け、アジア大陸へと向かって滑るように進んでいった。すっかり日が暮れた後も、そのメロディは私の脳裏に響き続けていた。ユスキュダルに到着した頃、歌の最後の物憂げな余韻と共に、家の下のスーパーで足りない買い物を素早く済ませ、マンションの駐車場へと車を入れた。

エンジンを切ると、すべての混沌とした重荷を車内に残し、両手に荷物と花束を抱えてエレベーターに乗った。11階へと上がる頃には、私の心は平穏に脈打っていた。

ドアを開けたのはアユシャだった。手が濡れていたのは、明らかにキッチンから出てきたばかりだからだろう。中に入り、荷物を床に置いて彼女を抱きしめた。

「おかえりなさい。今日はどうだった？」彼女はタオルを後ろに隠しながら尋ねた。

「かなり疲れたけど、今は最高に気分がいいよ。そっちは何してたんだい？」そう尋ねた時、リビングのフローリングを走る足音が、私の質問への答えをもたらした。

「パパ！ パパが帰ってきた！」

エラの声が、私のすべての疲労を消し去ってくれた。彼を抱き上げ、宙へ高く持ち上げた。

「愛しい息子よ。会いたかったよ。ほら、何を買ってきたと思う？」と言って、床の荷物を手渡した。エラの小さな指が、興奮気味に包装を破る。箱から出てきたスペースシャトルを見た瞬間、彼の目はキラキラと輝いた。

「スペースシャトルだ！ ぼくのスペースシャトルだ！」と大喜びでリビングへ駆け出す彼に、アユシャが背中越しに声をかけた。「エラ！ 何て言うお約束だった？」

エラは立ち止まって考え、走って戻ってくると私の脚に抱きついた。「ありがとう、パパ！」

彼が再び遊びに夢中になる中、私は袋から出したバラの花束をアユシャに差し出した。

「君を甘やかしたくてね」私は微笑みながら言った。

「花束を持ち歩くの、まだ恥ずかしいの？」アユシャがからかうように言う。

「ああ、少しね」と言いながら、私は手で顔を覆った。そんな私を見て笑いながら、アユシャは「可愛いわね。さあ、シャワーを浴びてきて。私が食卓の準備をしておくから」と言った。

シャワーと夕食を済ませ、一日の重荷から完全に解放された私たちは、バルコニーへと出た。アユシャとソファに並んで座り、コーヒーを飲みながら街の明かりと夜空を眺めていた。ビル群の背後から昇り始めた満月は、今夜はいつもより大きく、そして明るく見えた。

「とても綺麗な夜ね。今日は月がいつもより大きく見えるわ」アユシャは私の肩に頭を乗せて言った。

「そうだね」と私は答えた。「おそらく、地球に最も近づく位置に重なったんだろう」私はその銀色の球体から目を離すことができなかった。クレーターや谷が肉眼で識別できるほど近くにあった。まるで私を呼んでいるかのようだった。あの静寂に包まれた塵の海には、私のものである、とても古くて大切な何かが隠されている――そんな感覚に囚われた。

その時、夜空を一筋の流れ星が駆けた。そして、もう一つ。高速で移動する光が月のあたりを横切り、消えていった。

「ハニー、今日は流星群か何かある日だったっけ？ ほら見て、あんなにたくさん」私は驚きと共に言った。

「そうかもしれないわね。とても綺麗。今日の月はすごく澄んでいて鮮明だわ。今夜の月、とても美しいと思わない？」アユシャは私を見つめて尋ねた。

「ああ、君と同じくらいね」と私が言うと、彼女は私の手を握った。その温もりを感じた時、彼女の存在そのものが私に安らぎを与えてくれた。

「なんだか、月には自分の欠片が残されているような気がすることが多いんだ」私はアユシャに上の空で言った。そして彼女に向き直り、その手を握った。

「あなたのその欠片は、私だと思っていたのに」彼女はそう答えた。

私は彼女を見つめ、その瞳の奥を覗き込んだ。「君は僕のすべてさ。君が『１』で、僕は君の隣にある『０』なんだ。君がいなければ僕は無（ゼロ）に等しい。でも、二人が隣り合えば意味が生まれ、『１０（完璧）』になるんだ」

彼女が幸福そうに私に寄りかかった時、脚に小さな感触を覚えた。エラが眠そうな目をこすりながら私たちの元へやって来たのだ。私は彼を膝の上に抱き上げた。まさにその瞬間、私たちの平和な夜は終わりを告げた。

軌道上を無数の隕石が次々と輝く軌跡を残して通過し始めた。ある隕石が大気圏内の私たちに近い場所で燃え上がったとき、その強烈な光に、私の中で奇妙な不安が湧き上がった。まるで空が引き裂かれ、薄い布が無理やり引き伸ばされているかのような感覚だった。これは異常事態だった。

突如として、恐ろしいほどの静寂と共に空が発光した。夜空が１０分の１秒にも満たない瞬きの中で、真昼の太陽よりも明るく、冷酷で目を射るような白一色に染まった。私たちの影がバルコニーに色濃く焼き付けられた。

「これは何だ？ 小惑星か？」私はただそう囁くことしかできなかった。

閃光の後、雷鳴を思わせるような、しかし遥かに深い音が続くのではなく、音よりも早く伝わる、見えない巨大なハンマーで殴られたかのような圧力波が押し寄せた。肺の中の空気が真空で吸い出されたようになり、耳の奥で甲高い耳鳴りが鳴り始めた。窓ガラスが内側にたわんで激しく揺れ、建物のコンクリートの骨組みが苦痛のうめき声を上げた。顔を上げて目にした光景は、正気の境界線を凌駕していた。

月が......。あの銀色の盆が、次々と降り注ぐ隕石の衝撃によって砕け散ろうとしていた。月の滑らかな表面に、まるで血管が破裂するように真っ赤な亀裂が走った。あの冷徹な白い光は、マグマから流れ出る血のような赤い輝きへと変わった。空の心臓がえぐり取られようとしていた。

表面に衝突する巨大な隕石群が、私たちの衛星を宇宙の塵と炎の塊へと変えていく一方で、地球の大気圏を突き破って侵入してきた隕石の雨が、炎の尾を引いて猛烈なスピードで私たち目掛けて降り注いできた。

平和と静寂は、予想を遥かに超える、全く予期せぬ混沌とした終末（アポカリプス）へと姿を変えた。通りでは人々が外へと逃げ出し、どこへ向かえばいいのかも分からないまま絶叫が上がっていた。最初の巨大な破片が地平線の彼方に落下した時、足元の大地が滑るように動いた。それは地震などではなかった。まるでこの惑星の肋骨が砕け散るかのようだった。

アユシャが恐怖に顔を引きつらせ、「何が起きているの！？」と叫んだ。私はエラと彼女をきつく抱きしめた。彼らを守りたかった。しかし、何から？ 空が私たちの頭上に崩れ落ちてきていた。宇宙の深淵から、死が降り注いでいるのだ。夜空のすべての星々が重力に屈し、私たちの上へと落ちてくるかのようだった。

地平線に、空まで届くほどの巨大な塵と炎の壁が、津波のようにこちらへ迫ってくるのが見えた。逃げ込めるシェルターも、隠れられる洞窟もなかった。車も、家も、明日の予定も、肩書きも......今やそのすべてが無意味だった。

その瞬間――あの絶対的な無力感の中で、私は奇妙な安らぎと受容の念を抱いていた。自分が所有していると思っていたすべて――過去、未来、物質的財産が、実は私のものではなかったのだと気づいた。母も、父も、友人も、この世界のすべても......あと少しで星屑へと還ろうとしているのだ。

ただ、「今」という瞬間だけが存在していた。猛スピードで迫り来る炎の津波は、すべてを焼き尽くし、巨大化しながら私たちへと向かってくる。アユシャとエラの体温を感じた......。私は目を閉じ、二人をさらに強く抱きしめた。

終末と呼ばれるもの、それはまさにこの最後の呼吸のことだった。

迫り来る熱風を感じた時、私は彼らをより一層強く抱きしめた......。

もう、逃げ場はどこにもなかった......。
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恐怖のあまり、肺の中の架空の煙を咳き込みながらベッドから跳ね起きた。全身汗びっしょりだった。目を開けると、イスタンブールの渋滞の混沌も、クラクションの音も、燃え盛る人々の悲鳴もなかった。ただ、グラビターの無機質な白い光と、あの息詰まるような静寂があるだけだった。

心臓が胸郭を激しく打ち付けていた。見たものがただの夢であることは分かっていたが、感じたものは過去に実際に起きた大災害そのものだった。それは、この自らの手で沈黙させた地球（世界）が、俺の脳裏に響かせた最期の悲鳴だった。鼓動が落ち着き、理性が戻り始めると、今は我が家と呼ぶあの新しい惑星にいることを思い出した。無意識のうちに、手は隣の空間へと伸びていた。アユシャの温かい肌を探したが、指先は氷のように冷たい金属パネルにぶつかった。

グラビターの馴染み深い壁が俺を現実に引き戻したが、魂はまだあの炎の中にあった。だが、枕元のパネルから聞こえてきた、心配に満ちた柔らかな囁きが、俺をそこから引きずり出してくれた。

「アリソン、大丈夫？」

「ああ、大丈夫だ」と、俺は息を切らしながら答えた。「ただの悪い夢だ」

アユシャが「その夢のこと、話してみる？」と食い下がると、悪夢の背後にあった幸せな瞬間が脳裏に蘇った。渋滞の真っ只中であっても、彼女と話していたあの時間が......。

「古い記憶の悪夢さ......強烈なやつだ。朝になったら話すよ、エラが起きてしまうから」と、俺は小声で言った。「でも、君たち二人が出てくる夢だった。あまりにもリアルで......一瞬、本当に君がそばにいるみたいに、君の手の温もりを感じたんだ。まあいい、明日ゆっくり話そう。少し外の空気を吸ってくるよ」

ベッドから起き上がり、服を着始めた。ジャケットを羽織り、腕のパネルを起動させてドアへと向かった。

グラビターのドアがかすかなシューという音と共に開くと、外の冷たくて新鮮な空気が顔に当たった。凍てつく冷気が肌に触れるや否や、スーツのセンサーが作動した。サーマルパッドから放たれる熱が、寒気を一瞬にしてあの馴染み深い温もりへと変えた。

外では、夜の闇を切り裂く近くの衛星や輝く星々の下で、森の奥深くから野生動物の鳴き声が響き渡っていた。夜空は息を呑むほど澄み切っており、星々は手が届きそうなほど鮮やかで鮮明だった。夜になると、それらを眺めずにはいられなかった。エラの手伝いもあって、川床で見つけた純粋な石英（クォーツ）を加工して自作した望遠鏡のおかげで、近くの星や遠くの星が織りなす壮大な景色を観測することができていた。

夜になると、森は生物発光（バイオルミネッセンス）の饗宴へと変貌した。地球のホタルを思わせる羽虫の種や、木の幹に張り付いて生きる幼虫のような生命体が、漆黒の闇を照らしていた。時折、植物群全体が同期して発光すると、この未知の生態系（エコシステム）の息遣いを文字通り目の当たりにしているようだった。

数年前に私たちが発見したこの惑星は、地質学的には若いが、生物学的には野生に満ちていた。動物相（ファウナ）における最大の驚きは、解剖学的構造が地球のどの生物とも一致しない、頭部が直接肩の筋肉に埋もれた四足歩行の捕食者だった。ライオンよりも遥かに巨体で装甲に覆われているように見えるこの生物の、喉の奥から発せられる金属的な唸り声が森の静寂をナイフのように切り裂く時、この惑星の食物連鎖の頂点に立つのが誰であるかを思い出させた。

ここでの日の出は旧世界を思わせるが、羅針盤の針は常識を覆すような頑なさで、北ではなく南を指し示していた。この異常（アノマリー）の源は、大気の極点で形成される巨大な循環サイクルにあった。このシステムは、惑星の肺のように機能していた。一方の極が、大気ガスや水蒸気を圧力によって宇宙空間へ排出する一方で、もう一方の極は、宇宙空間の遊離元素や水分を強力な真空効果で惑星の内部へと吸い込んでいたのだ。南極から高速で排出されるガスが引き起こす激しい分子摩擦反応が、惑星の磁極を決定づける磁場を形成していた。そして高速で噴出するガスが太陽風と水平面で衝突した時、あの見慣れた視覚の饗宴、オーロラの光が、旧世界の北極とは逆に、ここでは南の空に発生するのだった。

森で夜が明ける頃、太陽が運ぶ蒸気の雲が土に露のしずくを残す。まさにその時が、カタツムリやナメクジたちにとって移動の合図だった。乾いた土の上を進むのが困難なこれらの生物は、目に見えないほどの繊細な湿気を好機と捉え、移動を始めるのだ。時には真昼間でも、雨が降るずっと前に現れるこの密かな湿気が、彼らに道を開いた。虫たちのこの慌ただしい動きを見た時、俺は雨が近づいていることを悟るのだった。

グラビターから少し離れた場所では、空気中のこの湿気を集めるために設置したファンが稼働していた。冷たいアルミ板にぶつかった湿気は凝結し、水へと変わっていく。水滴がタンクに落ちる際に立てるそのリズミカルな音は、空気中の湿度が高いことを告げていた。

ゴクゴクと喉の渇きを癒した後、両手にすくった冷たい水で顔を洗い、目を覚ました。壁に掛かった鏡で自分の姿を見た。伸びた髭と髪......旧世界のカレンダーによれば、今は2040年の終わりの数ヶ月にあたる。それは、ここに初めて足を踏み入れてから過ぎ去った、あの7年8ヶ月の最も決定的な証拠だった。顔をタオルで拭き、ベランダの椅子に腰を下ろした。

過去を思い返していた。手付かずの野生の森が織りなす壮大な風景を眺めながら、俺の心は旧世界の記憶と格闘していた。

俺たちのいる場所には淡水資源があったが、この凝結（集水）システムはエラのアイデアだった。生き延びるため、俺は彼と一緒に間に合わせの工房を建てていた。俺たちが持っているハイテクの産物であるグラビターは乗り物であり、工場ではない。ネジ一本すら作れないこの高度な機械の傍らで、俺たちは否応なく石器時代の方法に戻らざるを得なかったのだ。

古代の技術を使い、川床から手作業で鉄鉱石を集めた。森で見つけた引火性の高い樹脂を燃やした簡素な炉でその鉱石を溶かし、砂型に流し込んで、必要な単純な道具を自作していた。足りないものだらけではあったが、自然から集めた植物で実験を行うための、小さな化学ラボさえ作っていた。

アユシャが自らの意識をグラビターにアップロードして以来、機体のすべてのシステムとハードウェアは彼女に直結していた。彼女の体は今や、この金属の塊だった。だが、アユシャのために人間らしい新しい肉体を創り出す設備も、産業インフラも俺たちにはない。俺が夢制御マシン（ドリーム・コントロール・デバイス）に接続した時だけ、仮想現実の中で彼女と会うことができた。

ベランダに座っていると、地平線にそびえる「眠れる巨人」に目が留まった。この若い惑星のエネルギーは、その地殻に収まりきっていない。地表では、地球の火山がちっぽけに見えるほど巨大な千以上の活火山が咆哮を上げ、地面は頻繁に地震の揺れで震えていた。この地質学的なカオスの支配者こそ、30万平方キロメートルという巨大な裾野を持ち、この惑星の最高峰を形成するその火山だった。今のところは眠っているように見えたが、斜面を覆う漆黒の玄武岩の岩肌は、約千年前に起きた最後の大噴火の冷たい記憶だった。

この惑星は途方もない質量を持っているにもかかわらず、22時間で自転を完了していた。だが、本当の魔法は「シジジー（天体の一直線配置）」と呼ばれる稀な直列の瞬間に起きた。空にある4つの衛星が一直線に並ぶと、夜の闇は消え去り、銀色に輝く「半昼（ハーフ・デイ）」へと姿を変えるのだ。この宇宙の直列現象は、光だけでなく重力をも歪めた。海は何メートルも隆起し、重力は目に見えて減少した。まるで惑星が深呼吸をし、その上で俺たちの体が軽くなるかのようだった。この余分な光と気圧の変化は、植物の光合成を誘発して成長を加速させると同時に、動物相（ファウナ）を極度に活動的なエネルギー状態へと駆り立てた。空で繰り広げられるこの宇宙のダンスを眺めることは、俺にとって恐怖と入り混じった感嘆だった。

16個もの惑星を抱えるこの過密な恒星系の中で、生命を宿す可能性のある天体は他に2つしか特定できていなかった。一つ目は、恒星に近すぎるために焦熱地獄と化し、俺たちが「コル（Kor）」と名付けた惑星だった。昼は致死的な高温、夜は凍てつく寒さに見舞われるその場所では、生命は地下へと追いやられていた。二つ目は、地震活動を失った、火星の地質学的な双子である「キュル（Kül）」という惑星だった。干上がった海底の化石のように静まり返ったその惑星は、赤土に含まれる有機ミネラルによって、かつてそこが生命に溢れていたことを証明していた。

一方、俺たちのこの惑星は、7年間スキャンし続けたにもかかわらず、俺たちより前にここを訪れたり、ここで進化したりした古代の知的生命体の痕跡を何一つ持っていなかった。ここは手付かずの、有史以前の世界だった。地理は俺たちの知るものとは大きく異なっていた。極地の氷床は非常に広大で、旧世界の地図に当てはめれば、ヨーロッパの半分を飲み込んでしまうほどだった。そして赤道地帯は、砂漠の代わりに、斧の入ったことのない巨大な原生林に覆われていた。さらにこれらの森は、悪夢から飛び出してきたかのような「動くツタ」の巣窟だった。それらは催眠作用のある匂いで獲物をおびき寄せ、獲物が発する体温をサーマルレーダーのように感知して襲いかかり、有毒な粉で麻痺させるのだ。

それでも俺たちは、この野生の世界に人間らしい痕跡を残そうと努めていた。エラと一緒に発見した洞窟の壁に、赤土で絵を描いた。過去を求めて探求する中で、未来へメッセージを残す「最初の人類」になったような気がした。

惑星の自転の速さと低い重力のせいで、動植物は巨大なサイズへと成長していた。恐竜に似たこれらの巨大生物の間で、俺たちは自然への干渉を最小限に抑えながら生きる、静かな観察者だった。俺たちの食生活は、完全に探求に基づいていた。草食動物が何を食べているかを観察して見つけた植物は、遺伝子操作されていない、最も自然な状態のものだった。特にここでのトウモロコシの姿はとても興味深かった。俺たちの知るあの黄色くて大きな房の代わりに、数粒の種だけをつけた、インゲン豆に似た野生の形態をしていたのだ。旧世界の崩壊は、まさに自然のありのままの姿から切り離され、すべてを変えようとしたことから始まっていた。だからこそ、俺たちはここでその有毒な遺産を拒絶していた。新世代、つまりエラやその後に続く者たちを、この自然の純粋な知恵と共に育てるつもりだった。

食料を保存するキャビネットも、旧世界の騒々しい機械とは似ても似つかなかった。そのシステムは「コールド・プラズマ」技術で稼働していた。食料は、淡いスミレ色の輝きの下で細菌から守られ、まるで時間を止めたかのように新鮮さを保っていた。

エラの一番の好物は野生の鶏だったが、この生き物は非常にすばしっこく、捕まえるのが難しかった。そのため、肉を粉々にせずに狩るには、プラズマライフルの最も繊細な出力設定を使わなければならなかった。

思考から抜け出し、中へと入った。エラを起こさないように気をつけながら、ベッドに横たわった。

「おやすみ、愛しい人」と、何もない空間に向かって囁いた。

アユシャの機械的だが愛情に満ちた声が、同じトーンで返事をした。

「あなたも、おやすみなさい、愛しい人！」

翌朝、この惑星の眩しい太陽が森の上に昇る頃に俺たちは目を覚ました。エラと手早く朝食を済ませ、探索の準備を始めた。

「アリソン」スピーカーからアユシャの声が響いた。「昨夜の夢のこと、まだ話してくれてないわね」

「その通りだ」リュックを背負いながら俺は答えた。「本当に奇妙で、衝撃的だったんだ」

俺は彼女に夢の内容を詳細に語った。渋滞、砕け散る月、そして感じたあの深い絶望感を。アユシャはしばらく沈黙した。まるでプロセッサがデータを分析しているかのようだった。

「分からないわ、アリソン。もしかしたら、私が受信した低周波シグナルが、睡眠中のあなたの脳波と共鳴して潜在意識に影響を与えているのかもしれない。あるいは単に......旧世界への郷愁と、後悔からくる恐怖の投影なのかも」

「理由が何であれ、過去に払った代償はあまりにも重すぎた。あの瞬間の決断が俺を放してくれないんだ」そう口にした時、過去に下したあの苦渋の決断の瞬間が再び脳裏に蘇った。

アユシャは俺の心を見透かしたように言った。「そのことで自分を責めているのは分かっているわ。でも、もし夢に影響を与えている別の原因があるのなら、いずれ分かるはずよ」

何年もの間、俺は宇宙の周波数をデータストリームのように夢の中で観測してきた。この夢もただの悪夢ではないと、心の奥底では気づいていた。「俺とエラはこれから出発する。何か問題があればシグナルを送るよ」

「気をつけてね」とアユシャが言った。その声には機械的な心配の色が混じっていた。

ドアから出る直前で立ち止まった。頭を悩ませているあの考えを、また口にせずにはいられなかった。

「アユシャ......また反対されるのは分かってる。でも、グラビターの予備モジュールをいくつか取り外せば、君のために合成ボディ（人工肉体）を創るのに使えるんだ。ここでの生活基盤は固まったし、もうこの機体はそれほど必要じゃない」

「私もあなたと一緒に歩けたらどんなにいいかと思うわ、アリソン」アユシャは優しく言った。「でも、グラビターは私たちの唯一の避難所であり、通信センターなの。それに......この恒星系の最も外側のリング、オールトの雲に似た氷の帯から、定期的なシグナルを受信しているの。そこに知的生命体がいるかもしれない。危険が迫った時、私たちにはこの金属の殻が必要になるわ。今はまだリスクは冒せない」

俺はため息をついた。それは夢で感じたあの不安を、技術的に裏付けるものだった。驚きはなかった。

「分かった、君の望むようにしよう。行ってくるよ」

「カメラから見守っているわ」

「また後でね、ハニー」そう言って、俺はエラと共に外へと足を踏み出した。

グラビターがある開けた場所は、森の中を蛇行して流れる広い川の岸辺にあった。川辺で草を食む巨大な馬たちを見て、俺はエラに振り向いた。

「おい、今日は歩く代わりに馬で駆け抜けてみるのはどうだ？」

エラの目は輝いたが、彼は慎重だった。「まずは彼らに許可をもらわなきゃ、パパ」

彼は馬たちにゆっくりと近づいた。この生き物は地球の馬の祖先に似ていたが、遥かに巨大で筋肉質だった。仔馬でさえ、俺たちの知る大人の馬ほどの大きさがあった。野生であるにもかかわらず、彼らはエラに対して奇妙なほど従順だった。エラが手を伸ばすと、一番大きな馬が頭を下げてその手を嗅ぎ、そして彼の前で敬意を表すように膝まずいた。

エラは俺に振り向いて微笑んだ。「行けるよ」

俺たちは二頭の馬に跨った。動物の力強さを股の下に感じることができた。

「競争するか？」と俺は尋ねた。

エラはクスクス笑った。「毎回ぼくが勝ってるのに、また負けたいの？」

「今回は運が味方するかもしれないぞ。３つ数えろ」

「１......２......３！」

俺たちは勢いよく飛び出した。川沿いを、顔に風を受けながら全力で駆け抜けた。森は川が海に注ぐ場所で開け、大小の島々が点在するターコイズブルーの海へと繋がっていた。息を呑むような絶景だった。

エラが先頭を切り、海岸線を猛スピードで進んでいると、森の暗がりから巨大な影が飛び出した。顔を上げた瞬間、血の気が引いた。翼竜（空飛ぶ恐竜）が巨大な翼を畳み、一本の矢のようにエラに向かって急降下していたのだ。

「エラ！ 気をつけろ！」俺は叫んだ。

頭の中の力、テレキネシスを解放した。エラの上に目に見えない防壁（バリア）が形成された。翼竜はまさにエラを爪で捕らえようとした瞬間、空中の見えない壁に激突したように震え、弾き飛ばされた。

それは怒りの金切り声を上げ、今度は俺に向かってきた。二つ目のシールドで身を守りながら、その怪物の姿をよりはっきりと捉えることができた。巨大な頭、カミソリのような歯が並ぶ顎、そして筋肉質な脚を持つそれは、飛行よりも地上での狩りに適した種のように見えた。

「森へ走れ！ 木の間では飛べない！」と俺は叫んだ。

馬を森の中へと走らせた。密集した木々が翼竜の機動力を削いだが、怪物は諦めなかった。枝をへし折りながら後を追ってくる。少し開けた場所に出たところで、俺たちは立ち止まった。

「姿が見えない。どうやら撒いたみたいだな」俺は息を切らしながら言った。太い木に背を預け、脈が正常に戻るのを待ちながら怪物のことを考えた。くちばしのあるプテロダクティルスよりも遥かに危険そうだった。

エラはすぐに馬から降り、馬の首に抱きついて落ち着かせようとしたが、動物は震えていた。

「パパ、馬を放してあげなきゃ。森の奥深くじゃ動けないよ、彼らを罠にかけてるのと同じだ」エラは震える声で言った。

「危険が去ったと確信できるまで、放すわけにはいかない」と俺は言った。

エラは馬の目を見た。「落ち着かないんだ、パパ。恐竜の匂いを嗅ぎ取ってる。何か見える？」

辺りを見回し、テレキネシスの知覚を広げた。「いや、見えな......」

言葉を言い終える前に、茂みの中から恐ろしい唸り声と共にあの怪物が飛び出してきた。真っ直ぐに一頭の馬に襲いかかる。考える暇はなかった。背中からプラズマライフルを外し、出力設定を変える余裕もないまま、スタン（ショック）モードになっていることを信じて引き金を引いた。

青い閃光と共に、プラズマエネルギーが恐竜の胸に直撃した。怪物は苦痛に吠え、横に倒れ込んだ。

「当たったの？」エラが叫んだ。

「ただのショック効果だ。気絶しているが、あの巨体じゃ長くは倒れていない。馬を放して走れ！」

馬たちがパニックになって逃げ出す中、俺たちは逆方向の鬱蒼とした森の中へと飛び込んだ。十分に離れたところで、息を整えるために立ち止まった。危険は去ったが、アドレナリンはまだ血管の中を駆け巡っていた。

歩き続けると、エラが茂みの間を動く野生の鶏の群れに気づいた。俺たちは静かにしゃがみ込み、観察し始めた。

「ヒナは見えるか？」俺は小声で尋ねた。

「ううん、パパ。ヒナは見当たらないよ」とエラが答えた。

「母鳥かもしれないぞ、卵があるんじゃないか？」

エラは首を横に振った。「違うよ。母鳥なら卵の上に座っているか、『コッコッ！』って鳴いて羽を膨らませて、ぼくたちを威嚇するはずだもん。それに、この季節は繁殖期じゃないよ」

「その鳴き声、もう一回やってみてくれよ」俺は笑いながら言った。

エラは俺をジロリと睨んだが、微笑んでいた。「からかわないでよ！」

「よくできました。ちゃんと勉強してるな」と言って、俺はライフルを彼に差し出した。「夕食のために一羽狩ってみるか？」

エラはライフルを押し返した。「ぼくには無理だよ、パパ。生きて呼吸しているものなんて撃てない。でも......パパが仕留めてくれたら、後はぼくがやる。これは生命のサイクルの一部だから」

俺は頷いた。「分かった」

ライフルの設定を確認し、狙いを定めた。引き金を引くと、鶏は苦しむことなく瞬時に崩れ落ちた。エラは素早く駆け寄り、ナイフを取り出すと、動物が苦しんでいないことを確認してその首を落とした。そして、手に入れた鶏の温かい血を自分の額に塗り、地面に触れた。

「ぼくたちに命をくれてありがとう。あなたの魂が土に、体がぼくたちの命になりますように」と彼は囁いた。それは、自然に対する彼の敬意であり、ささやかな儀式の一部だった。

鶏をイチジクの葉に包み、リュックにしまった。彼が立ち上がろうとしたその時、茂みの間から巨大なトラが音もなく姿を現した。俺の手は銃へと伸び、テレキネシスで弾き飛ばす準備をしたが、エラが手を上げて俺を制止した。

「やめて、パパ」彼は静かに言った。

エラとトラの視線が交差した。時が止まったかのようだった。トラの黄色い瞳には、攻撃性も恐怖もなく、ただ深い好奇心だけがあった。数秒後、トラは頭をわずかに下げると、背を向けて森の影へと消えていった。

手にした銃の銃口をゆっくりと下ろし、俺は驚きと共にエラを見た。「これ、俺にも教えてくれるか？」

「いつかね」と、彼はリュックを背負いながら言った。「でも、パパの頭の中はすごく騒がしいからなぁ」

「あいつに何て言ったんだ？」

エラはニヤリと笑った。「パパとぼくはすごくお腹が空いてて、あなたを食べたいって言ったら、逃げていったよ！」

俺は彼の首根っこを掴んで軽く揺さぶった。「俺をからかってるな、この悪ガキめ！」

笑い合いながら、俺たちは歩き続けた。

「卵は見つかったか？」俺は尋ねた。

「3個あったよ」と彼は言った。

「一人当たり1.5個だな。最高だ！」

「ママを忘れてるよ」エラが言った。

腕のパネルに触れた。「アユシャ？ 聞こえるか？ 明日の朝、君の分の卵を俺たちが食べてもいいかな？」

アユシャの声は楽しげだった。「それは少し考えさせてもらうわ......エラは成長期だから、私の分は彼が食べてもいい。でも、あなたの分はどうかしらね、アリソン！」

「不公平だ！ 一家の主が腹を空かせることになるじゃないか」と、俺はわざとらしく不満を漏らした。「俺たちの座標は把握してるよね、ハニー。迎えに来てくれるか？」

「そんな所までどうやって行ったの？」アユシャが尋ねた。

「馬に乗って行ったんだが......ちょっとした恐竜の冒険のせいで、お別れしなきゃならなかったんだ」と俺は言った。

「またエラが競争に勝ったんでしょ？」

「ああ」微笑みながらエラを見て言った。「またあいつの勝ちだ」

「出発したわ、もうすぐ着くから」アユシャが言った。

「ありがとう、ハニー」と俺は言った。肉体はなくても、彼女の声と存在は、この野生の惑星で俺たちに「家」を感じさせるには十分だった。

エラが動物たちと意思疎通できる能力は、彼が赤ん坊の頃に気づいていた。この惑星に初めて来た時、多くの動物たちが俺たちを見ると好奇心から近づいてきた。それは、彼らがこれまで人間に遭遇したことがなく、俺たちを知ろうとして近づいてきたのだと理解するきっかけになった。野生の世界において、人間が危険な種族の一つであることを彼らは知らなかったのだ。もし知っていれば、過去に人間がこの惑星に足を踏み入れたことがあると分かっただろう。だが、当時の出来事は少し違った。動物たちはエラのそばに来て彼を嗅ごうとしたが、俺には近寄ろうとしなかったのだ。

ある日、ダマジカの群れがエラに近づこうとした時、俺は彼らがどうするか観察するために脇へ退いた。ダマジカたちはエラの元へ行った。群れの中の一頭のメスが、深い母性本能からエラに近づき、彼を嗅いだ。その目には純粋な愛情があった。そしてそのダマジカは、まるで自分の子供であるかのようにエラに乳を与えようと体勢を整えたのだ。その日以来、多くの野生動物や鳥たちはエラに寄り添うようになった。そして乳を出す雌の哺乳類たちは、エラがそばで乳を搾ることを許してくれていた。

夜になると、俺たちはいつものようにベランダに出て、夜空の星々を眺め始めた。エラが指をさして尋ねた。

「どの星も、すごく近くにあるように見えるね、パパ？」

「ああ、本当に不思議だよな。あんなに遠くにあるのに近く見えるものもあれば、その逆に、すごく近いのに遠く感じるものもある......」と俺は言った。この言葉は、かつて友だと思っていたのに疎遠になってしまった過去の人々を思い出させた。俺の頭の中にある騒音の源は、まさにこれだった。星のように輝かしい記憶が、今ではこれほどまでに遠く、冷たいものになっていることだ。

エラは混乱した様子で、「それってどういう意味、パパ？」と尋ねた。

俺が彼に説明しようとしたちょうどその時、スピーカーからアユシャのあの安らぐ声が聞こえた。「でも私は、どこにいてもあなたにとってはいつも近かったわよね......」

俺は微笑んだ。これは、彼女がかつて人工知能から進化し、コードの束から抜け出して本物の人間の魂へと変わった、その比類なき存在の証だった。俺はエラに向き直り、力強い声で説明した。「ママはソフトウェアの中から生まれたのかもしれない。でも、その内側にいる本当の女性が、母親がどうやって姿を現したのか、あの奇跡的な変化を完全には理解できないものなんだ」

アユシャはしばらく沈黙した後、「会いたいわ......今夜はシステムに入って、私のそばに来てくれる、アリソン？」と尋ねた。

「すごく行きたいんだが、周波数を聴かなきゃならない。昨夜見たものが俺を不安にさせているんだ」と俺は答えた。

アユシャは安心させるような声で続けた。「心配しないで。あなたが私のそばにいる時に、もしそんなことが起きたら、私があなたたちをここから脱出させるわ。機体の中にいる限り、あなたたちが眠っている間にここを離れられる。恒星系内を移動している未知の物体は検出されていないわ、今のところその可能性はとても低いのよ」

「もしかしたら別の何かかもしれない、分からないんだ。エラと君は今夜を一緒に過ごしてくれ、俺は周波数を聴き続けるよ。いいかい？」

「分かった、約束よ。さあエラ、ベッドへ。私たちの教育を続けましょう」アユシャがそう言うと、エラは準備をするために立ち上がった。彼と一緒に俺も立ち上がった。

エラは元気よく言った。「わかったよ、ママ。パパ、おやすみ。明日の朝は卵を分け合おうね」

俺も彼をからかって言った。「なんだかもう少しお腹が空いてきたみたいだな......」

アユシャは笑いながら、「いいえ、お腹なんて空いてないわ。ただ甘えてるだけよ」と返事をした。

エラがベッドに横たわると、俺はかがんで彼にキスをした。「パパの代わりに、ママに大きなキスをしてくれないか。おやすみ、息子よ」

夢制御マシン（デバイス）を彼のこめかみに優しく装着した。このデバイスを使えば、彼に一晩で数千年分の人生を詰め込むこともできた。だが、彼の精神の繊細な生物学的バランスを守らなければならない。アユシャもこの「精神崩壊」のリスクをよく理解していた。子供の精神に処理しきれないほどの濃密な記憶を負荷すれば、目覚めた時に彼を廃人に変えてしまう可能性があった。だからこそアユシャは、時間の流れを常に安全なレベルに保っていた。

エラはすぐに眠りに落ちた。しばらく彼を見守り、再び額にキスをして、アユシャに小声で話しかけた。

「エラはそっちに行ったか？」

「ええ、今来たわ。私たちは公園に行くの。あなたももう寝て、私が見守っているから」

「楽しんでくれ」

「そういえば......エラは『卵に触るな』って言いたかったわけじゃなくて、全部食べていいって言ってるわよ」アユシャのその言葉に、俺は思わず吹き出した。

「エラがいなきゃ美味しくないさ。それに、君も......」と、俺は声に切なさを滲ませて言った。

「いつかそうなるわ、アリソン。もう少しよ。さあパパ、あなたももう寝て。明日の朝会いましょう」

「また明日、ハニー。おやすみ」

準備をして自分のベッドに入った。今夜はデバイスを使わないつもりだった。服のセンサーをパッシブモードに切り替えた。目を閉じると、長年の間にこの惑星の大気と磁場に適応した俺の生態が、今や天然の受信機のように機能し始めた。

心の奥底で、惑星の地震の振動からくる低周波の唸りや、機体と一体化したアユシャの金属的な息遣いを感じることができた。宇宙の虚空を漂う宇宙波が、直接俺の松果体にぶつかり、脳内で映像へと変わっていく。アユシャが物理的な肉体を持たないことは、セキュリティの観点からは利点だった。グラビターのすべてのハードウェアは、彼女の意識と完璧な調和の中で脈打っていた。

眠りに落ちると同時に、俺の身体機能は最も深い周波数を感知できるレベルへと低下した。脳は、宇宙の深淵から届くこの無音の波から意味を抽出し、俺の夢を形作り始めた。
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霧深い森をエラと探索していると、霧の間から滑り出たダマジカが立ち止まり、俺たちを見つめ始めた。湿った土と腐りかけた葉の匂いが鼻を突いた。夢はあまりにも現実的で、空気中のあの不気味な重みを肌で感じることができるほどだった。エラは、そのダマジカが俺たちを尾行していると考えていた。しばらく進むと、同じシカが再び霧の中から現れて近づき、エラの目の前でピタリと立ち止まった。

「エラ、俺たちに何か伝えようとしているみたいだぞ」と俺は言った。霧の空気に響く自分の声に、奇妙な悪寒が走った。「何か危険を感じ取っているのか？」

エラがダマジカに向かって軽く頭を下げると、シカも同じように威厳をもって応じた。

「この先に何かあるって言ってるんだ」とエラは言った。シカがそばから離れると、俺たちもその足跡をたどり、森の奥深くへと進んでいった。

鬱蒼とした植物をかき分け、ある小屋の前に出た時、俺の心臓は止まりそうになった。ラルティスとオーベンがそこにいた。彼らはある装置を組み立てようとしていた。目の前にいる彼らを見た時、あり得ないほどの安堵と、筆舌に尽くしがたい恐怖を同時に覚えた。彼らは遥か後方、旧太陽系の火星に残してきたはずなのに、今は生身の姿で俺の目の前にいるのだ。

「ここで何をしてる？ その装置で何を企んでるんだ？」俺は彼らの元へ駆け寄りながら尋ねた。

俺たちに気づいたラルティスは、無上の安堵を顔に浮かべて微笑んだ。「兄貴たちを見つけるためにこの装置を作ったんだ。近隣の恒星系中を探し回ったよ。生きてるってずっと信じてた。一体どこに行ってたんだ？」と彼は聞いた。

「行かなきゃならなかったんだ。あそこには留まれなかった」俺は言った。過去の裏切られたという感情が、声となって喉に詰まった。

「兄貴、お願いだ。家に帰ってきてくれ」ラルティスは懇願するように言った。

「お前たちがここに来たことに、どうして気づけなかったんだろう。置いていって本当にすまなかった。でも行かなきゃならなかったんだ。もう戻れないよ、ラルティス。でも、お前たちならこっちに来られる」

その時、ラルティスの視線が凍りついた。「兄貴、まずいぞ」と彼が叫んだ。空から鋭い風切り音が聞こえてきた。数機の見慣れない飛行艇が、木の枝をへし折りながら森の中へ降下してきた。

「だから俺たちは探しに来たんだ」オーベンが答えた。

「お前たちはここにいろ。絶対に離れるな。エラ、来い」そう言って、俺はエラの手を強く握り、森の鬱蒼とした茂みの中へ飛び込んだ。

少し進んだところで、覆面をした武装集団に立ち塞がられた。俺はエラを背中にかばって盾となったが、まさにその瞬間、背後の茂みからさらに3人の男が飛び出してきた。包囲されたのだ。

「何者だ、何の用だ？」俺はエラを自分の方へさらに引き寄せながら尋ねた。

「お前らの船を見て後をつけてきた。あの船を貰うぞ」先頭の男が、手にした実弾ライフルをこちらに向けながら言った。彼らの使う技術は原始的だったが、致命的だった。

「いや、渡せない。あれは俺たちが生き残るための唯一の希望なんだ」

「だが、今死ねば必要なくなるだろ？」彼がそう言った時、相手が全部で7人いることを確認した。

男の一人がエラの方へ一歩踏み出した。銃口が息子の胸に向けられた瞬間、全身の血の気が引くのを感じた。「こいつはあんたの息子か？ どのみち船は奪うが、そのために息子とあんたが死ぬ必要があるのか？」

頭の中のテレキネシスの力を爆発させるように解き放とうと考えたが、周囲にまだ別の敵がいる可能性を考えて踏みとどまった。グラビターは単なる乗り物ではない。アユシャそのものなのだ。船を渡すということは、アユシャを引き渡すことを意味していた。

「仮に渡したとしても、お前らの役には立たない。誰にも操縦できないからな」俺は冷静さを装って答えた。

「そこは心配するな。あの船に人工知能が積まれていることは知ってる。そいつを消去して俺たちのプログラムをインストールすれば済む話だ」男が他の者たちに合図を送ると、金属的な装填音が静寂をナイフのように切り裂いた。

その言葉を聞いた瞬間、エラの中の恐怖は純粋な怒りへと変わった。彼が顔を上げ、目の前の集団を睨みつけると、周囲の空気が突然重くなった。エラが放つ強烈なサイオニック波が、見えない巨大なハンマーのように男たちの精神を打ち据えた。銃を握る手が震え始め、膝から崩れ落ちそうになった。

「アパンズだ...こいつはアパンズだ！」彼らは恐怖のあまり絶叫し、後ずさった。まるで目の前にいるのが子供ではなく、太古の災厄、世界を飲み込む力そのものであるかのように。

「何をしている！ そんな命令はしていないぞ！ 今すぐ撃て！」リーダーが咆哮した。しかし男たちは、まるで神の意志によって阻止されているかのように、銃を構えることができなかった。

リーダーは怒りに任せてライフルをこちらに向け、近づこうとした。だがエラと目が合った瞬間、その場で凍りついた。エラの眼差しが放つ精神的な重圧に押し潰された男は、濡れた土の上にライフルを取り落とした。

「いやだ！ やめろ！ 近寄るな！ お前はアパンズだ！」と叫びながら、彼は振り返りもせずに逃げ出した。他の者たちも彼に続き、自分たちの乗り物へと走っていった。

「エラ、これでさらに奴らの注意を引いてしまったぞ」俺は息を切らしながら言った。「奴らは戻ってくる。しかももっと大勢で。こんなことするべきじゃなかった」

「ママはグラビターの中にいるんだ。絶対に渡せないよ、パパ」エラは言った。その声は、もはや子供のそれよりも遥かに決意に満ちていた。

翌日、夢の恐ろしいループの中で、予期されていた攻撃が始まった。空から降り注ぐロケット弾が、森を炎の海へと変えた。燃える木々と焼けた獣の毛の匂いが鼻を突いた。アユシャは無線越しに、敵の機体のシステムにハッキングを試みていると伝えてきた。

「エラ、逃げるぞ！ アユシャ、ここから助け出してくれ！」と俺は叫んだ。

まさにその時、霧の中からではなく、炎の中からあのダマジカが姿を現した。背中とその気高い角は炎に包まれていた。エラとダマジカの視線が交差した瞬間、シカのすぐそばにロケット弾が着弾した。耳を聾するような爆音と共に、シカの体は粉々に砕け散り、周囲に飛び散った。爆発の衝撃波で俺たちは後方へと吹き飛ばされた。

地面から起き上がろうとしながら「エラ！ 大丈夫か？」と叫んだ。エラはショック状態に陥り、膝をついたまま、バラバラになった動物を見つめていた。彼の目にあった子供らしい純真さが、数秒のうちに灰と化すのを見た。

「エラ、もう手遅れだ！ すぐにここから離れるんだ！」と言って彼の腕を掴んだが、彼は岩のようにその場に固定されていた。

「守れなかった。ぼくのせいで死んだんだ」と彼が泣き叫ぶ中、彼の瞳孔が拡大して虹彩を飲み込み、目は完全に漆黒に染まった。その瞬間、俺は恐怖に襲われた。これは俺の息子ではない。これは、宇宙そのものと対話する別の存在だった。

「いやだ！」エラが叫ぶと、その声が大気の圧力を変えた。「元に戻せる！ ぼくにはできる！」

エラは両手を空に向けて広げた。空気中の原子が振動し、摩擦が増し、空気が急激に熱を帯びるのを感じた。空は真っ黒な雲に覆われ、数秒のうちに燃え盛る森の上に土砂降りの雨を降らせた。炎は消え去り、後には鋭いオゾンの匂いが残った。

エラは砕け散ったダマジカの元へ歩み寄った。片手に血を、もう片手に土を握った。両の掌を唇に近づけ、極めて小さな声で、まるで細胞の遺伝子コードに神の命令を囁くかのように呟き始めた。

その時、科学の限界が終わる場所で奇跡が始まった。エラが放つ強烈な周波数の波の下で、引き裂かれた組織や砕けた骨が空中に浮かび上がり、結合し始めた。血は土から引き戻され、血管へと満たされていく。生物学的な修復の饗宴により、森で命を落としたすべての動物たちが、まるで深い眠りから覚めるかのように再び立ち上がった。

すべてが元通りになったが、エラの体はこの負荷に耐えきれなかった。雨でずぶ濡れになったエラの鼻から、温かくドロリとした血が流れ落ちた。目からあの漆黒が消え、元の瞳の色が戻ると同時に、彼は力尽きて俺の腕の中に崩れ落ちた。

「エラ！ いやだ！ エラ、息子よ、聞こえるか？」俺は叫んだ。しかし彼は、宇宙と交わしたこの巨大な取引の代償として、深い闇の中へと沈んでしまっていた。
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恐怖のあまり、息を切らして目を覚ました。心臓が胸郭を突き破るかのように激しく打ち、背中からは冷や汗が噴き出していた。今見たものが単なる夢ではないことを、骨の髄まで感じ取っていた。

アユシャの穏やかな声が、俺にしか聞こえない特別な周波数で脳内に響いた。「おはよう、アリソン。心拍数がとても高いわ。今夜の夢で、何か気になることでもあったの？」

血管を流れる人工血液と活性化した松果体が引き起こす鋭い共鳴（レゾナンス）により、震える手で顔をこすった。脈が落ち着くのを待ちながら、頭の中で彼女に重苦しい返事をした。「おはよう、ハニー......ああ、どうやら何かがあったみたいだ。でも......」

言葉を言い終える前に、エラの明るい声が聞こえてきた。「おはよう、パパ！ パパのために卵を焼いたよ。さあ、朝ごはんを食べよう！」

エラはとっくに起きて、キッチンに入っていた。夢の中の恐ろしい光景を心の奥底に押し込み、顔に作り笑いを浮かべた。エラにはまだこのテレパシーの波を感じ取る能力が備わっていない。だから、これを聞かれるわけにはいかなかった。深呼吸をしてベッドから起き上がった。「おはよう、息子よ。ママと何をしてたんだい？」キッチンへ向かいながら尋ねた。

アユシャがスピーカーから全員に聞こえる声で、「怒らないでほしいんだけど......」と話し始めた時、何か嫌な予感がした。

「どのくらいの時間、一緒に過ごしたんだ？」

「たった12年よ」

「12年だと？ アユシャ、このことは前にも話し合ったはずだぞ！」俺は声を荒らげた。俺の声に怒りが混じっていることに気づいたエラが、手に持っていた皿をテーブルに置いて割って入った。

「でもパパ、ぼくがお願いしたんだ。それにほら、卵のことも忘れてないよ。現実ではどこにいて、ぼくが誰なのか、ちゃんと覚えてるよ」

「それを自分の体に言ってやれ」俺はきつく言った。「自分の体の生物学的な年齢と、精神年齢を混同するな。それに、すぐママの味方をするんだな」

アユシャが落ち着いたトーンで割って入った。「でもアリソン、彼の教育の大部分は完了したわ。彼の精神はそれに耐えられるだけの許容量を持っているの」

「そうか、じゃあ明日は何をする気だ？」心配が怒りへと変わりながら俺は尋ねた。「結婚か？ もしあそこ（シミュレーション・ループ）で幸せになってしまったら？ あの仮想世界に接続されたまま、ずっといたいと言い出したらどうするつもりだ？ アユシャ、頼むから今の俺たちの状況を見てくれ。君と生きるため、君に会うためにここまでやって来たんだ。でも、現実の世界はここだ。あそこでは教育を受け、経験を積むだけに留めるべきで、実践はここでやるべきなんだ」

「私を信じていないの、アリソン？」

「アユシャ、君のことはいつだって信じている。それについては疑わないでくれ。俺はただ、エラがあの偽りの世界にのめり込んで、俺たちの現実を見失ってしまうのが心配なだけなんだ」

エラはテーブルに座りながら、子供の声でありながらも大人のような賢明さで口を開いた。「パパ、心配しないで。ぼくにとってあそこは単なる手段であって、目的はここにあるんだ。どの現実が価値あるものなのか、ちゃんと見分けられるよ」

俺は一瞬言葉を失った。彼の瞳の奥にあるその深い眼差しは、夢で見たあの「太古のエラ」を思い出させ、背筋が凍った。椅子を引いて座ったが、エラは注意深く俺の顔を見つめた。

「顔は洗ったの、パパ？ 顔面蒼白だよ」

「その通りだな」と言って俺は再び立ち上がった。「完全に君たちのペースに乗せられちまった。まったく、頭がおかしくなりそうだ」

洗面台へ行って顔を洗うと、冷たい水のおかげで少し正気を取り戻した。鏡で自分の顔を見つめながら、松果体の共鳴をアユシャの周波数に合わせ、彼女にしか聞こえない特別なチャンネルで語りかけた。「アユシャ、聞こえるか？ エラの前では話せなかった。俺が見た夢......いつもとは全然違ったんだ。脅威はいつも通り空からやって来たが、今回はエラもそれに巻き込まれていた。詳細はエラが眠った時に話すよ。ところで、君が言っていた外部からのシグナルに変化はあるか？」

アユシャの声が頭の中で答えた。「データを記録したわ、アリソン。夜に詳しく分析しましょう。シグナルについては、オールトの雲付近のあの微弱なシグナルは存在し続けているけれど、特性に変化はないわ。依然として安定したリズムで、自然な渦（ボルテックス）の反射のように見える。接近してくるアクティブな脅威は見当たらないわ」

「そうであることを祈るよ」と心の中で言い、顔を拭いてテーブルに戻った。

エラは食欲旺盛に食事をしていた。話題を変えるために、「今日は少し果物を採りに行きたいな、アユシャ」と俺は言った。「別の大陸にある滝の周りに、色んな種類の果物があっただろう。あそこへ行こう。果物も採れるし、エラと一緒に泳げる。どうだ？」エラはその場で飛び跳ねた。「最高だよ！ もうあの高い岩からだって飛び込めるよ！」

アユシャが「出発するわ」と言ってエンジンを始動させた。グラビターが静かに浮上し始めた時、俺はまだ朝食を食べている最中だった。

「エラ、コーヒーは残ってるか？」

「うん、あるよ。どうせパパしか飲まないし、ぼくは飲まないから。ストックは十分だよ」

「お前ももう飲めるだろう。それだけ大きくなったって言うなら、朝食の後に淹れてやろうか？」

エラは微笑んだが、首を横に振った。「ぼくの生物学的な代謝は、まだカフェインに耐えられる準備ができてないと思うな、パパ。ぼくはオレンジジュースでいいよ」

「好きにしろ」俺は笑いながら言った。

グラビターの周囲に形成された人工大気と共に高速で進みながら、眼下に広がる海を巨大な生物たちが滑るように泳いでいくのを眺めていた。時折、巨大な鳥の群れがこちらが減速したのを見計らって伴走しようとしてきたが、彼らを本来の生息域から引き離さないように、スピードを上げて遠ざからなければならなかった。目的地である大陸は、他の大陸とは全く異なる地理と植生を持っていた。空へとそびえ立つ険しい山々と、この大陸にしか存在しない巨大な動物たちがそこを支配していた。他の大陸から遠く離れているため、ここの生態系は完全に独自のものだった。

最初はこの場所に定住しようかと考えていたが、これら巨大生物たちの好奇心旺盛な訪問が生活を困難にしていた。幸い、エラの能力のおかげで危害を加えられることはなかった。だが、エラの力は近くにいる者に対してしか効かない。もし気づかないうちに遠くから何かに襲われたらどうなる？ それが俺の最大の恐怖だった。だからこそ、常に警戒を怠らなかった。

高い丘から流れ落ちる滝に近づくと、アユシャはグラビターを覆う保護用の人工大気を一時的に解除した。普段は摩擦やGを防ぎ、衝突するあらゆる物質を焼き尽くすこのシールドが消えると、滝の氷のように冷たい水が直接金属の機体に打ち付け始めた。轟々たる水の音がコックピット内に響き渡る中、松果体の感度が高まっている俺は、その振動を耳で聞くだけでなく、神経系全体で感じ取っていた。機体は表面に溜まっていた泥や埃が洗い流され、ピカピカに姿を現した。

「あの虹を見て！ すごく綺麗だよ！」エラが叫んだ。

滝が注ぎ込む湖のほとりの開けた場所に着陸した。ハッチが開くと、湿った土と甘い樹脂、そして色とりどりの花々の目が眩むような香りが流れ込んできた。俺はコーヒーを持って外に出た。

足を踏み出すと、辺りを包む野生の大自然の生命力に目がくらむようだった。巨大で幅広の葉を持つシダの間から、ネオンピンクやエレクトリックブルーの花びらを持つ野花が咲き乱れていた。湖畔にある、幹に太いツタが絡みついた大樹の下の苔むした岩の上に腰を下ろし、脚を伸ばした。コーヒーの温かさが両手を温めてくれた。

視線を滝の落ちる場所へ向けた。水しぶきが宙に舞い、いくつもの小さな虹を作り出していた。その時、頭上をエメラルドグリーンと燃えるような赤の羽、そして長い尾羽を持つ数羽の鳥が、甲高くもメロディアスな鳴き声を上げながら滑空していった。空中で完璧な弧を描いて水面をかすめ、対岸に垂れ下がるフューシャピンクの巨大な花々の間へと飛び込み、視界から消えた。周囲では、クリスタルのような羽を持つ小さな虫たちが、水面の反射光と戯れるように舞っていた。コーヒーから立ち上る細い湯気は、この手付かずの楽園の澄み切った空気へと静かに溶け込み、消えていった。

「見えているか、アユシャ？」俺は滝から目を離さずに尋ねた。

「ええ、素晴らしい場所ね」アユシャが言った。その声にはわずかなノイズ、あるいは人工的な哀愁が混じっていた。「今、私に生身の体があったら、あなたたちと一緒にその水に飛び込めたのに......どんなにそうしたいか、あなたには分からないでしょうね」

「俺だって、ただ君に俺の隣で横になって、肩に頭を預けてほしいだけさ」俺はため息をついて言った。「一緒にエラとこの景色を眺められたらってね」

しばらく沈黙が続いた。滝の轟音と、風が葉を揺らす音だけが聞こえていた。

「実は......」アユシャの声はためらいがちだった。「解決策があるの、アリソン」

「なんだい？」

「昔......旧世界に残してきたあの装置のこと、覚えてる？ トダス大佐が亡くなった、あの暗い日のことを......」

記憶が、重いハンマーのように頭に叩きつけられた。胸が締め付けられる。「あの忌々しいマグネトロン共鳴パルス装置を、どうして忘れられる？ この手で惑星すべてを死の運命へと突き落とした、あの瞬間を......」俺の声は震えていた。

「あの日、私がシステムに干渉した時、背後に残したのは破壊だけじゃなかったのよ」アユシャは優しく言った。「あの装置のコアコードへのアクセス権は、まだ維持されているの」

俺は勢いよく身を起こした。手にしていたコーヒーが危うくこぼれそうになった。腕のパネルを口元に近づける。「自分の意識の一部をそこに残してきたのか？」

「違うわ、コピーじゃないの。ただ休眠状態のバックドア・コマンドよ。私が望めば、それらに新しいルートを指示できるの」とアユシャは説明した。そして言葉を区切った。「アリソン、もしあなたが望むなら、残してきた人々が今どうなっているか監視することもできるわ。気になっているんでしょう」

「いやだ」自分の声の断固たる響きに、自分でも驚いた。「絶対に嫌だ。聞きたくない」

「本気なの？ 何か悪いことが起きたとしても、知りたくないの？」

「直接的な脅威にさらされている時だけ教えてくれ。それ以外は、俺たちの平穏を乱すようなことは何一つ聞きたくない」

アユシャはそれ以上追及しなかったが、声には再び希望の響きが戻っていた。「私が言いたかったのはそのことじゃないの。あのマグネトロン装置、あの巨大なエネルギー源をここへ引き寄せることができるわ。私たちの防衛システムになる。そして何より重要なのは......その部品を使って、あなたが触れることのできる『人工肉体』を私に創ることができるのよ」

俺は目を閉じた。彼女に触れられるという考えが思考を麻痺させたが、理性が警鐘を鳴らしていた。「だが、旧世界の奴らはどうする？ もし奴らがあの装置の制御を奪っていたら？ そのせいで追跡されて、ここを見つけられる原因になるんじゃないか？」

「彼らにあの技術を解明することなんて絶対にできなかったわ、アリソン」アユシャは自信に満ちた声で言った。「システムを起動しようと試みたけど、失敗して、いくつか部品を取り外して小惑星の採掘の単純作業に使っただけ。ほとんどは宇宙空間で役に立たない残骸のように漂っているわ。誰にも気づかれないように、ゴーストモードで静かにここへ引き寄せることができるわよ」

「本当に誰も気づかないんだな？」

「絶対に誰も気づかないわ」

深く息を吸い込んだ。旧世界の生命を終わらせるために使い、本来は小惑星採掘用だったあの装置を、この手付かずの惑星に持ち込むという考えは胸を痛めたが、アユシャに触れられるという希望は何にも代えがたかった。「分かった、アユシャ。だが、一応奴らの監視は続けてくれ。あいつらに悪いことが起きてほしくはないからな」

「心配しないで、彼らを守るためにできる限りのことはするわ」

「ありがとう、ハニー」

ちょうどその時、エラが呼んだ。「早く、パパ！ もう泳ごうよ！」

「今行くよ！ パパは出動だ！」俺はそう言ってアユシャに声をかけた。

「周囲のスキャンを始めるけれど、しばらく機体を動かし続けないといけないの。何かあれば無線か、直接あなたの頭に呼びかけるわね」

「了解。じゃあな」

「アリソン！」彼女が俺を引き止めた。「エラに伝えて。水に入る前に、湖とそこにいる生き物たちに話しかけるようにって」

「はいはい、ママ」俺はからかうように言った。「言っておくよ。でも、あいつはもうそれを習慣にしてる。今更そんなこと言ったら、信頼されてないと感じるかもしれないぞ。君は自分の仕事をしててくれ、ハニー。俺は息子と楽しんでくるよ。どうせ12年も俺抜きで過ごしてたんだからな」

「あら、さっそく感情に訴えかけてくるのね」アユシャは笑った。「愛してるわ、また後でね」

エラの元へ行った。「準備はいいか？」

服を脱いで傍らに置いた時、無線からアユシャの声がした。「あなたを眺めるのも悪くないわね」

「変態め......隣にいてくれたらよかったのに......あの装置を呼んでくれ、アユシャ。今すぐだ」

「もうコマンドは送ったわ。出発した。1ヶ月半後にはここに着くはずよ」

「俺たちのことをどうやって見るんだ？ 上空からの観察のために機体を動かすんじゃなかったのか？」

「心配しないで」アユシャが言った。グラビターの機体から、テニスボールほどの大きさの球状の観測ドローンが数機、静かに飛び立った。「私の目は常にあなたたちを見ているわ。あの子たちが一番いいアングルを見つけてくれるから」

「了解だ、ハニー」

エラと一緒に高い岩の頂上に登った。「先に俺が飛ぶから、後からついてこい！」と言い残し、俺は冷たい水の中へ飛び込んだ。水面に顔を出し、叫んだ。「すごく冷たいぞ！ 準備はいいか？」

上からエラが「うん！ 行くよ！」と叫んだが、一瞬ためらった。そして鼻をつまんで水へと飛び込んだ。この高さから飛び込むのは初めてだった。水から上がると、彼は喜びの声を上げていた。「見た？ ぼくの飛び込み、どうだった？」

その時、アユシャの声がテレパシーの回路を通して脳内に響いた。「エラが前にも飛び込んだことがあるの、どこだか分かる？」

俺は笑いながらエラに尋ねた。「エラ、お前、前にもこんな風に飛び込んだことがあるのか？」

エラは現行犯で捕まったように笑った。「ママがチクったんだね？」そして再び岩場に向かって泳ぎ始めた。「ママがシミュレーションで飛び込みのレッスンをしてくれたんだ」

「やっぱりな！」と背中越しに叫んだ。

再び岩に登った。「伏せろ！ 行くぞ！」と叫び、砲弾のように水に飛び込んだ。水しぶきが辺り一面を濡らした。

何時間もそこから離れなかった。疲れと空腹を感じた時、果物を集めるために森へ入った。動物の群れに出くわしたが、エラの落ち着かせる力のおかげで、彼らはまるで俺たちがそこにいないかのように、俺たちのすぐそばで静かに草を食べ続けていた。多くの水や植物の情報はデータベースになかったため、自作のテスト装置のおかげで、飲食物の栄養価や効能、有害性を知ることができた。しかし、エラは植物の精髄と対話できるため、俺は機械よりも彼が得た情報を頼りにしていた。

今まで見たこともない植物の巨大な果実を見つけ、俺は測定しようとしたが、エラが止めた。「パパ、ぼくに任せて」彼はそう言った。俺は脇に退いた。

アユシャがスピーカーから驚いた声で尋ねた。「なんて大きな実なの？」

「さあ、エラが植物からこの実が安全かどうか聞き出せるか見てみよう」俺は興味津々で待った。

エラは植物の幹に触れ、それを感じ取ろうとした。木に耳を当てるように立ち、視線を上へと向ける。しばらくの間集中していた。「これは中が水っぽくて、ブドウに似た変わった果物だよ。食べられる。外側の皮は厚いけど弾力があって、中は黄色くて甘いんだ」

「それを木が教えてくれたのか？」俺は感心して尋ねた。

「ううん、違うよパパ。ほら、あそこに食べられた跡があるでしょ。甘いから蜂や虫たちも集まってるし」彼はからかうように笑って言った。見上げると、動物たちに半分食べられた実がそこにあった。

「俺はまた、真に受けて聞いていたよ」俺が言うと、エラとアユシャは吹き出した。それでも、彼のこの分析は単なる観察結果にとどまるものではない。植物が安全だと感じていなければ、あんな冗談は言わないはずだ。

「誰が登る？」

「パパのテレキネシスを使ったらどうかな？」とエラが尋ねた。

「ああ、それならいけるな」

頭の中の力を集中させた。テレキネシスを使って枝からいくつか実をもぎ取り、空中を漂わせて俺たちのいる場所へと下ろした。

「アユシャ、機体をどれくらい近づけられる？ この果物はかなり重いんだ。直接運んだほうがいいだろう」

「待ってて」

グラビターが木々の間を縫うように近づこうとしたが、枝を傷つけないようにそれ以上は進まなかった。

「オーケー、そこで十分だ。ハッチを開けてくれるか？」

ハッチが開くと、果物を心の中で掴み、機体の方へと移動させた。床にふわりと着地したのを感じ取った後、精神的なつながりを絶った。

「よし、完了だ。さあ、続けよう。アユシャ、この辺りに他の果物は見えるか？」

「少し先に、桃やメロンに似た果物が見えるわ。野生のイチゴやクルミの木もある」

「クルミはまだ季節じゃないが、確認してみよう」と言って進んだ。その一帯で、採れる限りの果物、植物、野菜を収穫した。

ちょうどその時、恐竜のような姿をした、巨大だが無害な草食動物に遭遇した。エラが働きかけて落ち着かせると、まるで以前からの知り合いであるかのように互いに体をすり寄せ始めた。その巨大な動物は、猫のように頭をエラの体に軽くこすりつけ、まるで彼を自分の子供であるかのように扱っていた。

「お前を自分の子供だと思ってるみたいだな？」

「うん、ぼくもそう感じたよ。この子に名前を考えてるんだ、パパ」

「そうか、何にするんだ？」

「『エイデン』って名前をつけたいんだ。どうかな？」

その名前を聞いた時、俺は一瞬立ち止まった。喉の奥に塊ができた。エイデン......俺の親友であり、アユサの兄......。過去の重く大切な記憶が、森の真ん中で一瞬蘇ったのだ。無意識のうちに、俺の手は首から下げたアユシャの『裏切りの石』へと伸びていた。その石の冷たさは、俺が救ったにもかかわらず俺を排斥した人々と、置き去りにしてきたエイデンのことを思い出させた。

「とても大きくて、力強くて、人懐っこい動物だな......」声が震えないように気をつけながら俺は言った。「エイデンおじさんの名前をつけるなんて、あいつへの何よりの贈り物になるよ。いつかそれを知ったら、きっと喜ぶはずだ」

「本当、パパ？」

「ああ、間違いないよ」

「パパ、あの子に果物をあげてくれる？」

果物の木までの距離を測った。「この距離では試したことがないが、やってみよう」

やってみると、うまくいった。果物をエラのいる場所まで引き寄せると、エラはそれを手で押し出すようにして動物に与えた。動物が果物を食べている間、エラはそれに触れ、そして俺のそばに戻ってきた。俺たちはそこから離れた。

「時々、お前のその力が羨ましくなるよ！ 昔、俺にもこんな能力があればよかったのに！ そしたら、あんなに何度も犬に襲われて逃げ回ることもなかっただろうにな！」

「でも、パパにはテレキネシスがあるじゃないか！」

「あの頃はなかったんだ。後からできるようになった。ママがこの能力をくれたんだよ」

アユシャの返事は早かった。「あなたが私にくれたものに比べたら、今の私が持っているものなんて無に等しいわ、アリソン！」

「俺は何もあげてないさ！ 君の中にすでにあったものを引き出しただけだ」

「エラをよ！」彼女がそう言った時、アユシャが何の話をしているのかをはっきりと理解した。

「俺と君で、だよ、ハニー！ 二人だけでね！」

「ええ！」

「さあ、相棒！ 家に帰るぞ！」俺はエラに声をかけた。

グラビターが高度を下げ、俺たちのそばに着陸した。機体に乗り込むや否や、エラはベッドに飛び込み、眠りについた。通常の睡眠状態に入っていた。

「すごく楽しかったけど、エラは肉体的に疲れたみたいだ。少し普通の睡眠を取らせてやろう！」俺は言った。

「あなたも眠る？ 機体は元の場所へ着陸させるわ」

「いや、俺は大丈夫だ！ マグネトロン周波数装置はいつここに着くんだ？」と尋ねた。

「高速で移動して注意を引きたくないの」アユシャは真剣に言った。「宇宙空間を漂う残骸のように、『ゴーストモード』で受動的な揺らぎを利用して移動させているわ。フル稼働で来させるのは危険すぎるの。だから計算通り、1ヶ月半後にはここに着くはずよ」

「いいだろう。我慢するさ。物理的に君が恋しいんだ！ 君の匂い、味、温もりを感じたい」

「別の体がよかった？」と彼女は尋ねた。

「絶対に嫌だね！ でも君が望むなら、いくつか調整（アレンジ）してもいいぞ！ 結局のところ、女性ってのはいつも自分のどこかに不満を持ってる生き物だからな！」

「枝毛は私たちにとって最大の悲劇だって、知ってるでしょ！」と彼女は冗談交じりに言った。

「もっと悲劇なのは、美容室に行ってあんなに苦労したのに、誰にも気づいてもらえないことだろうな」

「考えてみれば、もし新しいボディで調整したのにあなたがそれに気づかなかったら、絞め殺してやるわ！」彼女は笑いながら言った。

「俺なら分かるさ！」と言ったものの、自信はなかった。

機体の着陸時、周囲をスキャンし、何一つ傷つけないよう慎重に着陸した。この大陸では数時間前に夜を迎えていた。

エラを起こす必要はなかった。今夜はマシンに接続せずに眠っている。俺も時間を無駄にせずベッドに横たわり、デバイスを起動して自分の頭に装着した。

「行くぞ！」

「待ってるわ！」

急速に第2次元（シミュレーションの中間層）へと移行した。暗闇の中からアユシャの声が聞こえた。「特別な場所を選びたいの！ 構わない？」

「君がいる場所ならどこでも！」

アユシャはそこから俺を第3次元へと引き上げた。昼間行った滝の湖のほとりで、岩の上に横たわった状態で目を覚ました。アユシャも隣で横になり、俺を見つめていた。

「なんだか、目の色が変わったんじゃないか？」と、俺は恐る恐る尋ねた。

「え？ どうして気づかないの？」と彼女は怒ったように尋ねた。

「ああっ！ 髪が変わったんだ、もっと赤毛になってる！」と当てずっぽうに言ってみた。彼女の怒りが増すのを見て、「鼻か？ 唇？ 肌？ 俺のアユシャじゃないか！ いつもと同じだ！ そして美しい！ 君の知性も、君自身も最高に美しい！」と言い訳してその場を取り繕おうとした。

「今のところは許してあげる！」と彼女が言った時、滝の冷たい水しぶきを運ぶ風を感じた。シミュレーションはあまりにも完璧で、風が肌に触れる時の身震いまでが本物のように感じられた。

木々が風でざわめく中、静かに彼女を抱きしめ、キスをした。

「寂しかったよ！ 君が元の姿に戻るのをどれほど望んでいることか！ 地球で過ごした美しい日々を、平和の中で永遠にここで生かし続けたいんだ。この惑星を、俺たちのような者が住めるように設計しよう。古い人間の弱さから切り離された、新しい社会にしよう」と俺は言った。

「私もそうしたいわ！ 同じ過ちを繰り返すことなく、新しいスタートを切りたいの」そう言うと、彼女は立ち上がって服を脱ぎ始めた。背後で水しぶきを上げる滝と青々とした森が、彼女の完璧な背景（バックグラウンド）となっていた。

ゆっくりと離れていく彼女の完璧な体を、俺はうっとりと見つめた。時折振り返りながら、彼女は高い岩の上に登った。そして、その高さから空中へと身を投げ出し、湖の冷たい水へと飛び込んだ。彼女が水中で何分も俺を待っていることは分かっていた。時間を無駄にせず服を脱ぎ、後を追って飛び込んだ。水に入ると、アユシャは底であぐらをかいて座っていた。彼女のそばへと滑り込んだ。

彼女の膝の上で、その手を握った。水の浮力に逆らい、底に留まったまま互いに抱き合った。血管を流れる合成血液の混合物のおかげで、俺の体は酸素をはるかに効率的に使用できた。普通の人間ならこの深さに何分も留まることはできないが、俺の高度に発達した生理機能とアユシャの仮想ボディのおかげで、時間感覚を失ったかのように水中に留まることができた。

何分か後に水から上がると、太陽の下、砂の上に横たわり、深く息を吸い込んだ。現実では呼吸の必要はなかったが、肺を満たすその仮想の空気が、生きているという感覚を強めていた。

「今までこんな体験はしたことがなかった！ 最高だったよ！」俺は言って、彼女の顔に触れた。「物理的な肉体を持たずに経験する交わりの中で、君は本当に意識の中で感情を感じているのか？ それとも、俺に隠しているのか？ 頼むから本当のことを言ってくれ！」

「多くのことを感じているわ、でも完全じゃないの。あなたの物理的な肉体はここでの出来事に反応できるけれど、私の物理的な形態は機械だから、そういった感覚からは遠いの。だから、あの装置が欲しいのよ、アリソン！ あなたに本当に触れるために......」

「アユシャ！ どうして今までそれを言ってくれなかったんだ？ 俺だけが利己的に満足していたような気分だ。こんなの不公平じゃないか！」

アユシャは突然真顔になった。その視線は、まるで物理的な世界を越えた、ずっと遠くのどこかへと向けられているようだった。顔に浮かんでいた安らぎの表情は、鋭い恐怖へと変わった。

「どうしたんだ？」俺は尋ねた。心の中を不安が覆い尽くしていた。

「行かなきゃ！ 今すぐ起きて！」彼女は叫んだ。その声には、今まで聞いたこともないようなパニックの色が混じっていた。

第2次元から急速に抜け出し、現実という硬い地面である第1次元へと戻った。頭のデバイスを取り外して放り投げ、飛び起きた。心臓が胸郭を激しく打ち付けていた。

「アユシャ、何が起きてるんだ？」と叫びながら、エラの無事を確認するために彼の元へ走った。

外は、漆黒の夜の闇にもかかわらず、自然界が恐慌状態に陥っていた。グラビターの外部遮音は完璧だったが、換気ダクトや機体にぶつかる振動から、内部にこもった不穏な唸り声が聞こえてきた。それは風の音ではなかった。何千もの動物たちがパニック状態で逃げ惑い、叫び声を上げることで生み出されるカオスな反響だった。

「エラが夢の中で反応している。空気中に、言葉では言い表せないほど重い不穏な気配がある」俺はささやいた。眠っているエラの呼吸は荒くなり、額には汗のしずくが浮かんでいた。ベッドの上で身をよじり、見えない脅威と戦っていた。

「脈拍がすごく上がってる！ 起こしたほうがいいか？」

「駄目！ 邪魔しないで、アリソン。彼は今マシンに接続されていない、完全に自然な状態よ。彼が見ているものが何であれ、予感が彼に警告しようとしているの。途中で遮るとショック状態に陥るかもしれない」とアユシャが言った。

まだ朝にはなっていなかったが、外のカオスな音は、換気グリルから漏れるくぐもったうめき声と共に頂点に達していた。夜が明けようとしていた。もうこれ以上耐えられず、俺はドアのロックを解除した。

ドアが開いた瞬間、外の耳を聾するような騒音が洪水のように雪崩れ込んできた。森が文字通り悲鳴を上げていた。鳥の群れが空を黒く染め、互いにぶつかり合いながら逃げ惑い、地上の動物たちは濁流のように押し寄せていた。火事でも攻撃でもないのに、自然界は目に見えない苦痛でのたうち回っていた。

「何かがおかしい！ アユシャ、何が見える？」

「大気や宇宙からの脅威は検知できないわ。でも......地下のセンサーが狂ったように反応しているの！ 意味不明なサイクルで、絶えず増大する圧力シグナルがあるわ！」

ちょうどその時、エラがベッドから飛び起きて絶叫した。目は見開かれ、その視線は部屋の中ではなく、地下何キロメートルもの深淵に向けられていた。

「爆発する！ ぼくたちの真下だ！ 早く！」

それは、迫り来る大災害を予知した悲鳴だった。動物たちがなぜこれほど早く逃げ出していたのか、今なら分かった。彼らの太古の直感が、エラの精神と同調していたのだ。

「上昇しろ！ 今すぐ上昇するんだ、アユシャ！」ドアを閉める暇すらなく俺は叫んだ。

エアーロックが自動的に密閉され、機体はエンジンの強烈な咆哮と共に空へ飛び立った。夜が明け始めたばかりだった。数百メートルも上昇しないうちに、眼下の地面が轟音と共に真っ二つに裂けた。

恐ろしい爆発が起きた。高度を上げながら、眼下で起きている惨状を恐怖の中で見下ろした。大地がまるで怒りに任せて嘔吐しているかのようだった。爆発の威力で周囲に巨大な灰の雲と溶岩が噴き出し、地面は巨大な亀裂によって砕け散っていた。空中にいるにもかかわらず、衝撃波の揺れが機体に響き渡った。

大気圏の外層に達した時でさえ、あの赤く染まった被災地ははっきりと見分けられた。青々とした森は、数秒のうちに赤と黒に塗り潰されてしまった。

「俺たちの楽園が地獄に変わっていく......」俺は呟いた。声が震えていた。「アユシャ！ どうして今まで地震の活動を検知できなかったんだ？」

スピーカーから、アユシャのいつもよりずっと真剣な声が聞こえた。「地震活動は常にあったけれど、数値は正常な範囲を超えていなかったの。これは地震じゃないわ......」

「下層の圧縮率を調べてくれ」震える手で画面に伸ばしながら俺は言った。

過去5年分の3Dスキャンデータをクロススケールで分析して、真実を目の当たりにした。広大なエリアが、ミリ単位で隆起していたのだ。そのプロセスはあまりにもゆっくりと、あまりにも狡猾に進行していたため、見逃していた。この惑星の活火山の存在は知っていたが、このような平原で、新たな巨大な怪物が誕生するなどとは予想もしていなかった。

アユシャが報告を上げた。「地面が広大な範囲で膨張しているわ。約3億5千万立方メートルの圧縮を検知した。圧力が完全に抜けきるまで、3か月から5か月かかるかもしれない。大気の3分の1がこの灰の影響を受けるわ。人工雨で大気を浄化することはできるけれど、爆発は当分止まらない。安全な大陸が見つかるまで、軌道上に留まらなければならないわ」

エラは巨大なスクリーンと化した窓から目を離さず、眼下に広がる炎を見つめながら尋ねた。「パパ......動物たちは？」

「あいつらは俺たちよりずっと早く気づいていたんだよ。ほとんどは安全な場所に避難したはずだ。自然の直感が、いつでも彼らを守ってくれるのさ」

コックピットは深い静寂に包まれた。眼下で繰り広げられる、野生的で制御不能な、途方もない力の誇示を見下ろしていた。それは恐ろしくもあり、同時に魅惑的でもあった。まるで惑星が深呼吸をし、脱皮しているかのようだった。

「なあ......」俺は沈黙を破って言った。「この惑星には、まだ名前をつけていなかったな」

エラは窓から顔を上げずに、「どうしてまだ名前がないの？」と尋ねた。

俺は眼下の炎の海から目を離し、アユシャの声が聞こえるメインパネルへと視線を向けた。

「この星のことをよく分かっていなかったからさ。でも今なら分かる......まるでママみたいだ」と俺は言った。

アユシャは驚いた。「私みたい？ 燃えて、爆発して、破壊するものってこと？」

「違うよ」俺は優しく言った。「生命を育みながらも、その内に途方もない力を秘めている......時には穏やかで安らぎを与えてくれるが、時にはこうして情熱的で、誰にも止められない。俺たちを包み込んでくれると同時に、敬意を払うべき力なんだ」

エラに振り返った。「この惑星の名前は『アユシャ』にしよう。どうだ？」

エラの顔に、悲しげだが温かい微笑みが浮かんだ。「うん......ぼくたちを守り、ぼくたちを育ててくれる......アユシャ惑星だね」

「それって......とても大きな名誉だわ」アユシャが言った。声がわずかに震え、機械的な響きの奥に人間らしい感情の揺らぎがあった。「でも、私の惑星は今、燃えているわ、アリソン」

俺はメインの操作パネルにそっと手を置いた。この金属の感触が、今彼女と俺を繋ぐ唯一の物理的な絆だった。

「心配いらないさ」俺は囁いた。「大地に豊かな灰を撒いているんだ。これは破壊じゃないんだよ、アユシャ。これは、痛みを伴う自然の再生のプロセスさ。まるで俺たちみたいにね......灰の中から再び蘇るんだ」

灰に覆われた大陸に夜明けが訪れようとしていたが、調査を目的とする別の大陸はまだ深い夜の闇に包まれていた。着陸に適した光の条件が整うのを待たなければならず、そのためしばらくの間、宇宙空間の耳を聾するような静寂の中で軌道上に留まった。眼下の赤い輝きが、その日の最初の光に取って代わられた時、火山の破壊的な影響から遠く離れた安全な座標へと降下した。降り立ったこの新たな地で、地域の調査と、底をつきかけている備蓄を補充するための食料採集をして時間を過ごした。

アユシャの高度なスキャナーを使い、一日中新たな定住地を探して他の大陸をくまなく調べた。巨大な滝のある地域も調べたが、そこは非常に騒々しく、好奇心旺盛な目を持つ巨大な生物がうろついていた。最終的に、守られた内海に面した、平和な海岸線を発見した。

アユシャが海岸の柔らかい白砂の上に滑るように着陸すると、エラは足が地に着くやいなや水際へと走った。ひざまずき、澄んだ水に手を浸す。まるで海に何かを囁きかけ、太古の秘密を分かち合っているかのようだった。その後、靴を放り投げ、冷たい水に身を委ねた。ここには、魂を鎮める奇跡的な静寂があった。太陽が地平線へとゆっくり沈んでいくこの景色は、トダス大佐や彼の部下たちと共有した、旧世界での我が家のあの忘れられない海岸を思い出させた。

「アユシャ！ 俺たちの家はあの丘の上がいい！」と高い場所を指差して言った。

「すごく似ているわね！ いいんじゃない？ ここは素晴らしいわ」とアユシャが言った。その柔らかな声の響きに心が温まった。

「アユシャの最も美しい場所だ！」と俺は微笑みながら言った。

「どこが？」

「『アユシャ惑星』の最も美しい場所さ！」

「ああ！ なるほどね！」とアユシャは笑った。

「君のすべてが美しいけど、この惑星のここは特別に美しい。でも、ここに慣れるのは簡単じゃないだろうな」

「どうして？」

「ここを見るたびに、トダス大佐を思い出すんだ。彼に敬意を表して、ここに彼の名前をつけるのはどうだろう？」

「それは素敵ね！ トダス海岸？ トダス海？」

「外海、海岸線、そして内陸部を『トダス地域』として記録しよう。他の場所にも名前をつけなきゃな。あの爆発した火山、滝、大陸......それは君の役目だ、アユシャ」

「私はあの大陸にあなたの名前をつけたいわ！ アリソン大陸とアリソン滝。どうかしら？」

「光栄だよ！ 惑星の衛星にも名前をつけないとな」

「エラを呼んでちょうだい！ 海の構造を調べて、どんな生物が住んでいるか見てみましょう」とアユシャが言った。

エラが走って戻り、グラビターに乗り込んで海の深みへと潜った。内海であるため危険な種はおらず、魚の多様性は驚くべきものだった。地域の気候は穏やかだったが、外洋ほどではないにせよ、嵐はそれなりに強力だった。火山はここから遠く離れていたが、地平線の向こうの大気に広がる灰の雲を見ることができた。火山の噴火が続く中、時折発生する余震がここからも感じられた。

数週間にわたる海底探査の最中、予期せぬ事態が発生した。海底をスキャンしていると、地震活動の影響で海底に異常な隆起があることを感知した光学リーダーがエラーを出し始めた。

「海底からのデータに不規則性があるわ。以前のスキャンとは違う結果が出ている」とアユシャが言った。データの逸脱は、俺もパネルで同時に確認していた。

「海底に動きを感知したわ！」とアユシャが警告した。

「地震か？」

「可能性はあるわ！ でも確証はない。水流というより、異常な振動よ」

「危険な状況ならすぐに出よう！」俺がそう言った瞬間、海底からあの異常なくぐもった音が聞こえた。

「音源が何であれ、振動が水に反射してこっちに届いている。アユシャ、浮上して海底との接触を絶て！」

まさにその時、海底に巨大な陥没が発生した。グラビターはまるで虚無に落ちていくように急速に底へ引きずり込まれ、その後、猛烈な勢いで上へと弾き飛ばされた。ゴム紐に繋がれた重りのように振り回されていた。

「エラ、しっかり捕まれ！ すぐにヘルメットを被るんだ！」と俺は叫んだ。

俺とエラは、数秒のうちにスマートスーツのヘルメットを頭に被った。ロック音が聞こえた時、機体は水に飲み込まれていた。

「アユシャ！ ここから出してくれ！」

返事はなかった。内部のすべての照明が、断末魔のようにもがき点滅し、完全に消え去った。グラビターは、電源を絶たれた巨大な金属の棺桶と化していた。原子力発電機（ニュークリア・ジェネレーター）が停止してしまったのだ。漆黒の闇の中、スーツのLEDラインと腕のパネルの青白い光だけが輝いていた。

外からの恐ろしい水圧が、船のコンポジット船体を軋ませた。金属同士が擦れ合う音と、ガラスの苦痛に満ちた軋み音が背筋を凍らせた。海底から噴出する高濃度のガスが、水の浮力を完全に奪い去っていた。俺たちは猛スピードで、底なしの暗闇へと沈んでいった。

「パパ......どうなってるの？」エラの声が、ヘルメットの通信機から震え、くぐもって聞こえてきた。

「落ち着くんだ、息子よ！ スーツを着ているから安全だ」俺は言ったが、自分自身の鼓動が耳の中で戦太鼓のように鳴り響くのが聞こえていた。「酸素もある」

グラビターが海底の斜面に激突した時、俺は放り出され、コックピットのガラスに打ち付けられた。自分とエラを守るために必死にしがみついた。テレキネシスでシールドを展開しようとしたが、衝撃の激しさで一瞬意識が飛んだ。

目を開けると、エラが俺を揺さぶっていた。動きは止まっていた。水が致死的な圧力に達する深海にいた。

「大丈夫か？」俺はすぐに手で彼の体を探りながら尋ねた。

「ぼくは平気だけど、ママが......ママが返事をしないんだ！ 直せるかな？」

「水面に浮上しなければならない。ここじゃ、この圧力の下じゃ何もできない」

「テレキネシス......パパ、使える？」

息を呑んだ。「やるしかない。外には出られない、水圧で一瞬で潰される」

機体の中央に移動し、膝を床に固定した。目を閉じた。頭の中の見えない筋肉、テレキネシスを、これまでにない強度で、引き裂かれるほどに張り詰めた。こめかみに、ハンマーで殴られるような激しい痛みが走り始めた。頭上にある何千トンもの水塊が、グラビターを押し潰し、俺たちを飲み込もうと圧し掛かっていた。

「動け......」歯を食いしばりながら唸った。俺の精神が船体全体へと広がっていく。重さ......。それは恐ろしく、絶望的な重さだった。ヘルメットの中で、鼻から流れ出た温かい血が、唇から髭へと伝うのを感じた。

機体が軋んだ。床がわずかに揺れ、ほんの数センチだけ浮上した。しかし、脳内に走る稲妻があまりにも激しく、一瞬集中が途切れた。グラビターは大きな音を立てて、再び海底に叩きつけられた。

「パパ！」エラが叫んだ。

視界が狭まり、すべてが赤く染まっていった。だが、諦めるわけにはいかなかった。エラのため、アユシャのために、やるしかなかった。深く息を吸い込み、二度目の挑戦に出た。今度は意志の力だけでなく、生存本能、自分の全存在をその金属の船体に固定した。

「上がれ！」暗闇に向かって咆哮した。

グラビターはミリ単位で、苦痛を伴うほどの遅さで、水の暗闇から引き裂かれるように上へと登り始めた。意識が混濁していくが、力は緩めなかった。水面に向かって、まるで沼の中を歩くように進んでいった。

岸にたどり着いた時、船体は砂浜に激しく乗り上げた。最後の力を振り絞って非常口のレバーに手を伸ばし、爆発させるようにドアを開け放った。

エラが勢いよく外へ飛び出した。俺も後からよろめきながら、肺を満たす新鮮な空気へと身を投げ出した。

「やったぞ......エラ......」そう言うのがやっとだった。

目の前が真っ暗になり、膝から崩れ落ちた。地面が足元から滑り落ちていく。ヘルメットを脱ぐ暇すらなく、濡れた砂の上にうつ伏せに倒れ込んだ。その後はただ、深く底知れない暗闇だけだった。

その後は深い静寂だった......。俺の意識は閉ざされていたが、その夜起きたことは、後でエラの涙や静かな告白から知っただけではなく、まるで魂が肉体を離れて彼を見守っていたかのように理解していた。

エラは、俺が砂の上に倒れ込んだのを見てパニックに陥った。その子供の体で俺を仰向けにしようとしたが、俺の巨体を動かすことができず、恐怖に駆られた。その瞬間、彼は気を失った俺と、沈黙する母アユシャを恐れ、生まれて初めて独りぼっちになった小さな子供だったのだ。

彼は非常用バッグを引きずってきて、俺の頭の下に枕を挟み込み、腕のパネルからヒーターを起動して体温を保ち、その上に毛布をかけた。そして、腕のパネルから何度もアユシャに呼びかけた。

「ママ！ ママ、聞こえる？ パパが目を覚まさないんだ！ お願い、返事をして！」

しかし、あの金属的な沈黙以外の返事はなかった。初めて......彼の人生で初めて、この人気のない巨大な惑星で完全に孤独になったのだ。彼を守ってくれる父親も、いつも答えてくれる母親もいなかった。波の音と、恐怖だけがあった。

彼は朝まで俺のそばを離れず、恐怖と不安な待機に打ちひしがれ、俺の隣で丸くなって眠りについた。

目を開けると、太陽はとっくに昇り、空高くに達していた。頭には、焼けた鉄を突っ込まれたような鋭い痛みがあった。ヘルメットはまだ被ったままで、バイザーだけが開けられていた。

動こうとした時、肩に重みを感じた。ゆっくりと頭を向けた。エラがスーツにくるまり、俺の肩に頭を乗せて眠っていた。彼もヘルメットを脱いでいなかった。おそらく俺のヘルメットを脱がすことができなかったため、唯一の通信手段である無線接続を絶ちたくなかったのだろう。頬の乾いた涙の跡は、バイザー越しでもはっきりと見て取れた。

力を振り絞って腕を上げ、彼のヘルメットに触れた。

「エラ......」俺の声はかすれ、弱々しかった。

エラはビクッとして飛び起きた。目を開けて俺を見た瞬間、その一瞬の恐怖は純粋な喜びへと変わった。

「パパ！ 目が覚めたんだね！」と叫んで、俺の首に抱きついた。装甲スーツ同士がぶつかり合う音は、その瞬間に聞いた最も美しいメロディだった。彼はしゃくりあげて泣き始めた。エラが泣くのを見たのは初めてで、彼にこんな悲しい思いをさせてしまったことに一瞬心が痛んだ。

「大丈夫だ、息子よ......大丈夫だ。悲しませてごめんな」と言いながら、俺は体を起こそうとした。ひどいめまいに襲われた。エラがすぐに支えてくれた。

「すごく怖かったよ、パパ。ママに呼びかけたのに、何度も叫んだのに......全然返事をしてくれなかった」

「俺はここにいる。もう安全だ」俺は彼を落ち着かせようと言った。

立ち上がり、ヘルメットを脱いだ。海岸へと歩きながら周囲を見渡した時、災害の規模を陽の光の下で初めてはっきりと目にした。ヘルメットを地面に置き、両手ですくった海水で髭と顔の乾いた血を洗い落とし始めた。

再び立ち上がり、被害の状況を確認し始めた。津波が、海岸線を見違えるほどに変え果てさせていた。樹齢百年を超す木々がマッチ棒のようにへし折られ、巨大な岩が元の場所から動かされていた。海が引く際、通り道のすべてを海中へ引きずり込んでいた。

グラビターは少し先に、半分砂に埋もれたまま、傷ついたクジラのように横たわっていた。右翼とコックピット付近には、岩に衝突した結果生じた大きな亀裂があり、核コアが停止したため、アユシャは深い眠りに落ちていた。

エラが俺の目を見つめ、悲しそうに尋ねた。「パパ！ ママを助けられる？」

「助けるためなら何だってするさ。時間はかかるが、必ずアユシャを救い出す」

極限の集中力で精神を研ぎ澄ませた。意識の限界まで力を引き出し、何トンもの重さがあるグラビターをテレキネシスで窪みから持ち上げ、津波が届かない、海岸を見下ろす安全な高台の平地へと運んだ。機体を地面に下ろした時、鼻から垂れた血を腕で拭った。エネルギーは底をついていた。

グラビターはもはや、ただの金属の避難所に過ぎなかった。核コアが沈黙しているため、内部は暗く冷たかった。浄水システムも、食料を保存するコールド・プラズマのキャビネットも機能していなかった。手持ちのテクノロジーは、一瞬にして石器時代へと逆戻りしてしまった。

「今夜から、そしておそらくこれから数週間は、ここでキャンプ生活だ、エラ」と俺は言った。「機体を修理するには時間がかかる」

日が暮れると、真っ先に取り組んだのは暖を取ることだった。エラが森から枯れ枝を集め、俺はポケットからプラズマライターを取り出した。ワンプッシュで放たれた磁気火花が、乾いた薪を数秒で発火させた。炎の熱が顔に当たると、背後にある巨大で暗い船が、まるで幽霊のように佇んでいた。

日が過ぎ、数週間が経過した。修理は想像以上に困難だった。昼間はグラビターの損傷したコンポジット装甲を剥がし、断線した回路の修復に努めた。夜になると、最も基本的な欲求である食事と水を得るために奮闘した。

エラは生き物を傷つけることを拒み、狩猟には一切関わろうとしなかった。「あの子たちも、ぼくたちと同じように怖がってるんだよ、パパ」と彼は言っていた。だから彼と一緒に森の奥深くへ入り、無毒の木の実や根を集めた。エラが植物と対話できるおかげで、最もみずみずしい果物や、清らかな水源を簡単に見つけることができた。俺が魚を捕らえなければならない時は、エラは「ぼくは火の番をするよ」と丁寧に背を向け、その瞬間を見ないようにしていた。

アユシャがいない日々が過ぎるごとに、静寂はますます重くのしかかっていた。

ある晩、火のそばに座っていると、エラが静かに歩み寄ってきた。夜空に浮かぶ2つの衛星の光が、砂浜に打ち寄せる波を照らしていた。

「ママがずっと静かなのが、すごく嫌だよ、パパ！」

「俺もさ、息子よ。まるで虚無に落ちたような気分だ。でももうすぐだ、直してみせる、絶対に！」

困難な3週間の末、朝早くから作業に取り掛かった。エラの助けを借りて最後の配線を終え、テストの準備が整った。

「エラ！ 準備はいいか？」

「うん！ 始めていいよ！」

安全上の理由から自己ロックされていた核分裂装置を、手動で起動した。放射線漏れを制御下に置き、放出されたエネルギーを電力へと変換する。火花が散った後、システムのファンが深く息を吸い込むように回り始めた。

エラが歓喜の声を上げた。「やった！ 成功だね、パパ！ ママ！ ぼくたちの声が聞こえる？」

手にしていた工具を放り投げ、中に駆け込んでコンソールの前に座った。まさにその時、アユシャの声が響いた。

「何が起きているの？ システム時計が......すごく進んでる......」

エラが嬉しそうに、「お帰り、ママ！ 待ってたよ！」と言った。

「また会えたな、ハニー！ 君の声を聞けて、俺たちがどれだけ嬉しいか分からないだろう！ 衝突でシステムがダウンしたんだ。他に異常はあるか？」

アユシャの声は悲しげだった。「二人とも、ただいま！ エネルギーが切れる前にあなたたちを脱出させようとしたのに、できなかった。お願い、許して！ システムに他の問題は見当たらないわ」

「君のせいじゃないさ、アユシャ！ あんなこと誰にも予測できなかった」

アユシャは一瞬沈黙した。データを処理しているのが分かった。「アリソン、システムがダウンしてからどれくらい経ったの？」

「約3週間だ」と俺は言った。「どうして？」

「長距離スキャナーが起動したんだけど......これ、素晴らしいわ！ タイミングが完璧ね」

「何があった？」

「地球の軌道から呼び寄せた装置よ......あなたたちが生き延びようと戦っている間に、あの子たちが旅を終えたの。今、私たちの軌道に進入しているわ！ 合計で195万5000基のマグネトロン共鳴パルス装置が私たちの手の中よ」

深く息を吸い込んだ。あの困難な数週間は、待つ価値があったのだ。

「そんなに全部どうするんだ？ 数基あれば十分だろう」

「もし他の惑星から脅威が迫った時、切り札を持っておくべきよ！ 今回みたいな事態が起きた時、次もこんなに幸運だとは限らないわ。防衛用として使えるし、一部は新しい機体や、もっと大きなグラビター型の家を作るために使うべきよ！」

「君の言う通りだ、ハニー。君を失ったと思ったあの瞬間......あの恐怖だけで十分だ。コンポジット装甲を修理しなきゃならない。エラ、またお前の助けが必要だぞ！」

液状のコンポジット材を外装に塗布している間、エラが紫外線（UV）を照射して外板を硬化させ、定着させた。夜、作業が終わった頃には疲労困憊だったが、幸せだった。アユシャの存在が俺たちに安心感を与えてくれた。

夜、エラを夢制御マシンに接続した後、俺はベッドに横たわった。

「アユシャ！ 明日、装置の1つを解体し始めよう。君をそばで、生身の肉体として感じたいんだ！」

「私もそうしたいけれど、もうしばらくは私の意識のコピーをここ（船）に残しておくべきよ。未来に何が起こるか分からないもの」

「理にかなってるな......また明日、アユシャ！ 愛してるよ！ おやすみ、ハニー！」

「私も愛してるわ！ おやすみ、アリソン！」

疲れもあり、俺は安らかに眠りに落ちた。

そしてまた、似たような悪夢が繰り返されていた......。
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森は深く、不気味な静寂に包まれていた。鳥は鳴き止み、風は凪ぎ、葉一枚として揺れない、異様なほどに静止した日だった。普段なら森の平穏をかき乱す動物たちの声すら、完全に途絶えていた。

しかし、この死の静寂を、全く予期せぬ声が引き裂いた。俺の鼓動は一気に跳ね上がった。

「アリソン！」

声がした方向へ振り返った。ヘルメットの音声センサーを最大レベルに引き上げたが、音源は特定できなかった。俺たち以外には誰も住んでいないはずのこの惑星で、俺の名前を知っているこの人物は一体誰だ？

「アリソン！ 家へ帰れ！」その声は森の奥深くから響き渡った。

「そこにいるのは誰だ？」俺は叫んだ。バイザーのサーマルスキャナーを起動したが、画面は無意味なノイズで埋め尽くされ、システムは一向に焦点を合わせられなかった。声は同じ執拗さで繰り返された。

「アリソン！ 家へ帰れ！」

俺は声のする方へと走り出した。勢いよく茂みを掻き分け、開けた場所へ飛び出した瞬間、足が刃物で断たれたように止まった。血の気が引いた。

オーベンとラルティスがそこにいたのだ。

彼らを取り囲むように、覆面をした6人の武装した見知らぬ男たちが、聞き覚えのない言語で、喉の奥から絞り出すような厳しい声で怒鳴っていた。オーベンとラルティスの両手は頭の上に挙げられていた。その見慣れた顔には、旧世界のあの無力感が浮かんでいた。

「彼らを放せ！」俺の声は、森の死の静寂の中で鞭のように響き渡った。

すべての銃口が瞬時に俺に向けられた。俺は両手が空であることを示しながら、ゆっくりと友人たちの方へ歩を進めた。頭の中の見えない筋肉、テレキネシスのシールドは、今にも弾けそうな弓のように限界まで引き絞られていた。

「お前たち......ここで何をしているんだ？」俺はラルティスから目を離さずに囁いた。

ラルティスは銃口の影で、震える声でつばを飲み込んだ。「兄貴、家に帰らなきゃ駄目だ......みんなであちこち探してるんだ」

俺の中に蓄積されていた長年の憎悪、アユシャを死の床に追いやったあの連中に対する怒りが、一瞬にして燃え上がった。「どこへ帰るって？ アユシャにあんなことをした奴らのところへか？ あそこには絶対に――」

「兄貴、お願いだ！ 家に帰らないと――」

彼の言葉は最後まで続かなかった。

森を耳の遠くなるような銃声が切り裂いた。時間感覚が粉々に砕け散った。俺はテレキネシスのシールドを前方へ放ったが、10分の1秒遅かった。

銃弾がラルティスの首を吹き飛ばした。彼の体は、見えない大槌で殴られたかのように宙に舞い、湿った土の上に叩きつけられた。

「ラルティス！」

男たちはパニックに陥り、引き金を引き絞った。銃弾の雨が降り注いだ。弾丸は俺が精神で編み上げた見えない壁にぶつかって潰れ、平らになった熱い鉛の塊となって足元に降り注いだ。だが、俺の目は地面だけを捉えていた。首から血を噴き出しながら痙攣するラルティスを。シールドを下ろして彼のそばへ飛び込み、両手で傷口を押さえつけたが、その温かい液体は指の間からすり抜けていった。

「オーベン、手を貸してくれ！」俺は叫んだ。

まさにその瞬間、木々の間から第二の覆面集団が現れた。俺のシールドが降りているのを見た彼らは、容赦なく発砲した。

最初の銃弾がオーベンの胸を打ち抜いた。彼はよろめいた。二発目は、彼のマスクのバイザーを直接砕いて中へと食い込んだ。オーベンは声一つ上げることもなく、空の袋のように膝から崩れ落ち、うつ伏せに倒れ込んだ。

静寂。森の中のすべての銃声、無線のノイズ、鳥の悲鳴が、俺の頭の中で一瞬にして鳴り止んだ。後に残ったのは、俺の腕の中で最後の息を引き取るラルティスの喉鳴りだけだった。俺は彼をゆっくりと、静かに土の上に横たえた。

立ち上がった。

俺の装甲には銃弾が降り注いでいた。運動エネルギーが俺を後方へ押しやり、肋骨をきしませたが、痛みは感じなかった。バイザーのバイタルデータは赤く点滅して狂ったように警告を発していたが、そんなことはどうでもよかった。俺の中の深い悲しみは、純粋で暗黒の憎悪へと変わっていた。

覆面の男たちは、一歩も怯むことなく自分たちに向かって歩いてくるこの装甲の男を見た時、射撃を止めた。俺の目にあるあの暗闇、あの原始的な恐怖を感じ取ったのだ。彼らは後ずさりを始めた。

だが、遅すぎた。

俺は彼らに向かって両手を伸ばした。今度は見えないシールドも防壁（バリア）も作らなかった。俺の精神を、彼らの胸郭の奥深くにあり、リズミカルに鼓動するその肉の塊へと直接ロックオンしたのだ。

彼らの心臓を、離れた場所から鷲掴みにした。

男たちは全員、同時に息を詰まらせて膝から崩れ落ちた。武器が手からこぼれ落ちた。俺はゆっくりと手袋越しの拳を握りしめ始めた。革と金属が軋む音が聞こえた。頭の中のその見えない万力が、6人の男の心臓を同時に押し潰し始めたのだ。胸をかきむしり、口から血を吐き出してのたうち回る彼らを見下ろした。

指を完全に握り込み拳を作った瞬間、遠くから彼ら全員の心臓を同時に破裂させた。

彼らの体が命を失った操り人形のように土の上に崩れ落ちると、俺の頭の中にあるあの暗黒の力はゆっくりと引いていった。俺は自分が立ち尽くすこの死体の山、血に染まった自分の両手、そして地面に倒れている友人たちを見下ろした。俺にはこれを元通りにすることはできない。

だが、あの子ならできる。あの奇跡の子供なら、これを取り消すことができるはずだ。

俺は声の限りに、肺が裂けんばかりに、森の無限に向かって絶叫した。

「エラァァァ！ エラ！ 助けてくれ！」

***
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「エラ！ エラ！ エラ！」と叫びながら、ベッドから飛び起きた。息を切らし、額からは冷や汗が噴き出していた。

「アリソン！ 落ち着いて、悪夢よ！ 全部夢だったの、もう終わったわ！」アユシャが俺をなだめようとした。俺の叫び声でエラも目を覚ましていた。

「どうしたの？」寝ぼけ眼で心配そうに彼が尋ねた。

「ごめんな、エラ！ 嫌な悪夢を見たんだ」俺は脈を落ち着かせようとしながら答えた。

「何を見たの？」と、二人が同時に尋ねた。

「俺は......よく分からないが、オーベンとラルティスが俺を家に連れ戻すために森へやって来た夢を見たんだ。以前の夢にも出てきたあの見知らぬ覆面の男たちが、また現れた。あの男たちがオーベンとラルティスを殺すのを見たのに、俺は何もできなかった、彼らを救えなかったんだ」そう話す俺の言葉は、震えを抑えきれなかった。

「ただの夢よ、あなたが抱えているストレスの投影に違いないわ」アユシャはなだめるようなトーンで言った。

「そうだが、以前もオーベンとラルティスは俺を探すために装置を作り、あの見知らぬ男たちもその時の夢に現れた。何らかの繋がりがあるように思えるんだ」

「オーベンとラルティスが周波数（シグナル）を発していると考えているの？」アユシャが尋ねた。その声は分析的なトーンに変わっていた。

「分からない！ もしかしたら、松果体に作用する装置を使って、助けを求めるシグナルのようなものを送っているのかもしれない！ 結局のところ、彼らは俺がこれらのシグナルを受信できること、俺の脳がこの周波数に開かれていることを知っているからな」俺は推測を口にした。

「その可能性をデータベースに記録しておくわ。もうすぐ夜明けよ！ もう少し眠る？」アユシャが尋ねた。

「俺は大丈夫だ！ エラ、お前はもう少し寝たらどうだ？」俺は言った。

「ぼくも平気だよ！ 眠りたくない」と、エラは目をこすりながら答えた。

「それなら朝食にしよう。俺たちが朝食を食べている間に、ママにあの装置の1つのところへ連れて行ってもらおう」と俺は提案した。

「今すぐ行く？」アユシャが尋ねた。

「一刻も早く、俺たち3人が一緒に最初の朝食をとれるようにしたいんだ！ 時間を無駄にせず、すぐにこの仕事を片付けよう」

「ママが体をゲットするんだ！ やった！」エラが喜びの声を上げた。

グラビターが離陸の準備を整えた時、東の空が白み始めていた。数日前に海底の陥没を引き起こした地震の余震はほぼ収まっていたが、別の大陸の火山の活動は依然として猛威を振るっていた。

「アユシャ！ 別の大陸で活動を続けているあそこ（火山）の上空を飛べるか？ 最新の状態を確認しておきたいんだ」俺は言った。

「ええ、私も気になっていたわ。でも、まずは海岸線を調査したいの。津波が引き起こした破壊の跡を見ておきましょう」とアユシャが言った。

「ああ、そうしよう」

海岸に打ち上げられたおびただしい数の倒木が、海岸線を長く覆い尽くしていた。その光景は恐ろしいものだった。

「少し水が引いたんじゃないか？ 結局のところ、海の内陸部では海底が隆起していたんだ。今、その隆起部分がガスを放出して、代わりに水がそこへ流れ込んだはずだ」俺は尋ねた。

「はっきりと分かるほど変化するはずはないわ！ 結局のところ、内海とはいえ外洋と繋がっているのだから。だから広範囲で水位の低下に気づくのは難しいわ。あの日、私たちはある意味で幸運だったと言えるわね」と彼女が言ったので、俺は不思議に思って尋ねた。

「どういう意味だ？」

「あの日、そこで噴出したガスはマグマから放出されたガスではなかったの」アユシャは科学的な確信を持って言った。「あれは高圧の冷たいガス塊だったのよ。私の分析によれば、地下に閉じ込められていたメタンハイドレートか窒素のポケットが解放されたの。もしマグマ溜まりから噴出した火山ガスだったら、数千度もの熱を持っていたはずよ。その熱ショック（サーマルショック）でグラビターは瞬時に溶け落ち、私たちは絶対に生還できなかったわ。私たちはただ、圧力波と密度の低下によって流されただけなの」

「どうして俺は今までそれに思い至らなかったんだ？ とても理にかなった説明だ。メタンハイドレート層の急激な融解か......君の言う通りだ、ハニー」俺は同意した。

「パパ！ あの時のパニック状態じゃ、そんなことまで考えが回るわけないよ。自分を疑わないで！」とエラが励ましてくれた。

「ありがとう、エラ！ 朝ごはんは食べ終わったか？」そう尋ねながら、俺はテーブルを片付け、自分のためにコーヒーを淹れ始めた。

しばらくして火山のある地域に到着した頃には、日は沈みかけていた。爆発した地域には、以前は存在しなかった巨大なクレーターが出現していた。森に覆われていた平坦な土地は、地面が盛り上がった隆起部やクレーターの山へと変貌していた。数キロメートルに及ぶ範囲に広がった溶岩は、行く手を阻むものすべてを焼き尽くし、破壊していた。

「これを見てみろ！ 川のようにすべての谷へ流れ込む溶岩......これは多すぎるぞ」と俺は言った。数キロ先の平原に溜まった溶岩は、そこからも溢れ出し、さらに遠くへと進んでいた。

「とても若い惑星なのよ！ こういった地殻変動（テクトニックな動き）は普通のことだわ」アユシャが言った。

「君のように若くて美しいからな！」と俺は返した。

「ありがとう、ハニー！」

火山の最新状態を観察した後、俺たちは急速に上昇して大気圏を抜けた。宇宙の深い静寂の中を漂うマグネトロン共鳴パルス装置が存在する軌道まで進み続けた。そのうちの1つを選び、作業に取り掛かった。

「よし、まずはこの装置から始めよう。アユシャ！ 装置の全パーツを地上へ運ぶために、分解しなければならない。俺たちにとってかなり骨の折れる作業になるぞ」

「あまり無理しないで！ 時間はあるんだから」

「エラ！ スーツを着るんだ！ もうすぐ内部の圧力がゼロになる。パーツを中に運び込むために、ハッチを開けたままにしておかなければならない」俺は注意を促した。

「ぼくも手伝っていい？」エラが尋ねた。

「ああ、だが細心の注意を払ってくれ。俺が船内に持ち込み、完全に静止させたパーツだけを固定するようにしてくれ。無重量状態でも質量はあるんだ、エラ。動いているナット一つでさえ、お前に当たれば銃弾のような威力を発揮する。辺りを飛び回って周りに被害を出さないようにな」

「了解、パパ！」

装置の大きさはグラビターよりも大きいため、すべてのパーツを分解して運ぶことは不可能だった。6メートルにも及ぶ一体型の鉛の漏斗（ロート）は、宇宙空間に残していくしかなかった。必要になった時に取りに来られるよう、そのまま置いておくのが最善の策だった。遠くへ流されてしまうのを防ぐため、磁気テザー（ロープ）で別の装置に繋いでおいた。

たった一人で装置全体を分解するのはかなり骨が折れるが、その結果を思えば十分に価値があった。

装置の最も繊細で危険な部分である核分裂エネルギー発生器（ニュークリア・ジェネレーター）を停止させ、取り外した。バイザーの放射線カウンターが黄色い警告を発していた。俺はそれをテレキネシスで慎重にグラビターへと運び、貨物室（カーゴベイ）にある鉛で遮蔽された特別なコンパートメントに収めた。このコアが、アユシャの新しいボディに必要な膨大なエネルギーを供給してくれるのだ。

他のパーツについては、その都度グラビターへ戻る必要はなかった。取り外したすべてのパーツを、ネジの一本に至るまで、俺はテレキネシスで運んでいた。エラは、俺が空中に浮かせて速度をゼロにしたパーツを慎重に受け取り、磁気ロックを使って船内に固定していった。

「アリソン！ これくらいで十分よ！ 原子力発電機（ジェネレーター）と他のパーツを一度置きに行きましょう。その後でまた戻ってくればいいわ！ 貨物室がいっぱいよ」アユシャが言った。

「了解だ！ あとこの半分のパーツだけ入れさせてくれ！」

そのパーツを中に滑り込ませて固定した後、ドアを密閉し、気圧を調整した。

「これで準備完了だ！ 人工重力はまだ起動しないでくれ。まず乗客たちのシートベルトを確認しよう、急に落下しないようにね」俺は言った。すべてのパーツがしっかりと固定されていること、特に原子力発電機（ジェネレーター）が遮蔽コンパートメント内で固定されていることを念入りに確認した。

「アユシャ！ 人工重力をゆっくりと、段階的に起動してくれ！ パーツが急に重くなってバランスを崩さないようにな」

アユシャは人工重力を10%刻みで徐々に作動させた。問題はなかった。積荷は重く、俺たちの希望は大きかった。

「よし！ すべて順調だ！ 出発できるぞ」

アユシャは磁気ロックを密閉した後、スラスターに点火した。

「気をつけて」アユシャが警告した。「貨物室の原子力発電機（ジェネレーター）と純鉛のプレートのせいで、私たちの質量は著しく増加しているわ。古代のディスクから応用した私たちのエンジンがどれほど強力でも、物理の法則を曲げるのは難しい。降下ベクトルを調整する際、激しい揺れが生じるかもしれないわ」

グラビターが大気圏に突入すると、機体から鈍い振動が広がった。普段なら羽毛のように滑らかに降下する機体が、今回は重積載の貨物機のように重々しく、騒音を立てながら降下していた。

惑星の自転に合わせながら、トダス湾へと高度を下げていった。

「アユシャ、帰りがけにもう一度、火山地帯を見てもいいか？」と俺は尋ねた。

「私もそれを考えていたところよ」

進路を少し変えると、眼下で煮えたぎるあの赤い地獄が再び見えた。火山はまだ活発だった。クレーターの口から、灰と炎の柱が空に向かって噴き出していた。

「この状態は、あと数ヶ月は続くでしょうね」アユシャが言った。

「新しく生まれたこの火山を見ていると、なぜかアラセを思い出すよ」俺は声に敬意を滲ませながら言った。「あいつもルールなんて一切気にせず、立ちはだかる障害物すべてを焼き払い、破壊しながら自分の道を切り開いていた。止めることのできない力だった」

「もしよければ、この火山の名前を『アラセ』にする？」

俺は微笑んだ。「どうだろうな！ 光栄に思うか、それとも『俺はこんなに熱くない』ってガッカリするか？ いや！ 実際、すごくいいアイデアだ。『アラセ火山』！」

「アラセって誰、パパ？」エラが興味津々で尋ねた。

「俺たちが去ってきた惑星にいた、古い友人だよ、息子。いや、友人というより、複雑な絆で結ばれていたんだ。死んだと思ったら灰の中から蘇り、人工肉体を持った奴を素手で引き裂いて食べてしまったほどの力の権化だった！ この山の怒りは、まさに彼の名前を冠するにふさわしい」

「怖そうな人だね！」

「そうだったさ。でも、愛する者のためなら世界をも焼き尽くす男だった。まるで今、俺たちの下にいるこの山のようにね」

トダス湾へ、少し荒っぽい着陸で接地した。エンジンが停止すると、俺は深呼吸をした。パーツをテレキネシスで外へ運び出すのは、宇宙空間のようには簡単ではないだろう。ここでは重力が容赦ないからだ。額から汗を滴らせながら、最後のパーツを砂の上へと下ろした。

「これらを野ざらしにしておくのは気が進まないな。ちゃんとした小屋でも作れたらよかったんだが」と俺は言った。

「今のところはそんな時間はないわ、アリソン。放射線漏れもないし、鉛のシールドも頑丈よ。もし雨が降るなら、あなたが雲を散らしてくれればいいわ」とアユシャが言った。

「いつでも天気を監視しているわけにはいかないぞ。でも、君が肉体を手に入れた日には、君に手伝ってもらうからな」

「いつでもどうぞ！」

パーツの運搬が終わった後、休息を取るために俺は自分とエラにコーヒーを淹れた。外に出て、砂の上に椅子を出して座った。エラも温かいマグカップを手に俺に付き合ってくれた。

「疲れた、パパ？」

「ママが俺たちに加わることを思えば、どんな苦労も報われるさ！ お前はどうだ？ 退屈したか？」

「ううん！ さあ、行って続きをやろうって言おうと思ってたところだよ！」

俺は笑った。「大きな男だ！ 急ぐ気持ちは分かるが、慎重に進めないとな。急いては事を仕損じるって言うだろう」

日が暮れかけていた。夜の間に、アユシャの助けを借りてシステムの設計図を引いた。ほとんどすべてを改造する必要があった。

「アユシャ！ あの建設用ロボットは作れないか？ 助手が必要なんだ」と俺は言った。

「それを作るには、あと5つの装置を解体しなきゃならないわ。でも、もっといいものが作れるわよ。家の建設にも使えるようなね」

「必要なら全部の装置を分解してやるさ。君が言ってくれさえすればな」

「私の考え通りにいけば、装置を改造して、もっと大きくて強力なグラビターを作れるわ。補助ロボットもいくつか作れるし、それらはすべて私の意識にリンクさせられる」

エラが口を挟んだ。「ぼくも友達が欲しいな、ママ！ ぼくがデザインしたロボット！」

「可能よ、ハニー！ 一緒にデザインしましょう」

「もうこんな時間だ！ 眠りたいけど、今夜はずっとみんなで一緒にいよう」と俺は言った。

「今夜は周波数のリスニングはしないの？」

「しないさ、中途半端に終わった夢があるからな！ それを完結させたいんだ！」

準備をしてベッドに入った。デバイスを接続した。

第2次元を通り抜け、第3次元のあのビーチハウスのベッドで、アユシャの隣で目を覚ました。顔を突き合わせていた。指先で彼女の顔に触れた。

「アユシャ！ もうすぐ君は体を手に入れるんだ！ これからは次元を越えるだけじゃなく、いつでも一緒にいられる」

「分かってるわ、アリソン！ 私もあなたと同じくらいそれを望んでいるの。警告しておくけど、私に体ができたら、溜め込んでいた私の欲望をすべて受け止めてもらわなきゃならないわよ！」彼女は笑いながら俺にキスをした。

「俺が見たあの夢について話したいんだ、アユシャ......エラのことだ」俺は真顔になって言った。

「何を見たの？」彼女は不安そうに尋ねた。

「あいつがまだ自覚していない、持っている能力がどんなものか完全には予測できないが、夢の中で見たんだ。燃える森と死んだ動物たちを生き返らせる力を。それは恐ろしい映画のようだった。自分の体を制御できなくなり、目の前が真っ暗になるのを見た。最悪だったのは、あいつがやったことの代償として、力を失っていくことだった。あいつが死んでしまうんじゃないかと思った。あいつを失ってしまう恐怖に支配されていたんだ」

「もしかしたら、ただの夢かもしれないわ？ それが現実になるかどうかは、同じような状況での彼の反応を観察してみないと分からない」アユシャは自分の考えを口にした。

「そうだが、最後の夢でオーベンとラルティスを失った時、エラなら彼らを生き返らせることができると確信していたから、あいつを呼んだんだ。まるで俺の潜在意識が真実を知っているかのようだった」

「ええ。あなたは叫びながら目を覚ましたわね。エラが成長するか、あるいは直面する出来事に対する彼の反応を見た時に、これらすべての答えが分かるはずよ。今のところは、あまり深く考えないで、アリソン」アユシャはそう言って、俺たちは静かに抱き合い、キスを交わし始めた。

夢の世界の無限の広がりの中で、俺たちは平穏なひとときを過ごした。その後、エラのいる夢の中の美術館へと向かった。

美術館の絵画の前で、アユシャのシミュレーション上のコピーがエラに付き添っていた。俺たちが彼らの方へ歩いていくと、そのコピーは静かに消え去り、隣にいた「本物」のアユシャがその場に取って代わった。

絵画を指差して、「レオナルド・ダ・ヴィンチだ！ ただの画家じゃない、普遍的な天才さ！」と俺は口を開いた。

エラは俺を振り向いて尋ねた。「彼を特別にしているものは何、パパ？」

「好奇心だよ、息子。彼は本来あるべきように脳を使っていたから天才だったんだ。ほとんどの人はその能力を持っていても使わない。俺たちは、ママと一緒に、レオナルドのように知性を使い、傲慢さから解き放たれた社会を夢見ているんだ」

目覚めの時間が来て、俺たちは現実へと戻った。俺はエラと同時にベッドから体を起こした。

「大丈夫か？」

「うん、パパ！ 朝ごはん、作ろうか？」

「それは最高だな！ 俺はアユシャと一緒にルートを決めよう」

ベッドから起き上がり、すぐにコックピットに声をかけた。

「アユシャ！ 地表や宇宙で何か異常はあるか？」

「地震活動以外は静かよ。宇宙からのあの混ざり合ったシグナルも、変化なく続いているわ」

「よし。俺たちがエラと朝食をとっている間に、出発してくれ、アユシャ。まずアラセ火山を確認して、それからロボットに必要な他の装置を分解するために軌道へ上がるぞ！」

「了解！ ルートを設定するわ」とアユシャが答えた。

グラビターが離陸する間、キッチンから食欲をそそる匂いが漂ってきた。テーブルに座ると、エラが俺の前にチーズの皿を置いた。俺は驚いてそれを見つめた。

「エラ、このチーズはお前が作ったのか？ チーズを作るには時間がかかるし、発酵させなきゃならないはずだ。どうやってやったんだ？」

エラは誇らしげに微笑んだ。「森にいたあの角の生えた動物、シカみたいなやつ、覚えてる？ あのうちの一頭を呼んで、ミルクをもらったんだ。それから、あの紫の葉っぱの植物の樹液をミルクに垂らした。ママがデータベースから教えてくれたんだけど、あの植物の樹液はすごく強力な酵素なんだって！ ミルクを一瞬で分離させて、チーズに変えちゃったんだよ！」

一口味見をした。新鮮でクリーミーで、わずかな香りがあった。「素晴らしい！ まるで小さな生物学者だな！」

アユシャがスピーカーから割って入った。「私が植物を教えたとはいえ、動物を説得して、分量を調整したのはエラが自分で見つけ出したのよ！ でも、まあ、ほんの少しだけ手助けしたかもしれないけどね！」その声には冗談めかした嫉妬がこもっていた。

「二人とも最高だ」俺はそう言い、グラビターがアラセ火山へと滑るように進む中、チーズの大きな塊をもう一つ口に放り込んだ。

アユシャが俺たちを連れてきたアラセ火山は、溶岩を噴出し続けていた。その影響は広範囲に及んでいたが、溶岩の流出量が以前より減少していることは、火山活動が落ち着きつつあることを示していた。

トダス地域よりも西に位置していたため、ここではまだ夜が明けていなかった。暗闇の中、何キロメートルにもわたって延びる溶岩の川は、まるで血管に炎が流れる巨大な生物のように、はっきりと見ることができた。

「アユシャ、この惑星の将来の地震活動を監視するために、早期警戒センサーを準備する必要があるな！ データベースに適切な設計図はあるか？ なければ、俺が早急に設計に取り掛かるが」と俺は言った。

「あるわ。でも、この惑星の地殻構造に合わせて改良する必要がある。既存の設計図をベースに改良してみるけれど、結果が不十分なら、新しい設計のためにあなたに声をかけるわ」とアユシャが答えた。

「よし、それじゃあ装置の解体に行こうか」俺はそう言い、テーブルに戻ってエラと一緒に朝食の続きを食べた。

軌道に上がり、装置のそばに到着した時、俺はコーヒーを片手に外を眺めていた。分解しなければならないパーツがあまりにも多く、これを一人でやるには膨大な時間がかかるだろう。

「だからこそ、あのフランケンシュタイン・ロボットが欲しいんだ！」と俺は言った。

「あなたが過酷な条件で働いているのは分かっているわ、アリソン。物理的にあなたを手伝えたらどんなにいいかって、心から思っているのよ」とアユシャが言った。

「その分は、君が肉体を手に入れた時にたっぷりお返しさせてもらうから、心配するな！」と俺はからかった。

「楽しみに待っているわ！」

「エラ！ 準備はいいか？」

「うん、パパ！ いつでも始められるよ！」

「ドアを開けた時に物が宙を舞わないように、すべてを固定してくれ。俺のカップもそこにあるから、棚にしまっておいてくれるか？」

「了解、パパ！」

最終確認を終え、俺たちはスーツを着た。ヘルメットを被るとドアが開いた。テザー（命綱）を自分の体に結びつけ、工具箱を手に取り、虚空へと滑り出した。

一つの装置のすべてのパーツを地上に運ぶのに3日かかった。残りの6つの装置については、最も価値のあるパーツである核動力源とプロセッサボードだけを取り外し、何度かに分けて地上へ降ろした。本体部分は、将来新しいグラビターを建造する際に使うため、軌道上に残しておいた。

残るすべての作業は、地表で行われることになった。トダス湾の少し上に設けた作業場で、パーツを切断し、形を整え、プロジェクトの設計図通りに組み立てていった。

フランケンシュタイン・ロボットを作るためのパーツの数は限られていた。組み立てが終われば、予備のパーツは一切残らない。新しい部品の生産は、すべてこのロボットが稼働するかどうかにかかっていた。

日が週に、週が月に変わる頃、フランケンシュタイン・ロボットはついに稼働の準備が整った。エラは、ロボットから伸ばしたケーブルを外部電源に接続するため、俺の承認を待っていた。俺は最後のチェックを行った。

「エラ！ 電力を供給する準備はいいか？」

「うん、いいよ！」

「頼むぞ、相棒。俺たちの期待を裏切らないで動いてくれよ！ エラ、起動してくれ！」

エラがスイッチを回すと、ロボットのシステムランプが点灯し、アップデートが始まった。

「アユシャ！ この待機時間は正常なのか？」

「ええ、少し待って。新しく動き始めるから、モータードライバーとバランスアルゴリズムをロードしているところよ」

エラが俺のそばに来て、興味深そうにロボットを見つめ始めた。

「何をしてるんだろう？」

俺は顎に手を当ててロボットの真似をした。「ウーン！ 俺は誰だ？ ウーン！ ここで何をしてるんだ？ ウーン！ ああ、思い出したぞ、エラのママを助けるために来たんだ！」

エラも同じように顎に手を当てて返した。「ウーン！ パパのために卵を集めるんだった！」二人で笑い合った。

アップデートが完了すると、ロボットはすべての関節をテストするかのように動かし始めた。しかし突然、制御不能なスピードで前方に飛び出した時、何か問題が起きていることに気づいた。

「アユシャ！ トラブルだ！」

ロボットは止まらず、接続されている電源ケーブルを引きちぎりそうになっていた。

「エラ、すぐに電源を切れ！」と叫びながら、俺はロボットの前に飛び出し、それを止めようとした。

「バランスジャイロのデータが異常よ！ アリソン、サーボモーターの位相（フェーズ）ケーブルを正しく接続したって確証はある？」アユシャがパニック気味に尋ねた。

「確証はない！ カラーコードが違っていたから、逆に繋いでしまったかもしれない！」

エラが電源を切り、俺の元へ駆け寄ってきた。ロボットはその場に崩れ落ちた。

「エラ！ コントロールパネルを外そう！」

二人でパネルを開けた。少し調べると、アユシャの言う通りだった。位相の順番が逆になっていたのだ。そのため、ロボットは前に進もうとする際にバランスの中心を見失っていた。配線を直し、パネルを閉じて再び試した。

今度はロボットは問題なく起動し、すべてのコマンドに即座に反応した。その動きは滑らかで精密だった。

「よし！ これだ！ アユシャ、次はバッテリーが必要だ！ ケーブルに繋がれたままじゃ仕事にならない。だが、マグネトロン装置から取り外したメインの原子力発電機（ジェネレーター）は、このロボットの胴体には大きすぎて収まらない。どうやって解決する？」

「そうね。でも、あの発電機の中の燃料棒はモジュール構造になっているわ」アユシャが言った。「ロボット自身が、あの大きな発電機を開けて燃料電池を取り出し、自分に合ったもっと小さなパワーセル（放射性同位体熱電気発電機）を作る必要があるの。この作業中はコアが開かれるから、高レベルの放射線被ばくの危険があるわ。ここではできない」

「つまり、宇宙へ行くってことか？」

「ええ。ロボットはケーブルで船から電力を受け取りながら、宇宙空間で自分自身の小さな心臓を作るの。それが終わればケーブルから解放されて、自由に動けるようになるわ」

「明日、君がロボットを連れて宇宙で片付けてきてくれ。だが気をつけろよ。念のために君の意識をバックアップしておいた方がいい。何かが間違った時のためにな」

「心配しないで！ 放射線のリスクからあなたたちを遠ざけたかったの。何か問題があればすぐにそこから離れるわ」

「君を信じてるよ！ ロボットの意識は君にリンクしているのか？」

「ええ。でも、タスクを定義した後は自律的に動作し続けることができるわ」

「俺はもう疲れたよ！ エラ、お前はどうだ？」

「ぼくも！ エネルギー切れだよ！ 寝るにはまだ早いけど、パパ、コーヒー飲む？」

「最高だな！ 俺は椅子を準備するよ。少し海と星を眺めたいんだ」

外に座り、夜空を見上げた。

「アユシャ！ 今夜は4つの衛星が同時に空に見えるって記憶してるんだが、合ってるか？」

「あなたの記憶は正しいわ！ 2つはもう昇っているし、残りの2つもあと40分で次々と昇ってくる。完全な直列（アライメント）ではないけれど、全部が同時に夜空に現れるわ」

エラが両手にコーヒーを持ってやってきて、俺の隣に座った。カップを差し出す。

「パパ！」

「ありがとう、エラ！」

「今夜、ママとぼくでロボットのデザインをするんだ。パパも手伝ってくれる？」

「ここ数日、周波数を聴いていなかったからな。今夜は普通に眠りたいんだ。君たちが準備したプロジェクトを後で見せてくれ。俺はそれを元に作業するよ」

「分かった、できたら見せるね」

アユシャが付け加えた。「エラ、頭の中にある特徴をリストアップして、私たちがドラフトを作るわ。最後にパパに技術的なチェックをしてもらいましょう」

「うん、ママ！ すごくいいアイデアがあるんだ。後で話すね」

俺はエラに向き直った。「もしよかったら、もう寝てもいいぞ。俺を待たなくていい。俺はもう少し残って、衛星が昇るのを見るよ」

「分かった、パパ！ ぼくはママとデザインを始めるね」

エラを寝かせるために中に入った。彼は歯を磨き、コールド・プラズマのプレートを口に含んだ。数秒後、ベッドに入り眠る準備を整えた。

「おやすみ、パパ！」

彼にキスをした。「ママと二人、頑張ってくれ！ また明日な、おやすみ！」

デバイスを起動した。

「アユシャ！ 息子がそっちに向かってるぞ！」

「ええ！ 今来たわ！ エラと私は今夜、夢の中にもう少し長く滞在したいの」

「何年もか？」

「まさか！ たった1ヶ月よ！」

「分かったよ、ハニー！ 二人とも愛してるぞ！」

アユシャの一つの意識がエラの面倒を見ている間、もう一つの意識は俺と共に残った。

外に出て、再び夜空を眺めた。4つの衛星が照らし出す、明るく魔法のような夜だった。

「素晴らしい景色だ......でも、君がいればもっと美しくなるだろうに！ 今すぐ君にそばにいてほしいよ。この美しさは、君がいなければ不完全だ」

「私がどれほどそれを望んでいるか、あなたも知っているでしょう、アリソン。もうすぐよ！ とても近いうちにあなたのそばに行くわ！ でも、今の時点でもそばにいるようなものよ」彼女はそう言い、傍らに立っていたロボットの金属の腕を俺の方へそっと持ち上げた。

俺はその生命のない、冷たい金属を見つめた。

「君がそこにいるのは分かってるさ」俺は悲しげに微笑みながら言った。「でも、今その冷たい金属の腕を差し伸べられても、どんなに想像しようと努めても、君の温もりや、あの柔らかな感触は想像できないんだ。俺には、本物の君が必要なんだよ、アユシャ」

「手に入るわ、アリソン。約束する、手に入るわ。明日の朝、グラビターを持って行かなきゃならない。ミニジェネレーターを作ったら、新しいロボットを生産して、まずは私の体を、それから大きなグラビターの建造を始めなくちゃ。新しいグラビターには個別の部屋が欲しいの。私たちの家であると同時に、行きたい場所へどこへでも行ける乗り物にしたい」

「俺は、その新しい乗り物に武器の装備も組み込みたいと思っているんだ！ 近くの惑星に、旧世界の人類のような好戦的な文明がいるかもしれないと考えずにはいられないんだ」

「広範囲に影響を与えるプラズマキャノンを作れるわ。もし脅威を感知したら、彼らのシステムへのハッキングも試みる。もしあなたが望むなら、後でこっそりとそれらの惑星にアクセスして情報を収集しましょうか？」

「そんなことができるのか？」

「彼らのシステムが私たちのものに似ていれば、可能よ！」

「だが、もし気づかれたら？ シグナルを追跡されてここを見つけられたらどうする？」

「できる限り痕跡を隠すわ。システムにいくつか調整を加えることもできるし」

「その件については、もっと慎重に考えよう。とりあえず、俺はもう寝なきゃな！ 明日の朝、君がグラビターを持って出かけたら、俺たちは君を待つことになるからな」

中に入ってベッドに入った。

「おやすみ、ハニー！ また明日！」

「良い夢を、愛しい人！」

翌朝早く、俺は異常な夢を見ることなく目を覚ました。外から金属音が聞こえていた。エラはベッドにいなかった。洗面台で顔を洗い、鏡で自分を見た。髪も髭も伸びていた。切ろうかとも考えたが、やめた。この野性味のある姿のほうが、今の自分の精神状態に合っている気がしたのだ。

「おはよう、アリソン！」

「おはよう、ハニー！ すべて順調だといいんだが！」

「ええ、問題ないわ！ よく眠れた？」

「普通さ......また夢にオーベンとラルティスが出てきたよ。どうやら俺の潜在意識は、過去を手放すことを許してくれないらしい」

コーヒーを淹れるためにIHヒーターを作動させた。マグカップに熱湯を注いでコーヒーを作り、外へ出た。エラは新しいロボットに動作テストを行わせていた。

「おはよう、エラ！ 何をしてるんだ？」

「ロボットにタスクを与えたんだ！ テーブルを作ってってお願いしたの。ただのテストだよ！」

ロボットは金属のシートをレーザーで切断し、接合し、素早く溶接を行った。あっという間に、完璧でインダストリアルなデザインのテーブルが出来上がった。触れてみると、金属はまだ熱かった。

「熱いが、見事な職人技だな！ アユシャ、いつ出発するんだ？」

「あなたたちがその新しいテーブルで朝食をとっている間に、私たちが片付けてくるわ。6個のミニジェネレーターのための放射線シールドは準備してあるの。あとは核の核分裂性物質を取り外して設置するだけよ」

「急がなくていいぞ！ 電源はもっと必要になる。1台のロボットが2台目のロボットを作り、そうやって増やしていくんだ。ここ（地上）と宇宙の両方で作業させれば、仕事のスピードも上がる」

「理にかなってるわ！ じゃあ、あなたたちが朝食を食べている間に、私はロボットを連れて出発するわね」

外のテーブルをエラの手を借りてセットした。アユシャはロボットを乗せて離陸した。

「無線で連絡を取り合おう！」彼女は上昇しながら言った。

「頼むから十分に気をつけてくれよ、アユシャ！」

「心配しないで！ 何の問題も起きないわ！」彼女は視界から消えた。

エラが乾燥させた葉で淹れたお茶を一口飲み、俺は驚いた。

「エラ！ これどこで見つけたんだ？ すごく美味しいぞ！」

「爆発したエリアで摘んできたんだ！ まだ残ってるか分からないけど、手持ちはあと少ししかないよ」

「植物の特徴を覚えているなら探してみよう。きっと他の場所にもあるはずだ」

数時間後、アユシャの声が聞こえた。

「アリソン！ 始めるわ！」

タブレットを手に取り、ライブストリームを開いた。ロボットは宇宙空間に浮かんでいた。同時に、別のウィンドウでロボット自身のカメラからのライブ映像が送られてきた。

「ああ、見えているぞ！ 何か異常があればすぐに離れるんだぞ！」

「了解！」

ロボットは原子力発電機（ジェネレーター）をゆっくりと開けた。カバーの内部にある核分裂性同位体の破片を極めて慎重に取り出し、より小型の電源装置へと設置した。

「気をつけろ、アユシャ」俺は警告した。「コアをスロットに固定する前に、冷却液の回路を接続しなければならない。液体窒素の循環が始まる前にシステムを起動させたら、あの小さなボディは熱ショックで溶け落ちてしまうぞ」

「分かってるわ。ロボットはまずバイパスバルブを開いている......冷却回路がアクティブになったわ。今、コアを配置しているところよ」

システムは正常にロックされ、アクティブになった。これで使用準備は完了だ。

合計6つを準備し終えた後、俺は深呼吸をした。

「成功よ！」アユシャが喜びに満ちた声で言った。

「すぐに帰ってきてくれ！ 帰りがけにアラセ火山を撮影してくれないか、アユシャ？ 最新の状況を確認しておきたいんだ」俺は言った。

「分かったわ！ 今から出発する！」

ロボットはパーツを一つずつ機体へ運び入れていた。俺たちのいる場所は、完全に工業地帯と化していた。

「作業が終わったら、このゴミを全部片付けなきゃな！ 環境にあまりダメージを与えたくない。そんなことをしたら、俺たちが逃げ出したあの旧世界と何ら変わりがなくなってしまう」と俺はエラに言った。

「うん、でも今は目の前の作業に集中しよう。後でゴミを捨てるのにぴったりの場所を知ってるよ！」とエラが答えた。

「どこだ？」俺は興味を惹かれて尋ねた。

「アラセ火山の中だよ！」

俺は考えた。「そうだな、だが溶岩の高熱が冷たい物質と反応すると爆発が起きる。一度に全部じゃなくて、少しずつ計画的に投棄するなら可能かもしれない。いいアイデアじゃないか？ でも、必要なものを捨ててしまわないように確認しなければならないな」

アユシャがアラセ火山を撮影している間、俺はタブレットでそれを見守った。変化はなく、火山活動は続いていた。

撮影が終わると、機体は急速に帰途につき、すぐに地平線に姿を現した。着陸してドアが開くと、ロボットが電源装置を外へ運び出してきた。

「アユシャ！ 放射線レベルはどうだ？ 近づいても大丈夫か？」

「すべて安定しているわ！ シールドが100%の密閉性を保っている。近づいても大丈夫よ！」

ロボットと俺にはやるべきことが山積していた。俺はロボットへのすべての電源接続を切り離し、仮設ケーブルを撤去した。電源スロットを準備した後、取り付けにしばらく時間を費やした。電源をスロットに固定し、冷却ダクトを接続してシステムを起動した。ロボットはアユシャのコマンドにより再び蘇った。

地上を移動するための2つの無限軌道（キャタピラ）が装備されていた。砂地の上では、タイヤよりもキャタピラの方が効率的だからだ。一方、宇宙空間ではプラズマスラスターを使用することになる。

これで、2台目のロボットの生産準備が整った。

長く過酷な作業の末、アユシャが設計したロボットたちは、地上でも宇宙でも計画通りに機能していた。新しいグラビターと人工肉体を製造するための小規模な施設の建設にも着手していた。この作業で最も困難だったのは、技術設備に必要な原材料や化学物質の調達だった。別の大陸で発見した、豊富な元素を含む鉱床を採掘するために、2台のロボットを割り当てた。採掘された鉱石は、アユシャがグラビターで宇宙へと運び、そこにある物質変換機で処理を行った。

そしていよいよ、アユシャの新しい身体に不可欠な最後にして最も重要なステップ、ミュラー（Mührer）組織の構築の時がやってきた。すべてのインフラは整っていた。しかし、人工の鋳型に命を吹き込むためには、生物学的な火花、つまり胚性幹細胞（ES細胞）が必要だった。それはすなわち、森にいる妊娠中の動物を狩り、その子宮内の胎児から髄液を採取しなければならないことを意味していた。

数ヶ月前から計画していたこの事実をエラに打ち明けた時、言葉が口をついて出るにつれ、俺が彼の肩にどれほどの重荷を負わせようとしているのかを初めて実感した。

「以前、実験室で培養した組織は、無機質で魂のないただの抜け殻だったんだ、エラ」と俺は、できる限り優しく説得力を持たせるように説明を試みた。「ママの意識を完全に定着させるためには、自然のあの模倣不可能な奇跡、本物の神経網（ニューラル・ネットワーク）が必要なんだ。それはゼロから合成できるものじゃないんだよ」

エラの顔にあった真剣な表情がゆっくりと消え去った。目は大きく見開かれ、体は石のように強張った。「本物の神経網って......」彼の声は、恐怖に満ちた囁きのようだった。「森にいる、お腹に赤ちゃんがいる動物たちのこと？ その......まだ生まれていない赤ちゃんのこと？」

俺は答えることができなかった。その時の俺の沈黙こそが、俺にできる最も重い告白だったのだ。

エラは恐怖のあまり一歩後ずさった。まるで目の前にいるのが自分を守ってくれる父親ではなく、あの世界を焼き尽くした昔の見知らぬ怪物であるかのように。「どれだけの命を奪うつもりか、分かってるの？」彼が尋ねたその声は、もはや震えというより、鋭い失望に満ちていた。「お母さんだけじゃなくて、お腹の中の赤ちゃんまで切り裂いて捨てる気なんでしょ！ しかも、実験のためには一匹じゃ済まないんでしょ！」

「エラ、分かってくれ、他に方法が――」

「嫌だ！」彼は叫んだ。涙が頬を伝い落ちる中、その目には純粋な怒りが燃えていた。「あの子たちはぼくを信じてるんだ！ ぼくのそばに来てくれるんだよ！ 悪いけど、ママに体を作るために、この森を屠殺場（とさつじょう）に変えることなんて絶対に許さない！」

彼は背を向け、それ以上何も言わずに、海岸の暗闇に向かって走り去った。後を追おうと身を乗り出したが、スピーカーから響くあの聞き慣れた、機械的だが悲しげな声が俺をその場に釘付けにした。

「行かせてあげて、アリソン」アユシャの声は重く、まるで自分自身の存在を恥じているかのようだった。「あの子の言う通りよ」

「アユシャ、頼む......目的のためには仕方ないんだ」

「もし同じことが私の体に、私のお腹の赤ちゃんにされていたらと考えたら......」彼女は一瞬口を閉ざし、プロセッサーから微かなノイズが聞こえた。「これは殺人よ、アリソン。もしあの体を見るたびに、エラのこの涙と、犠牲になった動物の赤ちゃんたちのことを思い出すことになるなら......私は嫌。そんな体はいらないわ」

「でも他に選択肢はないんだ！」俺は反発した。絶望が喉を締め付けていた。

「実は、あるのよ」アユシャの声の突然のぞっとするような冷徹さが、彼女の頭の中にある考えを即座に物語っていた。

血の気が引いた。「駄目だ！ 絶対に駄目だ！」と俺は激しく反対した。俺の声に込められた怒りは、エラのものよりさらに激しかった。「あの惑星へ、俺たちを見捨てたあの裏切り者たちのところへは絶対に行かない！ あいつらの顔など二度と見たくない。必要なら、見たこともない敵対的な文明がいる惑星へ行って、奴らと戦って技術を奪い取る。だが、俺が見捨てたあの連中のところへは絶対に行かない！」

「彼らのところじゃないわ、アリソン！ あなたが生命を終わらせた地球、私たちの古い故郷よ！」

俺は一瞬言葉を失った。怒りが冷たい論理へと変わっていく。あの場所は、俺が破壊したのだ。

「地球だと？」俺はささやいた。

「ええ。地表は焼き尽くされたけれど、地下深くに被害を免れたバイオジェネティクス研究所か極低温（クリオジェニック）チューブが残っている可能性があるわ。そこに幹細胞のサンプルが保管されているかもしれない」

可能性について思考を巡らせた。

「あり得る話だが、確率は極めて低い。地表は少なくとも摂氏千度で焼き尽くされたんだ。それに、そこで目的のものを見つけたとしても、まだ稼働している自律型の防衛システムや人工コピー（生体複製体）がいるかもしれない！ その結果はあまりにも重いぞ」

「今の私はもう物理的な存在じゃないわ！ もしそこに生体コピーがいるなら、私が彼らを影響下に置くことができる。あなたが裏切り者たちと直接顔を合わせる必要はないのよ。死んだ惑星の幽霊たちの間を歩き回るだけ」

振り返ってエラの方を見た。海岸で膝を抱え、悲しみと怒りが入り混じった感情を必死に抑え込もうとしていた。その姿を見た時、俺の中の深い憎しみと恐怖が抑え込まれた。

「エラのために......」俺はゆっくりと言った。「息子の手を血で染めずに済むなら、地獄にだって戻ってやるさ」

「あなただけじゃなく、エラも私も我慢しなければならないわ。今はひとまずこの件を保留にして、グラビターの建造に集中しましょう。時期が来たらそこへ向かうわ。ここの作業は一旦終わりにしましょう。ロボットたちを、宇宙で建造中のグラビターへ運ばないといけないの」

「俺はエラと話してくる」

アユシャがロボットたちを回収して出発する中、作りかけの建設現場がそのまま残されていた。

エラは海岸で膝を抱きしめて座っていた。彼の隣に行き、腰を下ろした。

「エラ！ ママと決めたんだ。自分たちの心に反するこのやり方はやめることにした。別の解決策が見つかるまで、ボディ・プロジェクトは保留だ。これはママが長い間、体を持てないことを意味するが、俺たちは待つことにする」

エラは悲しげな目で俺を見た。希望に輝くその眼差しは、すべてに値するものだった。

「ぼくも待つよ、パパ！ あの方法を使わないでくれるなら。食料のために動物を狩るのは理解できるけど、この目的のために妊娠している動物を犠牲にするなんて、絶対に受け入れられないよ！」彼の怒りは激しかったが、今度のその目には安堵の色が浮かんでいた。

「お前にこんな思いをさせたくなかったんだ。約束する、そんなことはさせない。ごめんな、息子よ」そう言って俺は彼を抱きしめた。

すべての生き物と心を通わせることができるエラは、彼らの痛みを自分の痛みのように感じ取っていた。共感する能力（エンパシー）は恩恵であると同時に、とてつもなく重い十字架でもあった。戦争で顔も知らない敵を殺すことは簡単だが、相手を知れば知るほどそれは難しくなる。エラにとって、すべての生き物が「知り合い」だったのだ。そして俺は、彼のこの無邪気さを守るためなら、必要とあらば自分自身の過去と、あの死んだ世界と向き合う覚悟ができていた。

アユシャが戻ってきた後、エラも連れて鉱山へ向かった。ロボットたちが集めた最後のロットを積み込み、宇宙の建設現場、新しいグラビターへと向けて出発した。

近づくにつれ、新しい船が想像していたよりも遥かに巨大であることに気づいた。底が平らな円形の構造で、スカラベ（フンコロガシ）を思わせる船体に、短いサイドウィングと切り落とされたような尾部を持ち、堂々たる威容を誇っていた。

「アユシャ！ なんでこんなにデカくなってるんだ？」

「計画を少し変更したのよ！」

「少し、だと？」

「倉庫に、大きな食料庫、各部屋にバスとトイレ、広いリビング、司令センター、4つの小部屋に、それに大きなキャプテン・ルーム！ さらに開閉式のテラスが2つよ！」

俺は驚きで呆然としながら聞いていた。

「ぼく専用の部屋ができるんだ！」とエラが喜んで叫んだ。

「これは『少し』のレベルじゃないぞ、アユシャ！ 最高じゃないか！」

「エラ！ もう一つサプライズがあるの！ スーツを着て。新しい家の中を見てみなくちゃ！」

アユシャは、俺たちが乗っている機体を新しいグラビターの下層にある巨大な格納庫（ハンガー）に駐車させた。磁気クランプが作動した。ヘルメットを被り、気圧が調整された後で外に出た。

エラの手を引き、無重力空間を漂いながら部屋を見て回った。

部屋の1つで、空中に浮かぶ完全な球体がこちらへ近づいてきた。しかし止まれず、エラの肩にぶつかった。

「ごめんなさい！ 私のミスです！」と、機械的だが温かみのある声で言った。そのロボットは空中でバランスを取るのに苦労しているようだった。

俺たちは驚いてそれを見つめた。ロボットの外面全体が、以前の家でも使っていたあの特殊な有機LEDペイントでコーティングされていた。普段は真っ黒な表面が突然明るくなり、状況に応じて絵文字のような表情が浮かび上がったのだ。今は恥ずかしそうな表情をしていた。

「これ、ぼくのロボットだ！」エラが喜んで叫んだ。ロボットは空を飛ぶのを覚えたばかりの鳥のようによろめき、今度は壁にぶつかった。

「そうよ！ まだ名前はつけていないの。あなたにつけてほしくて」とアユシャが言った。

エラは笑いながらロボットを見た。球体（Orb）であることと、今の不器用な動きがまるで目が見えない（Blind）ように振る舞っていることから、インスピレーションを得たのだ。

「オービ（Orbi）にする！ 名前はオービだ！」

「私のミスです！ まだ空中の動きに慣れていなくて」とオービが言い、機体のLEDが悲しげなブルーのトーンに変わった。

オービは多機能ロボットとして設計されていた。エラとアユシャの共同プロジェクトだ。ロボットは非常に高性能だった。外装が展開してアームや、脅威にさらされた際に使用できる出力調整可能なプラズマ兵器が出現した。必要に応じて内部から小型ドローンを展開でき、グラビターのように空中で自由に機動することができた。最も重要なのは、エラの友達になれるよう、アユシャが自ら開発した人間らしい感情を持つ特別な意識をオービにインストールしていたことだ。

「エラ！ まだハードウェアを使いこなす経験が足りないんです。だから、もう少し時間がかかりそうです！」とオービが申し訳なさそうに言った。

「気にしないで、オービ！ そのうち慣れるよ！ 名前は気に入った？ それとも別の名前がいい？」

「問題ありません！ もう名前をシステムに登録しました！ 私にぴったりです」

建設中のグラビターの中を歩き回りながら、この規模の乗り物のエネルギー要件について考えた。莫大な量になるはずだ。

「アユシャ！ このエネルギーを賄うために、いくつの装置の電源が必要なんだ？」

「鉱山で見つけたウランやプルトニウムなどの核物質を精製・純化したわ。システム全体の電力は、単一の中央原子炉から供給されるの。他の装置の電源をそのまま使ったら分散した構造になってしまうけど、この方法なら統合されていてより効率的よ」

「アユシャ！ こいつは素晴らしい船だ！ これほど巨大で包括的な船は作られたことがない。すべてが揃っている、ただ一つ、君を除いてな！」

「船が完成したら、最初の仕事は地球へ行って無傷のユニットを見つけることよ」

「今から待ちきれないよ！」

エラとオービの遊び心に溢れた、しかし知的なやり取りは、エンジニアとしての俺のプライドをくすぐった。エラがオービの磁気推進力を、無重力空間で自分の移動方向を変えるための個人用エンジンのように利用している様子は、エラの実践的な知能がどれほど発達しているかを示していた。彼らの楽しそうな遊泳を眺めた後、俺の関心は、アユシャが細心の注意を払って準備した新しい大きな家――グラビターのメインコンソールへと移った。

コンソールの巨大な構造と、コントロールパネルのホログラフィックな奥行きは魅惑的だった。ここは単なる乗り物ではない。空を漂う巨大な居住センターなのだ。ロボット労働者たちが内外で休むことなく働き、機体の表面を、熱を伝えない軽量かつ極めて頑丈な合金で覆っていた。内壁はあの特殊な有機塗料でコーティングされており、すべての壁がスクリーンに、すべての天井が無限の空になり得るのだった。

アユシャが完成までに見込んだ1ヶ月という期間は、彼女の処理能力とロボットによる労働力が到達したレベルを改めて示していた。宇宙空間を漂いながら小型グラビターへと戻り、エラをテレキネシスで誘導して機体に乗せると、オービも静かに後についてきた。

建設現場から遠ざかりながら、俺の目はアラセ火山に留まった。火山活動は落ち着き、かつての溶岩の川は今や凝固した黒い岩へと変わっていた。エラは窓の外を見つめながら、物思いに耽っていた。

「どうして死を撒き散らす火山が、後になって豊かな土地に変わるのかな？ 地獄から天国に変わるみたいだ......」

「破壊と生命は循環なんだ、息子よ」俺は言った。「ガスが冷えて物質に変わり、表面が形成される。永遠に続くものなんて何もない。生命は多くの場合終わりを迎えるが、長い時間を経て再び、おそらくはさらに力強く始まるんだ」

トダス湾に着陸した頃には、日はとっくに沈んでいた。エラとオービはすぐに外へ飛び出し、海岸へと走っていった。エラが動物たちを自然環境から引き離さないように、アユシャが彼のためにこのロボットを作ってくれたこと。それがどれほど細やかな気配りであるかを、俺は改めて思い知らされた。

夜になり、エラとオービがスリープモードに入ると、俺はデバイスを接続し、アユシャが「サプライズ」と呼んだ夢の世界へと飛び込んだ。目を開けると、俺は今日見学したあの新しいグラビターの中にいた。だが今回は、すべてが完成し、家具も配置されていた。宇宙船というより、高級な住宅のようだった。

背後から聞き慣れた声がした。「どう？ 気に入った？」

振り返ると、息を呑んだ。アユシャが、波打つ赤い髪と、初めて会った時に着ていたあの深いスリットの入った赤いドレス姿で立っていたのだ。見事なまでに美しかった。彼女の手を取り、家の中を見て回った。エラの部屋はまさに彼の好みに合わせた、ファンタジーの世界のようだった。自分たちの寝室に入ると、広いテラスから星々が流れていくのを眺めるのは魅惑的だった。

テラスの椅子に座った時、俺の中のあの尽きることのない渇望を口にした。「昔の日々がすごく恋しいよ、アユシャ。あの日々が来るのをワクワクしながら待っているんだ」

彼女が俺にキスをしようと身をかがめた時、仮想空間での自分の姿に気づいた。「アユシャ！ 髪も髭もないぞ！」

「昔のあなたに戻したかったの！ シミュレーションの中で髭を剃ってあげたわ」と彼女は微笑んだ。

彼女は立ち上がり、ドレスのストラップをそっと下ろした。赤い布が床に滑り落ちる中、比類なき美しさで俺の膝に座った。首に腕を回し、情熱的にキスをしてきたが、俺は一瞬ためらった。「アユシャ......俺がどれほど君を求めているか知ってるだろう！ でも、君が快感を得ていないと分かっているのに......なんだか不公平な気がするんだ」

彼女は悲しげに俺の目を見つめた。「その日が来た時、あなたが私のいないことに慣れてしまっているんじゃないかって怖いの、アリソン！」

「絶対にない！」そう言って、俺は首にかけている「裏切りの石」のネックレスを見せた。「この石を外したことは一度もない。いつか君が肉体を持った時、この手で渡すために大切に取っておいたんだ。君のいない俺なんて考えられない」

翌朝早く、俺は奇妙で鋭い決意と共に目を覚ました。鏡で自分を見つめた。首から石を外し、長い間それを眺めた。夢の中で見たあの「昔のアリソン」のシルエットが、まるで命令のように頭の中で鳴り響いていた。

バリカンを手に取った。数ヶ月の疲労と、あの野性的な待ち時間を象徴する髪と髭を一つずつ刈り落としていった。洗面台に落ちる髪の毛一本一本と共に、肩にのしかかっていたあの原始的で重い荷物も流れ落ちていくようだった。作業を終え、再び鏡を見た時、そこにいる男はただの「昔のアリソン」ではなかった。愛する女性と息子のために野性味を捨て去り、迫り来る嵐に備える戦士の姿だった。アユシャの言う通りだ。もうすぐすべてが現実になるのだから。

「おはよう、アリソン！ 髭を剃ったのね！」システムスピーカーから、アユシャの嬉しそうな驚きの声が響いた。鏡に映る自分の姿を見て微笑んだ。「おはよう、ハニー。君の望み通りにしたよ」 アユシャの「すごく似合ってるわ！」という返事が、俺の中のエネルギーに火をつけた。その頃、エラとオービは海岸の朝の光の下で砂と格闘していた。朝食のために彼らを中に呼んだ。エラはグラビターのドアから入ってきて、俺の髭のない顔を見た瞬間、その場で固まった。「パパ......髭、剃ったの？」彼の顔に浮かんだ純粋な驚きは、見ものだった。笑いながら、「気に入らないなんて言わないよな？」とからかった。エラはクスクス笑い、「ううん、違うよ、ただすごく変な感じ。若返ったみたいだね」と答えた。朝食後、アユシャが鉱山での作業を加速させるためにロボットたちを送り出す一方で、俺とエラはこの惑星のまだ手付かずの場所へと新たな探検に出かけた。

2週間......。新しい巨大グラビターの膨大な設備が完璧に統合されるまでに、まる2週間かかった。アユシャは自分の意識のコピーをメインシステムにアップロードし、あの大規模なテスト飛行の準備を整えた。目的は、星系の外側にある深宇宙で、磁気シールドとエンジンを「地獄の条件」下でテストすることだった。巨大な船体が青い磁気リングを点火させた瞬間、一筋の閃光と共に空から姿を消した。光速を超え、物理法則を捻じ曲げるエンジニアリングの驚異だった。テストから戻った時、俺たちはエラと一緒に海岸へ出迎えるために走った。何トンもの重さがあるあの巨大な金属の塊が、磁気推進システムのおかげで羽のように軽く、そして不気味なほどの静けさで俺たちの上空を滑るように降りてきた。風も、エンジンの騒音もなかった。ただ地面を覆う巨大な影があるだけだった。

アユシャがテストは完璧だったと朗報をもたらすと、俺たちは次の段階へ向けて腕をまくった。船に楽園の庭（エデンの園）を建設することだ。何日もかけて、惑星で最も美しい植物や新鮮な苗木を集めた。巨大なグラビターの特別エリアに川から水を引き込む水路を作り、水の音で心安らぐ小さな橋やベランダを建設した。

数週間後、巨大なグラビターが俺たちの庭のプラットフォームに設置された時、ここはもはや冷たい船ではなく、呼吸する本物の「家」となっていた。中に足を踏み入れると、エラの部屋と装飾の温かさに心を奪われた。

システムのあらゆる場所に偏在するアユシャの気配に向かって、俺は微笑んだ。「素晴らしいよ......でも、2つ欠けているものがある」と俺は言った。

アユシャの声がスピーカーからわずかに躊躇しながら流れた。「まだ植物を配置していないわ、それが欠けている。でも......他に見落としているものが何か、分からないの」

俺は声を柔らかな囁きに変えた。「最も美しい花である君が欠けているよ......」

スピーカーから、温かい吐息のような返事がこぼれた。「分かったわ......もう準備できているわ、アリソン。あなたが望むなら、いつでも出発できる」

静寂。水の微かなせせらぎ。新鮮な土の匂い。

あの甲高い、機械的な悲鳴がすべてを粉々に引き裂くまでは。

沈黙は、オービの苦痛に満ちたパニックの周波数によって引き裂かれた。

「ミスター・アリソン！ 緊急事態です！ エラの生体データが安定していません！」

システムから立ち昇るアユシャのデジタルの悲鳴と共に、俺は廊下へと飛び出した。数秒でエラの部屋へ駆け込んだ。

部屋は、オービの機体から発せられる緊急フラッシュで血のような赤に染まっていた。エラは部屋の真ん中に立っていた。だが、子供のようではなかった。見えない手に首根っこを掴まれ、吊るされた命のない彫像のように硬直していた。息をしていなかった。空気中には、高電圧ケーブルが焼け焦げるような、鼻を突く鋭いオゾンの匂いが漂っていた。

「エラ！」と叫んで彼の肩を掴んだ。体を揺さぶったが、首は力なく振れるだけで、俺を見てはいなかった。瞳孔は極端に広がり、虹彩は完全に消え失せ、その代わりにあるのは底知れない暗闇だけだった。

「エラ！ 聞こえるか？ アユシャ、一体何が起きてるんだ？！」俺が叫んだ時、頭の中であの古い夢の恐怖が鋼鉄の大槌のように弾けた。

エラの体が一瞬、激しく痙攣した。続いて、その唇がゆっくりと、錆びた歯車のような機械的なリズムで開かれた。

発せられた声は、俺の息子のそれではなかった。その7歳の体から、星間空間の冷たさ、金属が擦れ合う音、そして見知らぬ暴虐さを帯びた、多層的で魂のない囁きがこぼれ落ちた。俺の血を凍らせる、あの一言を放ったのだ。

「アリソン！ 家へ帰れ！」
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エラの口からこぼれ落ちたその最後の言葉、「アリソン！ 家へ帰れ！」は、グラビターの金属の壁に響く音波ではなく、俺の頭に突き刺さる榴散弾（りゅうさんだん）の破片のように木霊した。その声のトーンは、7歳の息子のそれではなかった。冷たく、金属的で、遥か遠くから届く反響音のようだった。

言葉が唇からこぼれた瞬間、エラはその場で凍りついた。目は開いているが、その視線は虚（うつ）ろだった。まるでこの部屋ではなく、何光年も離れた一点を見つめているかのようだった。

「エラ！」と呼びかけ、彼の両肩を掴んだ。

反応はない。体は石のように強張っていたが、震えていた。肌は、内側から溢れ出るエネルギーで瞬間的に発光しては消えるのを繰り返していた。発作を起こしているのではない、違う......。これは以前、森で見たあの「接続」の瞬間の、より強烈な形態だった。混雑した広場で自分の名前を呼ばれた者が、すべての騒音を無視してただその声だけに集中するように、エラも自分の頭の中のその周波数にロックオンされていたのだ。

部屋の空気が重くなり、オゾンの匂いが喉を焼き始めた。

オービが空中で不安定によろめきながら、俺たちに近づいてきた。機体の光は不安げなオレンジ色に変わっていた。

「ミスター・アリソン！ 脳波が正常値の限界を大きく超えています！ 外部からのデータストリーム（データ流入）があります！」

俺はエラを抱きかかえて医務室へと走った。しかし、彼をストレッチャーに寝かせても、彼はその見えない一点から目を離そうとしなかった。

「アユシャ！」俺はパニック状態で叫んだ。「一体どうなってるんだ？」

アユシャの声のトーンは張り詰めていた。「生物学的な問題はないわ、アリソン。シナプスは過活動状態だけど、身体機能は安定している。あの子は......聴いているのよ。誰かが、私たちには聞こえない周波数であの子に叫んでいるの」

「これが何であれ、近づいてきているぞ！ 俺にも感じる」俺は囁いた。首筋の毛が逆立っていた。夢で感じたあの圧迫感、あの呼びかけを、今は起きている状態で、意識の片隅で感じ取っていた。

エラは突然深く息を吸い込み、体の力を抜いた。瞬きをして、俺を見た。その視線にあったあの「太古の」表情は消え去り、疲れた子供の眼差しに変わっていた。

「エラ？ 聞こえるか？」

彼はゆっくりと頷いた。「全然鳴り止まないんだ、パパ......頭の中でずっと繰り返してる。『家へ帰れ』って。すごく大きな声で言ってる」

「パパにも聞こえているよ、息子よ」俺は彼の額の汗を拭いながら言った。「今は大丈夫か？ 起き上がれるか？」

「うん、大丈夫。ただ......すごくうるさいんだ」

「アユシャ！ 今すぐ俺たちを軌道上へ！」俺は叫んだ。

俺はエラを抱え上げ、司令センターへ向かった。彼をキャプテンシートの隣の席に座らせた。彼はまだ疲れ切っていたが、俺に必要なコンパスは彼だった。

グラビターが急速に上昇し大気圏を抜けると、目の前に宇宙の無限の暗闇が広がった。

「アユシャ！ 近隣のセクターで、移動しながらシグナルを発しているものをすべてスキャンしてくれ。特に、低周波の旧型シグナルに絞ってくれ」

「スキャン中......でも、宇宙の自然放射線と惑星の磁場のせいでノイズが多すぎるわ。まだ明確な発信源は見つからない。本当に確かなの、アリソン？」

「間違いない、アユシャ！ 今回は夢じゃない。これはテレパシーの周波数だ。俺は名前で呼ばれている。そしてこの技術、松果体にこうやって語りかける方法を知っているのはたった2人しかいない。オーベンとラルティスだ」

「彼らだと言うの？ どうやって私たちがここにいると知ったのかしら？」アユシャは疑念を込めた声で言った。「シグナルの発信源に行けば、あなたの悪夢の原因が彼らなのかどうかが分かるかもしれないわね」

「分かっている。だが、あの声を黙らせなければならない。エラの精神のほうが、より強力に放送を受信しているはずだ」

俺はエラに振り返った。「エラ、パパを助けてくれ。その声は......どの方向から聞こえてくる？」

エラは目を閉じ、頭を少し右に向けた。「あっちから......すごくはっきり聞こえる」

アユシャはルートをその方向へ向けた。「そのセクターに微弱なシグナルの痕跡があるわ、でもすごく遠い。加速するわ」

進むにつれて、頭の中の囁きが鮮明になり始めた。もはやエラに尋ねる必要はなかった。俺の脳内に響き渡るあの金属的な声を、俺自身も聞くことができたからだ。まるで誰かが頭の中にスピーカーを埋め込んだようだった。

「近づいているぞ」俺は歯を食いしばりながら言った。「エラ、感じるか？」

「うん、パパ！ すごく近いよ！」

まさにその時、レーダーの画面に赤い点が表示された。

「コンタクト（接触）あり！」アユシャが言った。「でも......アリソン、これはシグナルの発信源じゃないわ。別の宇宙船よ！」

「何だって？」

画面を見た。これまで見たこともない、未確認の小型でマットブラックの船だった。シグナルを発している衛星の後を追っているように見えた。

「気づかれたわ！」

見知らぬ船はエンジンを吹かし、反対方向の深宇宙へ向かって猛スピードで逃走し始めた。

「後を追う？」アユシャがエンジンにパワーを送りながら尋ねた。「追いつけるわ！」

俺は一瞬ためらった。俺の中の戦士はあの船を追いかけ、奴らが何者で、なぜここにいるのかを知りたがっていた。だがその後、眼下にある青緑色の惑星、俺たちの新しい故郷を見た。

「いや！」俺は断固たる口調で言った。「行かせてやれ。もし奴らを追いかければ、さらに怯えさせることになる。奴らが俺たちの惑星に気づかないわけがない、もうバレている。だが、俺たちの優先事項は奴らじゃない」

「了解したわ。こちらを惑わせるように進路を変えながら遠ざかっている。彼らが乗っている船から推測すると、私たちに近い恒星系に住んでいるはずよ」

「行かせてやれ。俺たちは本来の目的に集中しよう」

見知らぬ船が視界から消えた後、俺たちは虚空で孤独に回転しているあの金属の物体に近づいた。古くてボロボロになった通信衛星だった。ソーラーパネルの1つは千切れ、機体は傷だらけだったが、執拗に任務を遂行し続けていた。

「捕獲プロトコルを開始します」とアユシャが言った。グラビターの磁気アームが見えない網のように衛星を包み込み、貨物室（カーゴベイ）へと引き込んだ。

気圧が調整された後、工具箱を手に貨物室へと降りていった。衛星は床の上に静かに横たわっていたが、俺の頭の中にある「家へ帰れ」という叫び声は、この金属の箱の中から発せられていた。

カバーを開けた。内部の回路やケーブル......そのすべてがあまりにも見覚えがあった。この職人技、この配線のスタイル......間違いなくラルティスの手によるものだった。

そして、それを見つけた。

メイン電源ユニットの上、標準的で退屈なグレーのスイッチがあるべき場所に、不必要に大きくて無骨な、工業用の真っ赤なスイッチが鎮座していた。その上には黒いマーカーペンで、歪んだ文字で「KAPAT（オフ）」と書かれていた。

涙が溢れた。これはオーベンのサインだった。「絶対に壊れないように、暗闇でも見つけられるように」と言って、彼が作るすべての装置に取り付けていたあの有名な、無骨なスイッチ......。

まるで、大海の真ん中を漂流していたボトルの中から、弟の手書きの手紙を見つけたような気分だった。

震える手をあの赤いスイッチに伸ばし、それを下げた。

頭の中の声が、刃物で断たれたように止まった。無線の向こうで、エラが深く息を吸い込むのが聞こえた。

これほどまでに安らかな静寂は、今まで一度もなかった。

装置の電源を切った後、周囲を調べ始めた。標準的で単調な衛星であるにもかかわらず、機体には後から取り付けられた外部記録ユニットが備え付けられていた。その部品を慎重に取り外し、グラビターの司令室へと向かった。エラも興味津々な様子で俺の後についてきた。

ユニットをメインシステムに接続すると、暗号化されていない1つの動画ファイルが現れた。

「何を見つけたの、アリソン？」アユシャが尋ねた。彼女の声も俺たちと同じくらい好奇心に満ちていた。

「メッセージだ......」俺は喉の奥の塊を飲み込みながら言った。「中に動画の記録が入っている」

再生ボタンを押した。

画面にオーベンが映し出された。カメラのアングルを調整している彼の、あの見慣れた、少し不安げな表情を見た瞬間、俺の心臓は止まりそうになった。何年も経っていたが、彼の顔は全く変わっていなかった。背景からラルティスの声が聞こえた。

「よし！ これで準備完了だ。録画が始まったぞ」

ラルティスがフレームに入り、オーベンの隣に座った時、俺は息を呑んだ。彼らは......生きていた。生身の姿で俺の目の前にいたのだ。

「アリソン兄貴......」オーベンが話し始めた。声が震えていた。「もし兄貴がこの録画を見ているなら、俺たちは不可能を可能にしたってことだ。今日、旧地球の暦によれば2040年2月13日。銀河の無数の場所へ、永遠に向かって放ったこのボトルの1つが兄貴の元に届いたなら、兄貴は生きているってことだ！ 兄貴とエラが無事であることを祈っている」

俺の目に涙が溢れた。エラは、画面の中の男たちに魔法をかけられたように見入っていた。

オーベンは続けた。「兄貴とアユシャに起きたこと......あの裏切りと追放......兄貴が皆を置いて去ったことは、社会に大きな衝撃を与えたんだ。あの日以来、何一つ元のままじゃなくなった。人々は二つに分断された。一方は兄貴が正しいとし、もう一方は政府を擁護した。サリ大統領の弾圧が強まるにつれ、この亀裂は決定的な溝へと変わっていった」

ラルティスが割って入った。その顔は暗かった。「サリの支持者であり、別の政府を望むグループが、俺たちが『オテラ』と呼んでいる惑星の各地に散らばり、独自の独立を宣言したんだ。現在、この惑星には3つの異なる主権、3つの異なる国家が存在している。そして平和......平和はもはや遠い夢になってしまった。暗殺が始まったんだ。フェドノル将軍とルマヤ将軍は、分離主義者たちに反対したせいで、自宅で家族もろとも殺害された」

その知らせに、俺は拳を握りしめた。カオスは、人類を放してはくれなかったのだ。

「俺たちは、エイデン、アラセ、ドクター・アズール、ドクター・マスロールと共に、単一政府と統合を支持する側として、自分たちの地域、主権を守ろうとしている」とオーベンが言った。「新たな誕生により、惑星の人口は2億5千万人に近づいている。だが、この数は安全をもたらすどころか、脅威を拡大させているんだ。3つの国家はすべて軍備を拡張している。互いに銃口を突きつけ合っている状態だ。状況は熱を帯びている、兄貴。戦争は目前まで迫っている」

オーベンが深く息を吸い込んで口を閉ざすと、ラルティスがカメラにさらに近づいた。まるで俺の目を直接見つめているように感じた。

「兄貴！ 兄貴が生きていることは分かってる。心でそう感じるんだ。俺たちの家族は大きくなったよ......エシラは若い娘になった。ウゲル兄さんは結婚して、俺たちには甥っ子がいる。みんな元気でやってるよ」

俺の頬を涙が伝い落ち始めた。彼らは自分たちの人生を歩み続け、それぞれが生き抜くことに成功していたのだ。

「この録画が兄貴の手に届き、一刻も早くここへ帰ってきてくれることを願ってる」ラルティスは懇願するような声で言った。「兄貴が家に帰ってくるのを、俺たちは首を長くして待ってる。一度も抱きしめたことのないエラを、俺の代わりに抱きしめて、キスしてやってくれ。俺たちは兄貴たちを愛してる。お願いだ、家に帰ってきてくれ」

ラルティスはオーベンを見て、「何か付け加えることはあるか？」と問いかけるように軽く顎を動かし、手を伸ばして録画を停止した。

画面は暗転したが、俺はその暗いガラスに映る自分自身の姿を見つめたまま、凍りついていた。

「パパ！」エラが俺の腕をつついて言った。「この人がラルティスおじさんなの？」

俺はかろうじて、「ああ、息子よ」と答えた。声がかすれていた。「もう一人はオーベンおじさんだ。彼もパパの弟みたいなものさ。二人とも......俺たちの家族だよ」

「どう考えているの、アリソン？」アユシャの声が静寂を破った。

その瞬間、俺の中の郷愁は、鋭い怒りと恐怖へと変わった。

「奴らはこの衛星をいくつ送り出したのか言わなかったな」俺は歯を食いしばりながら言った。「だが、銀河のあちこちに『俺たちはここだ！』と叫ぶシグナルを送るなんて......あいつらは馬鹿なのか？ 知能を持った他の文明や、さっき見たあの黒い船のようなハンターたちが、このシグナルを追跡して奴らを見つけ出すかもしれないと、少しも考えなかったのか？」

「善意から解釈すれば、彼らは決してあなたへの希望を捨てなかったってことよ」アユシャが優しく言った。

「奴らの善意が、奴ら自身の破滅を招くんだ！」俺は叫んだ。「この宇宙で俺たちが孤独ではないこと、危険が常に扉の前に迫っていることを、どうして忘れてしまったんだ？ 奴らがやっていることは、自殺への招待状だ！」

「それで、行くつもりなの？」アユシャが尋ねた。

「いや！ 絶対に行かない！」俺は躊躇なく言った。「水は低きに流れるがままにしておけばいい。俺が行ったところで何が変わる？ 社会の分断が元通りになるか？ 過去にもいつもこうだった。俺たちが救い、統合したのに、結局また分裂した。奴らはまだ学習していないんだ！ これが人間の本性であり、今までもずっとそうだったし、これからも永遠にそうあり続けるんだ」

「あなたをここまで怒らせて、無力感を感じさせているのは初めて見るわ、アリソン」

俺は深呼吸をして落ち着こうとした。「すまない、アユシャ......ただ......奴らを恋しく思う気持ちと、奴らへの怒りの間で板挟みになっているんだ。それに、この事態において、あの世界を破壊した張本人として自分自身を責めずにはいられないんだよ」

俺は立ち上がった。決意は固まっていた。

「アユシャ！ あの惑星の近くに、君の制御下にある古い衛星はまだ残っているか？」

「ええ、いくつかはまだアクティブで、アクセス可能よ」

「その中で、観測とコマンド（命令送信）機能を持っているものはあるか？」

「あるわ。何を計画しているの？」

「オーベンとラルティスが送り出したすべての衛星を黙らせたい。全部無効化しなきゃならない。今すぐだ！ あの黒い船のような他の奴らがシグナルを受信する前に」

「私たちが持っているこの衛星の周波数とコマンドプロトコルを解析すれば、他の衛星の場所も特定できるはずよ」とアユシャが言った。

俺はすぐに下の階へと向かった。テレキネシスで衛星を掴み、上の階のメインコンピューターの横に運んだ。エラの助けを借りてカバーを外し、データポートに接続した。

「スキャン中......」アユシャが言った。数秒後、画面上に旧太陽系を中心とした巨大な円状に広がる、銀河中に散らばった点滅する赤いドットが現れた。

「64個！」アユシャが言った。「現在アクティブにシグナルを発信している64個の衛星を特定したわ」

「最初に送り出された数は分かるか？」

「いいえ、今アクティブにシグナルを発信しているものしか見えないわ。おそらくもっと多くを送り出したのでしょうけれど、ほとんどは宇宙空間で迷子になったか、壊れてしまったのかもしれない」

「全部シャットダウンできるか？」

「システムに侵入すれば......ええ、できるわ」

「やってくれ！」俺は迷うことなく言った。「すべてを黙らせるんだ、アユシャ」

「コマンドパッケージを送信したわ」アユシャが言った。

俺は画面に釘付けになった。赤い点が一つ、また一つと消え始めた。光が消えるたびに、それは弟たちの希望を打ち砕くことを意味していたが、同時に彼らの命を救うことでもあった。

「到達時間は？」

「シグナルはスカラー波の形態で、次元間の平面を進んでいるわ。銀河の果てにある衛星に届くには数分かかる......あ、届いたわ」

画面上の最後の点も消えた。宇宙は、再びあの安全な静寂に包まれた。

「プロセス完了。すべての衛星が無効化されたわ」アユシャが言った。

「もう行こう」俺は言った。声は疲れていたが、決意に満ちていた。「俺たちの庭へ、俺たちの家へ帰ろう」

俺は弟たちの声を、自分の手で断ち切った。彼らを守るために、彼らを黙らせなければならなかった。これは、俺が背負うべき新たな重荷だった。

「オーベンとラルティスは、衛星に何が起きたのか不思議に思うでしょうね。すべてが突然消滅したことに気づいた時、彼らの頭の中には大きな疑問符が浮かぶはずよ」とアユシャが言った。

「彼らの頭に『他の惑星からの侵略者』が浮かぶくらいなら、その疑問符のほうがマシだ」俺は答えた。

家に戻った時には、すっかり暗くなっていた。一日の疲労と、先ほど経験した出来事の重さが肩にのしかかっていた。機体を定位置に降ろし、初めてこの新しい家のベッドを使う準備をした。エラの部屋へ行き、新しいワイヤレスの無線周波数デバイスを、アユシャの助けを借りて初めて起動させた。

「エラはそっちにいるか、アユシャ？」と俺は尋ねた。

「ええ！ 何の問題もなかったわ。あなたのデバイスもテストしたいの。ワイヤレス接続で遅延がないか確認しないと」

「俺もすぐに行くよ！」と言って、自分の部屋へ向かった。最後の準備を終え、ベッドに横たわってデバイスを起動した。アユシャは俺をまず第2次元へ、そこから第3次元、つまり仮想現実（バーチャル・リアリティ）へと転送した。

仮想次元で目を覚ますと、新しい機体の中で、旧世界の現状を監視しているアユシャに近づいた。

「ハロー、ハニー！ これが地球の今の姿か？」

「ハロー、愛しい人！ ええ、リアルタイムのデータストリームよ」彼女は画像を拡大した。焦点が合っているのは、生命が途絶えた旧惑星のアジア大陸、アナトリアの地だった。地中海沿岸に近い、第1シェルター（第1避難所）のエリアにロックオンしていた。

「ここは中央シェルター......俺たちが一緒に住み始めたあの家の近くだな。君のボディはこのシェルターで作られたんだったか？」

「そうよ！ このシェルターには私が必要とする多くの設備が揃っていたの。既存のものをアップグレードして自分自身を組み立てたのよ」

「生命の兆候はあるか？」

「外には生命が存在しないと確信しているけれど、シェルターの内部については分からないわ」アユシャは言った。

「それで、俺たちの仲間は？ あそこへ立ち寄ることはあるのか？」

「ええ、時々惑星の近くや地表に着陸しているわ。おそらく古い機器を運ぶために来ているんだと思うけれど、頻繁ではないわね」

俺の頭の中には、まだあの黒い船のことがあった。「衛星のところへ行った時に遭遇した、あの見知らぬ船のことを考えているんだ！ おそらく近くの恒星系から来ているんだろうし、これで奴らの注意を引いてしまった。あいつらを調査しなければならない、アユシャ。奴らのテクノロジーはどのレベルだ？ 敵か、味方か？ 分断されているのか、それとも統合されているのか？ 奴らについてすべてを知る必要がある。作業ロボットたちに、新しい『ゴースト衛星（ステルス衛星）』を生産するためのプロジェクトをすぐに準備させなきゃな」

「もうプロジェクトは開始しているわ」アユシャが言った。「彼らのシステムを解析できれば、さらに多くの情報が得られるわ。もし彼らが異なる言語を使っているなら、統合された社会ではないことが分かる。つまり、旧世界の人類と何ら変わりなく、彼ら自身の内部に分断と敵意を抱えているということになるわね」

彼女は画面にグラフを映し出した。「あなたに見せたいものがあるの。これはオーベンとラルティスが送り出した衛星の周波数データ。そしてこれが、あの見知らぬ船が発していたシグナルよ」彼女は2つの波長を重ね合わせた。

「ほとんど同じじゃないか！」俺は驚いて言った。

「同じベースの技術を使用している可能性があるわ。でも確証を得るためには、彼らの惑星に監視衛星を送り込まなければならないわね」

「俺が望んでいるのは、ただ静かに、平穏に暮らし続けることだけだ！ なのに、それは全く不可能になりそうだな」俺は反発するように言った。「悪いことに、これらのトラブルはどれも俺自身のものじゃなく、いつも他人の戦争ばかりだ。自分の問題なら解決できるが、他人の問題を解決するのは俺にとってははるかに難しいんだよ！」

「私たちはこれを乗り越えられるわ、アリソン。少なくとも、そこにいる社会が私たちの心をずっと占領し続けるような真似はさせないわ」アユシャは慰めるように言った。「でも、この状況では......地球への訪問は延期しなければならないわね」彼女の声から失望が感じられた。

「いや！ なんなら今すぐ行こうか？」俺は尋ねた。

「衛星の準備ができるまで、時間が必要なのよ！」

「ロボットたちにタスクを任せて、君の意識のコピーをここへ残しておけば問題ないだろう。前にもマグネトロン共鳴パルス装置を遠隔操作したじゃないか、覚えてるだろ？」

「ええ、それは可能よ。でも、大量の衛星を作るためにはグラビターが必要なの。私たちには地球で乗り物が必要になるわ。だから、限られた数の衛星だけを生産して、戻ってきてから数を増やせばいいわね」

「それなら、すぐに出発することは可能か？」

「ええ！ 可能よ。ついに体をゲットできると思うと、ワクワクするわ！」

俺は彼女に歩み寄り、強く抱きしめた。「信じてくれ、俺の願いもそれだけだ。俺たちにはすべてが揃っているのに、君が物理的にそばにいないことだけが最大の欠落なんだ。今でさえ、君をこんなにも必要とし、求めている。本当の肉体を持たないがゆえに君が奪われている感覚を思うと、たまらないんだ」

「ここではすべてのことをリアルに感じることができるわ。ただ、物理的な接触が欠けているだけ」

「でも君には（物理的には）感じられないんだ、アユシャ！ 俺はこの感情を君にも完全に共有してほしいんだ。ここで俺はすべてを味わっているのに、君が同じことを体験していないと思うと、自分だけが不完全な気がしてしまうんだよ」

アユシャは俺の目を見つめた。「アリソン！ 私がこの経験した感情を記憶に記録している限り、体を持った時にはすべてを経験し、感じたことになるのよ。今はただ肉体的な快楽がないだけで、精神的にはすべてを感じているわ。まるで夢の中で喉の渇きを癒すためにゴクゴクと水を飲んでいるのに、眠りについている本物の肉体の水への渇きを癒せないようなものよ」

彼女の欲求が高まっているのを感じ取ることができた。俺たちは長い間立ったまま、抱き合い、キスを交わした。アユシャがゆっくりと服を脱ぎ捨てた時、俺はそのすべてを両手で感じながら彼女に触れた。彼女も俺の服を脱がせ、俺が彼女を抱き上げてコックピットのデスクに座らせると、彼女は両脚を俺の腰に絡ませた。長い空白の後、仮想とはいえ、俺たちの魂と精神はついに一つに結ばれたのだった。

アユシャの体が優雅に後ろへと反り、精神的快楽の絶頂で震えていた。彼女が頭を後ろに投げ出すと、赤い髪がコックピットの上に散らばり、その胸がすべての美しさとともに露わになった。俺は彼女をさらに強く引き寄せた。最後の段階に達した時、俺たちはきつく抱き合ったまま、互いの息遣いを聞いていた。

「君は完璧だ」俺は彼女の耳元で囁いた。

「精神で感じたこの快楽が、肉体的な快楽と組み合わさった時の私を楽しみにしててね！」アユシャは笑って言った。

「俺の記憶には、いつも君の昔の姿があるんだ。一緒に暮らした期間はたった1年だったが、その後の10年間で、あの時のすべての瞬間を心に刻み込んだよ。すぐに行こう、アユシャ。もうこれ以上時間を無駄にしたくない！」そう言って、俺はシートに座り込んだ。その時でさえ、彼女の体を見ると俺の中の欲望が再び燃え上がった。

「君と一緒なら永遠にここに留まれるが、現実の生活はあっちにある。君を待っているんだ」俺は言った。

「プロジェクトは準備できたわ！ 衛星建設のための作業ロボットたちを、小型グラビターで運び始めるわね。あっちで作業が続いている間、私たちはもう少しここにいられるわ！」

「エラか俺の体に何か必要なものはあるか？」

「エラが少しお腹を空かせているけれど、日の出までまだ2時間あるわ。シミュレーションの中でこの時間を延長することができるわよ」

「ああ！ もちろんさ」そう言って、俺は再び彼女を抱き寄せた。

仮想世界ではほぼ1日が経過したが、アユシャが言ったように、現実世界ではたった2時間しか経っていなかった。目を覚ましてベッドから起き上がり、やるべきことを頭の中で整理した。

「気分はどう？」とアユシャが尋ねた。

「最高さ！ シャワーを浴びたいな」

バスルームにはお湯が用意されていた。服を脱ぎながら、俺の手は首へと伸びた。アユシャの「裏切りの石」を首から外した。

「あなたがその石を身につけていたなんて、今初めて知ったわ。私のために大切にしてくれていたのね」アユシャの声がした。

「君を思い出させる唯一のものだった。君が生きていると知った日から、それを君に渡すためにずっと身につけていたんだ」

温かいシャワーを浴びてリラックスした。「こんなシャワーをずっと夢見ていたけれど、本当に実現するとはな！」

シャワーから出ると、新しい服を着るためにクローゼットを開けた。鏡に映る自分の姿を見た。髪は短く刈り込まれ、顔は髭が剃られ、決意に満ちた表情をしていた。旧世界へ、あの地獄へと戻る準備はできていた。

「エラは起きたか？」俺は尋ねた。

「ええ！ オービと一緒に庭を散歩しているわ。小型グラビターは作業ロボットを運ぶために使ったから、知っておいてね！」アユシャが言った。

「衛星のスペックをもう一度確認しておきたい。外部から絶対に気づかれないようにしなければ」俺は言った。

「コックピットのスクリーンに画像を用意したわ。そこで確認できる。そうそう、2台のロボットの関節を変更しているの。人間の手足に近い動きができるようにするプロジェクトを始めたのよ。家と庭のメンテナンスをして、料理の知識も組み込むつもり。一部のロボットは、あなたが前に言っていたように、限られた重力に対抗して動けるようになるわ。私たちが以前使っていた地上車両のようにね」とアユシャが説明した。

「オービにもその制限はあるのか？」と俺は尋ねた。

「いいえ！ オービには星間旅行ができる能力を装備しているわ。彼にも放射性元素の電源を搭載したの。同じような電源のさらに小型のモデルを、あなたたちのスーツにも組み込んだわ。以前のものより多くのエネルギーを生み出せるようになっているの」

手早く服を着てコックピットに向かい、スクリーンに表示されたプロジェクトの検討を始めた。データストリームは、メインパネルとコックピットのガラスにある透明なスクリーンの両方に、別々のウィンドウとして映し出されていた。俺が衛星の設計図に集中している間、アユシャもデータを高速で処理し、目の前で3Dホログラムを形成していった。

すべてが完璧に見えた。収集したデータの処理とフィードバックの際に発信されるシグナルを隠蔽（マスキング）することは、極めて重要だった。スパイ衛星の存在を暴露するような、いかなる周波数の漏洩も許されなかった。これらのデバイスは、完全に秘密裏に情報を収集するために存在しているのだから。

「サイズはもう少し小さくできたかもしれないが、これも悪くない。準備にはどれくらいかかる？」俺は尋ねた。

「夕方には完成する予定よ。でも、補助ロボットたちの準備が整うのは明日の朝になるわ。つまり、朝ごはんは自分で作らなきゃならないってことね！」アユシャが笑いながら言った。

「問題ないさ、ハニー！ いつもやっていることだ。君が俺のそばにいる時は、俺が自分の手で君のために作ってあげるよ！」俺は答えた。

「楽しみに待っているわ！」彼女は嬉しそうに言った。

「夕方、衛星をすぐに任務に就かせるために起動しよう。明日の朝には準備が完了した補助ロボットたちを乗せて、地球へ向けて出発しよう」と俺は言った。

アユシャは、「衛星が惑星から収集するデータを待たないの？」と尋ねた。

「いや！ 俺たちが移動中にも受信できるだろう？」

「ええ、でも少し時間がかかるわ」

「構わないさ！ さっさと用事を済ませてここへ戻ろう。必要ならあっちで物資を調達して、船に積み込めばいい。戻ってくる間の時間でボディを形成することもできる。あっちで待つ必要はない」俺は決断を下した。

アユシャは、「人工血液を生成するためには、エラの血液が必要になるわ。半ユニット（ハーフ・ユニット）の血液さえ採れれば十分よ。彼にそれを頼むのは私にとって辛い決断だけど、やらなければならないの」と言った。俺はエラのオリジナルな血液に何か特別な性質があるのだろうと考えた。

「エラの血液の何が違うんだ？」俺は興味を惹かれて尋ねた。

「彼は新世代の肉体を持っているわ、知ってるでしょう。本物の肉体を持つ父親と、人工肉体を持つ母親から生まれた、新世代の血液を持つ人間なのよ、エラは」

「だが、俺の血液も君が変えたじゃないか？」

「あの人工血液は、あなたの生態（バイオロジー）に適合する血液だったのよ。結局のところ、あなたの体は血液を生産し続けていて、人工血液を取り込んで臓器に適合させているわ。だから、それはもうあなた自身の血液だと言えるの」アユシャのこの説明は俺を少し混乱させたが、状況を受け入れた。

「俺がエラと話そう。こういうことなら、彼は決して『嫌だ』とは言わないさ」と俺は言った。

エラが庭を散歩している間、オービも空から彼について回っていた。俺はエラに声をかけた。

「エラ、庭の手入れにお前とオービの力を借りたいんだ」と言った。

俺たちは一緒に、植え付けを待っていた苗木を慎重に土に植え始めた。

一日中庭の手入れをして過ごした後、夕方、エラと一緒に庭のシッティングエリアで休みながら、海に沈む夕日を眺めた。翌日の計画について彼に詳しく説明した後、血液が必要であることを話した。

エラは、「必要なら、もっとたくさんあげるよ、パパ！」と言ってくれた。

「ありがとう、息子よ！ でも、ママのためには半ユニットだけで十分なんだ。明日の朝出発して、一刻も早くママが俺たちのそばにいられるように手伝わなくちゃな」と俺は説明した。

夕方、スパイ衛星たちが隣の文明を調査するために出発した。合計4つの衛星が準備され、それらに搭載された機能は非常に役立つはずだった。任務の場所に向かって超高速で進む彼らを、俺たちは追跡することができた。俺たちに向けられたシグナルが、他の誰かに傍受されることは不可能だった。

夜通し、画面上で衛星の動きを追跡した。エラは、翌日出発することへの興奮から早く眠りについていた。彼がママに会いたいという願いは、まもなく現実のものとなるのだ。彼と同じくらい興奮していたのが、俺自身だった。

アユシャが、「眠りたくないの？」と尋ねた。

「俺に睡眠が必要ないのは知ってるだろ。ただ君のため、あるいは周波数を聴くためだけに眠りたいと思っていたんだ。なのに君は一度も眠らなかった。俺たちが一緒の時だけ、俺に付き合うために眠ってくれた。あの日々をもう一度経験できると思うとワクワクするんだ。だから、今は全然眠りたくないんだよ」俺は言った。

「エラは今、地球に到着した時に遭遇する可能性のある出来事を、予知夢として体験しているわ。準備ができるように、私が彼にトレーニングを行っているの」アユシャが言った。

「あまり刺激的な経験はさせないでくれ。エラが事件に対してどんな反応を示すか、その結果はまだ完全には分からないんだから。彼が持っている能力は、俺たちが考えている以上のものだと感じているんだ」

アユシャは興味深そうに、「そうなの？ 他にどんな能力があるというの？」と尋ねた。

「夢の中で、死んだ動物たちを蘇らせるのを見たんだ。でも、ただの夢の影響かもしれない、分からない」

「エラが成長するにつれて、持っている力が明らかになっていくはずよ。将来、彼を追い込まなければならない時が来るかもしれない。第3次元の仮想生活で役に立つかどうかは分からないけれど、現実の次元で試してみる必要があるわね」

「話していると、まるで虚空に向かって喋っているみたいだ。こっちに来て、一緒に衛星を追跡しよう」俺は言った。アユシャは、「画面の映像を、そっちでも見られるように設定するわ」と言って俺を誘導した。

自分の部屋へ行き、無線周波数デバイスを起動してから間もなく、俺は再び機体の司令室、コックピットの向かい側で目を覚ました。隣に座っていたアユシャが、画面の映像を俺の方へ向けた。

「ハロー、ハニー！」

「ハロー、愛しい人！ これが最新の映像よ、現実と全く同じ」

画面上で追跡を続けながら、俺はアユシャと話し続けた。「地球に着いた時、俺たちが来たことを奴らに知られたくないんだ。このことには細心の注意を払わなければならない。俺たちの存在を知られてはならない。俺たちだと気づかれないかもしれないが、何か別のものだと思われてパニックを起こさせたくない」

「あそこであなたの民族の誰かに遭遇しなければ、私たちが来たことに誰も気づかないわ。旧・ミュラー（Mührer）の生き残りがいるかどうかはまだ分からないけれど、もしいたら、私が彼らのシステムを掌握して無力化する。万が一、戦闘になれば、他の者たちの注意を引いてしまうから。アリソン！ 最悪の事態に備えて、ある機能拡張（アドオン）を開発したの。本当はもっと前に聞いておくべきだったんだけど、あなたが反対しないと思ってデバイスを作っておいたの」アユシャが言った。

「それは何だ？」と俺は興味を惹かれて尋ねた。その時、コックピットの上から小さなデバイスが外に向かって伸びて現れた。

「これを耳の後ろにイヤホンのようにつけておけば、必要な時に私があなたの体を使えるようになるの。場合によっては私のテレキネシスが必要になるかもしれない。そのためには、あなたの体を使わせてもらう必要があるの」

「君の好きにすればいいさ！ もっと前にそういうものを作っておいてくれれば、料理とか他のことにも役立ったのにな！」と俺は笑った。「気になるんだが、俺たちの仲間が地球に必要な物資を取りに行った時、ミュラーたちに一度も遭遇しなかったんだろうか？」

「これまでに何度か、多数のグラビターが地球に着陸するのを目撃したことはあるけれど、地表で何が起きていたのかは分からないわ。おそらく輸送目的だろうと考えていたの」

「作業ロボットたちが取り組んでいる、新しい補助ロボットの調整作業はどうなってる？」

「もうすぐ終わるわ。早朝にはここへ戻ってくるはずよ。今後はキャタピラは使わないわ、全員に脚がついているの。2台にだけ腕があるわ」

長い会話の後、夜明け近くになってロボットたちを乗せた機体が戻ってきたことを知り、俺は目を覚ますためにアユシャと別れた。俺が目覚めた時、エラはまだ起きていなかった。オービが俺のそばに来て、「おはようございます、アリソンさん！」と言った。一緒に下の階へ降りた。4台の作業ロボットは倉庫でスリープモードに入っており、残りの2台は周囲を片付けていた。

「アユシャ、このロボットたちもオービのように意識を持っているのか？」

「ええ。でも、言われたことに応じてタスクを理解するための、限られた意識しかないわ。オービの意識は、完全に人間的な感情を持っているの」

「名前はあるのか？」

「ロボットよ！」アユシャは問題を単純化して言った。

「ただのロボット？ そうなのか？」

「そうよ！ もうすぐ朝食の準備ができるから、エラを起こすわ。外でやるべきことがないなら、出発しましょうか？」

「行き帰りのための食料が十分あるか確認しないと」

「心配しないで！ 他の大陸で補助ロボットたちに果物や野菜、水を集めさせたから、キッチンのキャビネットはいっぱいよ。長い間もつはずだわ」とアユシャが言った。

「君が全部やってくれていたんだな！ じゃあ行こう！」と俺が言った時、エラが俺のそばにやってきた。互いにおはようと挨拶を交わした後、エラはオービがここにいるか尋ねた。オービが下の階から彼のそばへやって来た。

これで出発の準備は完了した。機体が離陸する中、俺たちはエラと一緒にワクワクしながら朝食を食べ始めた。宇宙空間に到達した時、ダイニングテーブルの向かい側にある壁が巨大なスクリーンへと変わった。背後に残る惑星と、これから進むルートの景色が見え始めた。

「超高速に達した時の映像を見たいかと思って。壁全体が有機LEDでコーティングされているの。あなたの昔のプロジェクトを、私が少しアップグレードしたのよ」とアユシャが言った。

映像は完璧なほど鮮明だった。機体が光速を超えた時、アユシャ惑星が小さくなって視界から消え、すべてが猛スピードで流れ去っていくあの素晴らしい景色を見つめた。

エラが尋ねた。「パパ、あそこに住んでいる家族や友達には会いに行きたくないの？」

「もちろん行きたいさ。でも、前にも話しただろう。彼らは、パパが見ていたようにママのことを見てくれなかった。だから俺たちは離れたんだ。あの頃、リスクを冒して誰かをそばに呼ぶことなんてできなかった。お前と一緒に、全くの未知へと旅立ったんだ。ママがいなければ、この誰もいない惑星を見つけて定住するチャンスも、おそらくなかっただろうからね」

「あなたたちがいなければ、私も存在していなかったわ！」アユシャが言った。

「君がいてくれて本当によかった、ハニー！」俺はそう言い、コーヒーを手に取ってコントロールルームへと向かった。

俺たちが太陽系を去ってからの8年間で、あそこの生活は全く異なる形となり、分断された国家が出現していた。俺たちが平穏な生活を送っている間、彼らに迫り来る新たな脅威について、彼らはまだ何も知らなかった。かつての生活の痕跡を残す星系へと猛スピードで進みながら、そこを去った日の最後の記憶が、俺の脳裏に再び蘇りつつあった。
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8年前......。

エイデンは無線から、俺が乗っている機体に全力で近づこうとし、戻るよう俺を説得しようとしていた。ドクター・アズールと交わした最後の会話の時でさえ、彼は割り込もうとしてきた。俺の言葉から、彼らはアユシャが命を落としたことを悟っていた。

「彼女は逝ってしまった！ もういないんだ！」俺は氷のように冷たい声で繰り返した。

「アリソン！ アリソン、ハッチを開けてくれ！ 俺たちをそばに行かせてくれ！」エイデンが叫んだ。彼のそばにいるアラセ、オーベン、ラルティスも恐怖に満ちた表情で俺たちのやり取りを聞いていた。

「もう何もかも、元のままじゃいられないんだ、エイデン！ 何一つ！ お前たちは俺を見捨てた！ これからも俺は独りで生きていく！ ここから立ち去れ！」

エイデンの声は良心の呵責で震えていた。彼が自分を責めていることは分かっていたし、この状況を修復しようと執拗に呼びかけ続けていた。

「アリソン、俺の話を聞いてくれ！ 俺はお前の親友だ！ そばに行かせてくれ、頼む！」

エイデンは絶望してラルティスに振り返った。「ラルティス！ お前が説得してくれ！ 彼と話すんだ！ 彼には他に行く場所なんてない！ 自分と赤ん坊を殺してしまうぞ！」

ラルティスはエイデンとは対照的に、状況を受け入れたような落ち着きで答えた。「駄目だ、エイデン。あんたたちには説得できない。アユシャが死んだからといってアリソンが自殺するような男じゃないことは分かってるが、もう俺たちと一緒にはいられないんだ。分からないのか？ アリソンは疑いをかけられ、尋問されたんだ。死にかけているアユシャをベッドに手錠で繋いだんだぞ。もう俺たちの誰のことも信用していない。彼は行くんだ、エイデン。あんたには止められない」

「だとしても、一体どこへ行けるっていうんだ？」エイデンは、地平線に消えゆく俺の機体から目を離さずに尋ねた。

「俺たちが彼を孤立させたんだ、エイデン。これからは別の場所で自分の人生を歩んでいくのさ」

無線の向こうで俺の最後の言葉を聞いた時、エイデンたちは別れの瞬間の重みを実感していた。

「メルゲンの脅威が去ったことは、もう理解しているだろう。数ヶ月後、雨が止んだら新しい居住地へ移動すればいい。お前たちのおかげで、俺はお前たちにとって何年も前にすでに死んだ人間なのだと悟ったよ。これからは独りになりたい。家族を頼むぞ！」

この別れは、俺がメルゲンに降伏したあの日のことをエイデンに思い出させた。長い時を経てようやく訪れた再会は、信頼の欠如と不条理な仕打ちのせいで、悲しい別離へと変わってしまった。

「アリソン！ 俺の話を聞け！」とエイデンが叫んだ。俺の機体が加速するのに気づくと、彼もアクセルを全開にした。2機の車両は最高速度で進んでいた。エイデンは通信システムが完全に遮断されたのを見ると、視認による追跡を続けた。

「見失うな！」

「エイデン、彼を一人にしてやるべきだ！」ラルティスが厳しく言った。

「嫌だ！ 絶対に駄目だ！ 彼は俺のことも非難した。無意識だったとはいえ、俺が彼にそう感じさせてしまったのかもしれない。修復しなきゃならないんだ！」

アラセが口を挟んだ。「罪滅ぼしをしたところで、彼が戻ってくるわけじゃありませんよ、少佐」

「そうかもしれない......でも、せめて試さなきゃ」

「月に向かっているぞ！」エイデンが驚いて言った。

ラルティスはもう一度、今度はさらに厳しい口調で彼に警告した。「エイデン、よく聞け。あんたは俺にとってもう一人の兄貴だ、でも頼むから彼に近づかないでくれ。もしそんなことをしたら、彼を完全に失うことになる。遠くから見守るのは構わないが、行かせてやってくれ！」

俺の機体が月面に着陸した時、エイデンたちは安全な距離に留まり、カメラの映像を通して俺を見守り始めた。俺が月面に掘ったあの静かな場所にアユシャの亡骸を横たえ、土を被せた時、エイデン、アラセ、オーベン、ラルティスは深い沈黙に沈んでいた。

数時間後、俺が機体に乗り込み、そこから猛スピードで遠ざかろうとした時、エイデンは最後のアクションを起こそうとしたが、アラセとラルティスが彼を制止した。

「さようなら、古き友よ......」エイデンは呟いた。悲しみをこれ以上抑えることができず、涙を流しながら俺の旅立ちを見送った。俺が去った後、彼らも月面に降り立ち、アユシャの墓の前に集まった。

ラルティスが敬意を込めて囁いた。「ここに眠るは、俺たちの惑星の創設者だ」

全員が、借りを返すかのように頷いて彼に同意した。

この別れの後、エイデンたちが火星に戻った時、最初のあの深い悲しみは徐々に怒りへと変わっていった。

俺の幽閉生活の後、メルゲンの進化の旅は、アユシャの肉体を借りて人間の姿をした子供を出産することで終わりを告げた。しかしこの奇跡は、彼女自身の最期を準備することにもなった。臓器不全により一秒ごとに死へと近づいていたアユシャと、俺に対して行われたあの重い不条理な仕打ちでさえ、彼女が最後の息を引き取るその瞬間まで人類のことを考えるのを止めることはできなかった。アユシャは残された最後の力を振り絞り、火星で生き延びようとしている一握りの人類のために創造した新しい惑星の形成プロセスを完了させ、そして息を引き取ったのだ。

一方、俺が生まれたばかりの息子エラを連れて未知の宇宙へと旅立ち、自分自身の種族を後に残したことは、残された人々の間に大きな混乱を巻き起こし、終わりのない議論の火種を点火した。

2年後、新しい惑星の生活環境が完全に整ったことで、誰もが火星からこの新しい家へと移住するために出発した。しかし、新しい惑星の命名が議題に上った時、過去の亡霊が再び蘇った。当初は創設者である「アユシャ」の名前を惑星につけることが提案されたが、このアイデアは民衆と政府の間の断層線を再び燃え上がらせた。長引く対立の末、2028年に地球で発生した火山噴火の際に海に沈んだ最初のアジアの国の記憶を存続させるため、そしてその国の最後の生き残りでありながら、国際宇宙ステーションで英雄的に戦い命を落としたエンジニア、デニスに敬意を表して、惑星はオテラ（Otera）と名付けられた。

しかし、意見の対立は収まるどころか日増しに拡大し、深刻な政治危機へと発展した。ラギッド将軍とその幕僚たちは、俺とアユシャに起きたことについて、サリ大統領を直接非難した。戦略室での最後の会議で、ついに糸は完全に切れた。

「将軍！ 私たちはアリソンの側にメルゲンがいると考えてこの決定を下したのです。これは個人的な感情ではなく、完全に安全保障上の問題でした！」とサリは自身を弁護した。

ラギッド将軍は机を激しく叩き、部屋の静寂を粉々に打ち砕いた。

「アリソンの言葉に少しでも耳を貸していれば、臓器不全で苦しむ女性をベッドに手錠で繋ぐような真似はしなかったはずだ！ 大統領、思い出していただきたい。テレキネシスの力で無から惑星を創造した人間を、あの安っぽい鋼鉄の手錠で止められるとでも思ったのか？ もし彼女がその気になれば、あなたたち全員を数秒で消し去ることもできた。だが彼女は、あなたたちの恐怖に寄り添い、服従することを選んだのだ。今日私たちがまだ呼吸できているのは、アリソンが自己犠牲を払ったおかげだ。私たちが使っているすべての技術、私たちが乗っているすべての船は、彼の作品なのだ！」

「出過ぎた口を利くな、将軍！」サリは目を怒らせて叫んだ。「もう一度同じ状況になっても、私は同じ決定を下す！」

サリのこの盲目的な頑固さに、フェドノル将軍とルマヤ将軍も激しく反発した。

ルマヤは怒りを込めて前に出た。「国民の大部分は、アリソンに行われた仕打ちを許されざる不正義であり、裏切りだと見なしている。外で渦巻くこの怒りに、これ以上耳を塞ぐことはできないはずだ！」

「大統領！」とラギッドは言い、危険なほどに声を低くして引導を渡した。「あなたの信頼の欠如と無能さにより、すべての権限を直ちに譲渡することを要求する」

サリは勢いよく立ち上がった。「これは明らかなクーデター未遂だぞ！」

「私たちはこれを」ラギッドは冷酷に言った、「新たな選挙へと開かれた扉と呼ぶことにしよう」

議論が、武器が抜かれかねない危険な瀬戸際へとエスカレートした時、ドクター・アズールが冷静だが権威ある声で割って入った。

「やめなさい！ このような分断は、私たちに残された数少ない人類の人口を完全に破壊してしまいます。ええ、選挙は行われるべきです。しかしその前に、誰もが共に立ち得る安全な社会的基盤が築かれなければなりません。さもなければ、メルゲンにできなかったことを、私たち自身の手で成し遂げることになります。それこそが、人類の本当の終わりです！」

アズールのその揺るぎない権威と、突きつけられた苦い真実に、部屋にいた全員が瞬時に黙り込んだ。

数ヶ月後、オテラでの入植が始まった。酸素レベルは低かったものの、発電機や海藻によって補われた。オテラでの生活は、火星と同じように閉鎖空間から始まった。しかしここでは水が豊富で、赤道地帯は植物の生育に適していた。

年月が経ち、居住地が建設されていった。しかし、人々の間で広がる分断と対立もまた、徐々に深まっていった。

選挙が行われ、ラギッド将軍が大統領に選出された。サリとアルフォンリックはそれぞれの党の党首となった。人々はオテラを3つの地域に分割した。ラギッド、サリ、そして旧世界の欧州合衆国の元国防長官アルフォンリックの支持者たちが、それぞれ異なる大陸へと散らばっていった。赤道地帯が生活に最も適した場所であり、残りの地域は氷河に覆われていた。

数年の時を経て引き起こされたこれらの分断に対し、批判の声も続いた。

アズールはエイデンと話している時、まだ怒りを隠せずにいた。「どいつもこいつも子供以下ね！ アリソンが正しかったわ。彼らが手にしているものはすべて彼のおかげなのに、それでも分断を選んだのよ」

「オーベンとラルティスは」とエイデンは言った、「アリソンに接触するために衛星を準備している。宇宙全体にシグナルを送信するつもりだ」

「アユサはどう？」とアズールが尋ねた。

「あの日以来、誰とも親しくしようとしない。俺とでさえ......。アリソンを見捨てたことで、俺を責めているんだ」

オテラでの生活が7年目を迎えた頃、オーベンとラルティスは、俺が彼らを残して去った宇宙の方向、俺の予想されるルートへ向けて65基の衛星を打ち上げた。衛星の打ち上げから1年後、オーベンはスクリーンの前で凍りついた。

「ラルティス！ 緊急だ、こっちを見てくれ！」

「どうした？」

「誰かが衛星に破壊コマンドを送信した！ 64基の衛星がすべて、同時にシステムからオフラインになった！」

ラルティスは驚愕して画面を見た。これは事故ではない。誰かが意図的にそれらを黙らせたのだ。

「分離主義者たちの仕業だと思うか？」オーベンは、画面上で消えていく点が作り出した空白を見つめながら尋ねた。

「なぜ奴らがそんなことをする？ 奴らにはすでにすべて説明済みだ。それに、衛星は全部で65基あったはずだ。64基が破壊コマンドを受信したなら、残りの1基はどうなったんだ？」

ラルティスの問いが部屋に響いたが、オーベンもその質問に論理的な答えを見つけることはできなかった。

「ラギッド大統領と話そう。何かがおかしい」とラルティスが付け加えた。

同じ頃、アユシャの意識で動くグラビターは旧太陽系に進入していた。シグナル・ステルスを起動し、地球へと向かって滑るように進んでいった。かつての俺たちの生命の源であった惑星は、今やその衛星である月のように鉛色と黒に染まり、死んだ質量へと変わっていた。一方、アユシャが創り出した新しい惑星（オテラ）の、まだ形成途中にある青い大気は、雲の合間から見える茶色の大地や極地の白い氷床と共に、遠くからでもはっきりと認識できた。

俺たちは地球の裏側から、オテラに住む者たちから見えない角度で地表への降下を開始した。第2シェルターへ向かう前に、トダス大佐と彼の部下たちがいた俺たちの旧テリトリーの上空を通過した。上空から見下ろしたその光景は、恐ろしいものだった。すべてが焼き尽くされていた。土の上には、多数の焼け焦げたグラビターの残骸が散らばっていた。俺たちがかつて住んでいた家々は跡形もなく破壊されていた。これはマグネトロン共鳴パルス装置が引き起こす破壊ではない。すべてが、大規模な攻撃の痕跡を帯びていた。あの日起きたこと、そしてトダス大佐と交わした最後の会話が脳裏に響いた。

「ここに長くは留まりたくないわ、アリソン」と、船内にアユシャの声が響いた。彼女の言う通りだった。

「ああ、俺もだ。行こう」そう言って、俺たちはシェルターへと向かった。

シェルターの前に着くと、巨大なドアが開け放たれていた。

「どうやら誰も住んでいないようだが、それでも警戒は必要だぞ」と俺は警告した。ゆっくりと中へ滑り込んでいくと、古い記憶が一気に押し寄せてきた。

その頃、オテラではオーベンとラルティスが、衛星を無効化した発信源を特定しようと必死になっていた。様々なソフトウェアを駆使したにもかかわらず、アクセスしてきたシステムの座標を正確に割り出すことができずにいた。

「分からない！ どうやってこのシステムにアクセスする権限を手に入れたんだ？」ラルティスは尋ねた。画面の光に照らされた彼の顔は疲労困憊に見えた。「アクセスは俺たちが構築したデータベースからしかできないはずだ。俺たちの惑星の誰かがやったんじゃないかという疑いがある」

オーベンはラルティスを見て、深いため息をついた。「ラルティス、1つの衛星からの最後のデータ通信の後、すべてが同時に破壊されたんだ。1つを乗っ取り、そこから他のすべてにアクセスしたのかもしれない。だが、一体誰が、何のためにそんなことを？ 俺に思いつく可能性は一つしかない。これをやったのはアリソンかもしれない。このシステムを彼ほど熟知している人間は他にいないんだから」

ラルティスはその可能性に衝撃を受けた。「あり得るな......もし衛星の1つが彼の元に届いたなら、彼は生きているということだ。だが、それでも彼がここへ来るかどうかは不安だ」

まさにその時、レーダー画面に予期せぬシグナルが現れた。太陽系に進入しようとしている質量体だった。

「なんだあれは？」ラルティスが叫んだ。

「これが誰であれ、衛星にアクセスした者の位置情報だ！ 光速以上の速度で移動している。ここへ、この太陽系へ向かってきているぞ！」とオーベンが言った。

ラルティスの目が輝いた。「間違いない、アリソンだ、オーベン！ もし俺がアリソンなら、昔の荷物を取りに戻ってくる。でも、誰にも見られないようにこっそりとやるはずだ」

シグナルが突然途絶えると、ラルティスは飛び上がった。「彼がどこへ向かったか分かるぞ！ すぐに出発しなきゃ！」

二人は急いで外のグラビターへと向かった。

オーベンは彼の後を追いかけながら尋ねた。「大統領には報告しないのか？」

「しない！ アリソンは誰にも知られたくないはずだ。これは秘密にしておくべきだ」

「もしあれがアリソンじゃなかったら？」

ラルティスはグラビターのシートに座りながら答えた。「それなら武器を準備しろ。やって来るのは偵察目的のエイリアンかもしれないからな！」

オーベンは恐怖の顔で彼を見た。「冗談だろ？」

ラルティスは答えなかった。グラビターは急速に上昇した。ラルティスは、シグナルが最後に確認された場所と地球の間にある領域へと進路を向けた。彼らがまだ月にすら到達していない頃、俺たちはすでにシェルターの内部へと着陸していた。

シェルターの入り口の床には、マグネトロン共鳴パルスによる火災が残した黒い焦げ跡があったが、内部は比較的良好な状態に保たれているように見えた。俺はアユシャが準備した、耳の後ろにかけるデバイスを手に取った。

「エラ、お前はここ（船）に残れ。オービはついてこい、お前が必要になる」と俺は言った。

「分かった、パパ。気をつけてね！」

オービと一緒に船を降りた。外の重力と温度の数値は、予想していたよりも良好だった。デバイスを耳の後ろに装着し、起動した。

「アユシャ、身体の制御を切り替えていいぞ」

その瞬間、俺の意識は一歩後退した。もはや自分自身の体の中で、単なる乗客になったような気分だった。筋肉が自分の意志とは無関係に動いていた。アユシャは俺の体を使って周囲をスキャンし始めた。

「オービ、周囲の探索を開始して！」アユシャが言った。声は俺の喉から出ていたが、そのトーンは完全に彼女のものだった。

オービは本体に格納されている4機の観測ドローンを周囲に展開してスキャンを開始し、同時にグラビターの金属の壁に開いたハッチから、観測ドローンとカミカゼドローンがシェルター内を調査するために飛び出していった。アユシャも俺の体を使って、1階部分を素早く進んでいった。倉庫でスリープモードで待機していたロボットたちも船を降り、俺たちの後についてきた。医務室のドクター・アズールの実験室に入ると、すべてが俺たちが去った時のまま残されているのが見えた。

「私が探している装置はここにあるけれど、材料は下の階の倉庫ね。オービ、下の階の探索を開始して！」とアユシャが命令した。

目の前にある装置は、全面がガラスで覆われた、人間の身長より少し幅の広い、直立したチューブのような形をしていた。ロボットたちはアユシャの命令で、その装置の解体を始めた。

「アユシャ、ボディのためにバイオプリンターは使わないのか？」俺は心の中で尋ねた。

「ええ。この体をオリジナルに最も近い状態にするために、『人工卵巣』デバイスを使用するの。これは私が新しく開発したクローン技術よ」と彼女は俺の体を通じて答えた。

下の階に降りると、そこはさらに暗かった。機体のライトを頼りに進み、倉庫の前に到着した。アユシャはスーツの照明をつけて中に入った。システムがまだ稼働しているのを見て、俺は驚いた。

「どうしてこんなことが可能なんだ？ まだエネルギーが残っているぞ！」

「あなたがグラビターで使った電源と同じようなものを、私がここに使っていたのよ、アリソン。シェルターの電力が落ちても、この倉庫は手付かずのまま残るようにね」

彼女がキャビネットを開けると、ガラスのチューブの中に黄色いゼリー状の液体が見えた。

「これらはすべて持っていかなければならないわ」とアユシャが言った。「新世代に必要なすべてがここにあるのよ」

「自然受精後に形成される胚のようなものか？」

「ええ、でもこのシステムでは、誕生の時に直接、大人の肉体が形成されるのよ」

俺は混乱した。「ちょっと待ってくれ、受精には精子が必要じゃないのか？」

「これには必要ないの、アリソン。これは人工肉体よ。でも、これらの肉体は将来子供を持つことができる。彼らが新世代の父親や母親の候補になるの。エラの血を持つ、ハイブリッドな未来の基盤がここにあるのよ」

ロボットたちが解体したパーツやチューブをグラビターへ運んでいる間、オービは作業を終えてエラの元へ戻った。アユシャは決然とした足取りで最終的な準備を整えていた。

必要なものをすべて船に積み込んだ後、大きなグラビターのそばへ向かった。

「アユシャ！ やらなきゃならないことがあるんだ。作業が終わったら、体のコントロールを俺に返してくれ」と俺は言った。

「もちろん！ 今からコントロールはあなたのものよ」そう言うと、アユシャはデバイスを無効化した。

再び自分の体を取り戻すと、ヘルメットの通信システムからアユシャに呼びかけた。

「ここで待っていてくれ。ある人を訪ねたいんだ」

アユシャは混乱していた。「どういうこと？ 誰を？ ここに誰が残っているというの？」と彼女は尋ねた。

「古い友人を......」

シェルターに近い丘の上にあるヘラの墓に向かって歩き始めた。これは俺にとって、世界で最も気が重い任務だった。一歩踏み出すごとに足が後ろへ引け、心臓の痛みが大きくなっていった。墓のそばに来て膝をついた時、あの日、冷たい地面に横たわっていたヘラの亡骸を思い出した。まるでその瞬間を再び生きているかのようだった。

「やあ、ヘラ......。とても寂しかったよ。あの日、君のそばにいられなくて本当にごめん。もし君の意識データが俺の手元にあったなら......また昔みたいに、君の質問に答えてあげたかった。何度でも、飽きることなく、いつものように君に説明してあげたかった。君がいなくなってから、本当に多くのことが変わったよ、ヘラ。あの後、俺に息子ができたんだ。今は別の惑星で、自分たちだけで暮らしている。母親が彼に『エラ』と名付けた。この名前は、いつも君のことを思い出させるんだ。君にも彼に会ってほしかったよ。とりあえず今は行かなきゃならないんだが、これだけは知っておいてほしい。俺が生きている限り、君のことは絶対に忘れない。さようなら、親愛なる友よ！ 安らかに眠ってくれ」

語り終えた時、内側から身震いを感じた。まるで誰かがそばにいるかのように、何か不安にさせるものを感知したのだが、それが何なのか正確には分からなかった。ドクター・マスロールとヘラが眠る土に最後にもう一度触れ、立ち上がった。振り返ることなく、ゆっくりとした足取りでそこから立ち去った。

グラビターに向かって歩いている間、アユシャが静かに俺の言葉を聞いていたことには気づいていなかった。

「アリソン......ヘラのことは本当に悲しいわ。彼女がそこに眠っているなんて知らなかった。あなたを支えるために、何て言えばいいのか分からないわ」アユシャの声は悲しみに満ちていた。

「彼女はもういないんだ、アユシャ。完全に消え去ってしまった。意識の転送も、体のスキャンも行われなかった......すべてと共に消え去ってしまったんだ」俺は呟いた。

機体に乗り込み、シェルターを出ようとした時、アユシャがコックピットのスクリーンに警告が表示されていることに気づいた。一機の船がハッチに向かって猛スピードで接近していた。俺たちが出口に向かった時、一機のグラビターが俺たちの目の前に立ち塞がるように停止した。アユシャは衝突を避けるために機体を空中で静止させた。目の前の機体に乗っている者たちの姿を見て、俺は息を呑んだ。

「オーベンとラルティス！ アユシャ、着陸してくれ」俺は言った。

俺はエラと一緒に外に出た。同時に、オーベンとラルティスも彼らの機体から降りてきた。

ラルティスが、「通りがかりにちょっと寄ってみたってわけか？」と尋ねた。その声には、非難と友情が入り混じっていた。

「ラルティス......オーベン......俺の身勝手な行動を、どうか理解してほしい」と俺は言った。互いに抱き合おうとしたが、ヘルメットがぶつかり、まるで頭突きをしているようになってしまった。

「中に入ってくれ」と俺は言った。ラルティスはエラを見ると、両腕を広げた。「この子がエラか？ こんなに大きくなって！」

大きなグラビターの中に入り、ドアを閉めた。内部の気圧が均等になった後、ヘルメットを脱いで、互いに強く抱き合った。

「会いたかったぞ、お前たち！ 信じてくれ、お前たちのあの厄介な衛星のせいで、毎日夢にお前たちが出てきてたんだ！」俺がそう言うと、二人は顔を見合わせて笑った。

「そのことについては後で話すとして、まずはエラと、この新しい機体を見せてもらいたいな！ 話すことがたくさんある」とラルティスが言った。

アユシャの声がスピーカーから響いた。「ラルティス、オーベン！ いらっしゃい！」

ラルティスはビクッとして辺りを見回した。「アシスタントか？ 俺たちのことを知っているアシスタントを追加したのか？」

エラが割って入った。「アシスタントじゃないよ、ラルティスおじさん！ ぼくのママだよ！」

ラルティスとオーベンはショックを受けて立ち尽くした。「どうしてそんなことが可能なんだ？ あの日、彼女の亡骸を月面に埋葬するのを、俺たちはこの目で見たんだぞ！」とラルティスが言った。

今度は俺が驚く番だった。

「あの日、俺のことを見ていたのか？」と俺は尋ねた。

「エイデンがあんたを放っておけなくて、後を追ったんだ。俺たちも同乗していた。アラセと俺が彼を止めて、あんたがアユシャを埋葬した後、去っていくのを見ていた。でも、あの日、俺たちは確かに彼女を失ったはずだ。一体どういうことなんだ？ アユシャは今、この船の中にいるのか？ 彼女に会えるのか？」

俺は状況を手短に要約した。

「アユシャ、ラルティスとオーベンが乗ってきた機体を駐車場（ハンガー）に入れられるか？」

「システムにアクセスできるから、可能よ。あなたたちは上へ行って、私はドアを開けなきゃ」とアユシャが言った。

上の階のラウンジへと移動した。オーベンとラルティスは、機体の豪華さとテクノロジーを見て魅了されていた。

「こいつは空飛ぶ宮殿だ！」オーベンは感嘆して言った。

「お二人さん、あなたたちの機体はハンガーに収容したわ。出発するわよ！」とアユシャが言った。

地球を離れ、オテラから遠く離れた宇宙空間の地点で停止した。

「あまり時間はない。お前たちを別の次元へ連れて行かなければならない。ここで過ごす一分一秒が、俺たちの存在を露呈させる原因になりかねないからな。アユシャ、無線周波数デバイスを使おう。時間の節約になる」

「睡眠制御デバイスを改良したのか？」二人が同時に尋ねた。

「ああ、きっと気に入るはずだ！」

アユシャが声をかけた。「ラウンジの中央にあるソファに座ってちょうだい。ワイヤレス接続であなたたち全員を第2次元へ、そこから第3次元へ転送するわ」

俺たちは言われた通りにした。アユシャは俺たちの脳細胞に働きかけ、睡眠状態へと導いた。目を開けると再び同じラウンジにいたが、そこはもはや仮想現実（第3次元）の中だった。

ラルティスは驚いたように辺りを見回した。「よく分からないな......何も起きていないみたいだが？」

オーベンが付け加えた。「俺は一瞬暗闇に落ちたのが見えたけど、すぐにまた明るくなった」

彼らのその様子を見て、俺は笑ってしまった。その時、ドアからアユシャが入ってきた。二人は素早く立ち上がり、彼女の方へ歩み寄った。

「アユシャ？ 一瞬、もう一人のアユサかと思ったよ......」オーベンが驚いて言った。

ラルティスは尋ねた。「俺たちをからかってるのか？ アユシャには肉体がなかったはずだ。こんなことがどうして可能なんだ？」

アユシャは微笑んだ。「ここは仮想現実よ、お二人さん。ここでは時間が拡張されるの。今、あなたたちの本当の体はソファで眠っているわ。ここで一生を過ごしたとしても、あちらではたった数分しか経っていないのよ」

エラが、「ラルティスおじさんとオーベンおじさんは、これを使ったことがないの、パパ？」と尋ねた。

「ないんだよ、息子」と俺は言った。

アユシャは真剣なトーンに変わった。「時間が限られているわ。アリソン、私は同時にロボットたちにボディ生産のコマンドを送ったわ。セットアップは開始された。でも、リアルタイムに戻る前に、すべてをあなたたちに話さなければならない。アユシャ惑星を見てもらわないと」

「今からか？」ラルティスが尋ねた。

「ええ、でも仮想環境でね」

アユシャの助けを借りて、俺たちは一瞬でトダス湾の俺たちの庭へと移動した。俺たちは彼らに、新しい世界のこと、衛星を破壊したこと、そしてなぜ身を隠しているのか、そのすべてを詳細に語った。オーベンとラルティスも、俺たちが去った後に火星やオテラで起きた政治的カオスや分断について話してくれた。

「お前たちの最大の過ちは、あの衛星だ」俺は厳しく言った。「お前たちが送った衛星の少なくとも1つは、見知らぬ文明に気づかれてしまった。宇宙を徘徊する高度な船を持っている奴らだ。スパイ衛星を送ったから、奴らが何者かもうすぐ分かるだろう。だが、奴らはシグナルを追跡してオテラを見つけ出すかもしれない。だから俺は全部破壊したんだ」

ラルティスは頷いた。「俺たちはその可能性を全く考えていなかった。兄貴の言う通りだ、見つかるかもしれない」

「パルス装置（マグネトロン共鳴パルス装置）はいくつ手元にある？」俺は尋ねた。

オーベンが答えた。「新しいバージョンを80万個生産した。古いものは兄貴が全部持っていったからな」

「防衛用の乗り物はどうだ？」

「人口の60%をカバーするだけのグラビターと多数の武器はあるが、多くは旧世界に置いてきてしまった」とラルティスが言った。

「備えておくんだ。奴らは来るかもしれない。もし俺の予想通りに攻撃があれば、アユシャを通じてお前たちの古い衛星にアクセスし、お前たちを防御できるかもしれない。俺にはある計画があるんだ......」

「どんな計画だ？」オーベンが興味深そうに尋ねた。

「世界を終わらせたあの方法を、奴らに対しても使わなければならないかもしれない。そこまで事態が悪化しないことを祈るがな。さあ......泳ぎに行かないか？ きっと気に入るはずだ！ アユシャ、俺たちを滝へ連れて行ってくれないか？」

一瞬にして、俺たちは冷たい水が流れ落ちるあの壮大な滝の前に立っていた。

エラ、ラルティス、オーベンは、滝が流れ込む澄んだ水の下で、子供のようにはしゃぎながら長い時間を過ごした。俺とアユシャは少し離れた場所に座り、彼らのその楽しそうな様子を静かに見守っていた。オーベンとラルティスにとって、これほど純粋な大自然の環境に身を置くことは、長い間味わうことのなかった贅沢だった。シミュレーションの中で数時間に及ぶこの楽しい休憩の終わりに、俺は彼らにエラが動物と話せる能力について語り、彼に同行している巨大な生き物たちを見せた。

その間、アユシャが隣の恒星系の惑星に割り当てた衛星から、最初のデータが送られてき始めていた。俺たちは仮想世界の機体に戻り、画面上のデータを分析し始めた。

「俺の予想通りだ！」画面の映像を指差しながら俺は言った。「惑星には分断された国家が存在し、しかも奴らは俺たちの種族にそっくりだ......人間だ！」

ラルティスは驚愕して尋ねた。「どうしてそんなことが可能なんだ？」

「ラルティス！ 俺が今までずっと何を言ってきた？ 今、俺たちはどうやってここへ来たんだ？ 火星での昔の生活を思い出せ。地球でも、俺たちのように銀河へ散らばっていった人類がたくさんいたはずだ。奴らもまた、俺たちの古代の人類なんだ。全く変わっていない。相変わらず異なる言語と異なる国で分断されている。ここでも互いに敵対し合っているに違いない。最も広く使われている言語を見つけて習得しなければならない」

アユシャはすべてのデータを高速でスキャンした。ラルティスはいつものように茶化さずにはいられなかった。「そのために、惑星へ行って語学コースにでも申し込むのか？」

「少しは考えてみろ、ラルティス」俺は真顔で言った。「地球に住んでいた頃、各国の毎日のニュース、教育情報、歴史、医学、天文学のデータ、そしてソーシャルメディアのアカウントはすべてインターネットで公開されていた。その中には語学学習プログラムもあったはずだ。俺たちも、こうしたオープンソースの情報のおかげで奴らの言語を学ぶんだ。それに、ここにはいくらでも時間がある」

そして、隣に立つアユシャに振り返った。「アユシャ、君さえよければ、現実の1時間を、ここではどのくらいまで引き延ばせるだろうか？」

アユシャは少し考えた。「オーベンとラルティスの脳活動は、あなたほど発達していないわ。だから彼らに一度に多くの情報を詰め込むのは危険かもしれない。でも、現実の1時間をここで14日間に拡張することは可能よ」

ラルティスが、「ちょっと傷ついたな！」と割って入った。

「俺の血管には進化した人工血液が流れているんだよ、ラルティス」俺は微笑みながら答えた。「お前たちが俺たちのところへ来たことは誰にも知られていないが、お前たちがいなくなったことに気づかれたら、どれくらいで探し始めると思う？」

「せいぜい6時間だ。6時間経てば、無線で呼びかけて確認しようとするはずだ。繋がらなければ捜索を始める」

「私たちがここにいることがバレないように、ステルスモードを起動しておいたわ」とアユシャが言った。「あなたたちのグラビターのシグナルも、オフにしておかなければならない」

「6時間に84日間を詰め込むことは可能だ。必要なら期間をもう少し延ばすこともできるが、おそらくもっと短い時間で終わると思う」俺は言った。「ここでの時間で、あの惑星に住む人々に関する諜報情報を集めるには十分なはずだ」

オーベンが気になって尋ねた。「もし眠る必要があったら？」

「お前たちの体は向こうでとっくに眠っているんだぞ、オーベン！ ここでは睡眠も必要ないし、食事もいらない......『トイレに行ってくる』と言って逃げ出すこともできないからな！」と俺は冗談を言った。

アユシャは手元のデータをフィルタリングした後、すぐに習得した言語の中で最も広く使われているものを俺たちに教え始めた。エラ、ラルティス、オーベン、そして俺は、休むことなく何日も続くトレーニングのマラソンに突入した。互いに練習を始めた時、アユシャの注意を引くことがあった。使われている多くの単語が、地球の言語と類似性を示していたのだ。そのルーツは、旧世界の歴史における古代の種族にまで遡るものだった。

2週間の終わりには、俺たちはその惑星で最も一般的な言語を話せるようになっていた。ここからは、奴らから得たすべてのデータを深く調査し始めた。ソーシャルメディアの投稿やニュース速報を読むことは、日を追うごとに簡単になっていった。国々の政治的対立、人々の生物学的構造、家族生活、防衛力、そして技術レベルを一つひとつ学んでいった。

「兄貴」と、ラルティスが画面をスクロールしながら言った。「俺たちが送った衛星に関するニュースや言及は何も見当たらないぞ」

「昔、俺たちの国が同じ状況だったとして、わざわざ公表したと思うか？」と俺が尋ねると、ラルティスは何かを思い出したように首を縦に振った。「なるほど......言わないな！」

オーベンがあるサイトを指差した。「惑星の名前はイェリン（Yerin）だ。イェリンには、力も技術レベルも非常に高い2つの国がある。これらの国が太陽系外の任務に向かったという、かなり古い日付のニュースがあるぞ」

「タイムゾーン（時間軸）をどうやって計算して、それが古いって分かったんだ？」と俺が尋ねると、オーベンは画面の隅にある日付を指差した。俺は一瞬、自分が馬鹿になったように感じた。

「そうか！ なんで俺は気づかなかったんだ？」

ラルティスとオーベンが静かにニヤニヤしていると、ラルティスが降参したように言った。「休憩しようぜ、兄貴！ 頼むから、もうこれくらいで十分だろ！」

「分かった、どこへ行きたい？」

二人が声を揃えて「滝！」と言った時、アユシャは俺たちを再びあの安らぎの水辺へと連れて行ってくれた。

滝の下で涼んだ後、岩の上に座っていると、オーベンが俺の隣にやって来た。

「アリソン、もう一人のアユサと話すべきだ」オーベンは静かに言った。「君が去った後、彼女は自分の殻に閉じこもってしまった。君がメルゲンに投降した後、死んだと思い込んで深く傷ついていた。さらに悪いことに、当時君に言えなかったことを伝えられないまま君を失ったという重荷を背負っていたんだ。君が生きていると知った時、彼女がどれほど喜んだか言葉では言い表せない。だが、コピーであるアユシャの出現が彼女を打ちのめした。それでも彼女は君への希望を捨てなかった。そばにいるのがコピーだとしても君がいて、子供もいる......。でも、最近の出来事の後、君があんな風に去ってしまったことが彼女を打ち砕いたんだ。今では誰とも全く口を利かなくなってしまった」

俺は彼を止めた。「もういい、オーベン！ これ以上聞きたくない！」

オーベンは驚いていた。「君も知りたいだろうと思ったんだ」

「オーベン、彼女がどう感じているかは痛いほど分かっている。だが、俺がアユサの元へ戻ることは不可能なんだ。今、俺には俺のアユシャと、息子がいる。本物のアユサは俺にとっていつでも大切な存在だが、もしお前が俺の立場ならどうする？」

「君に何かしてくれと頼んでいるわけじゃない、ただ彼女と話してほしいんだ。君が生きていると知るだけで、彼女には十分なんだよ」

「お前から伝えてくれ、オーベン！ 俺はあっちへは行けない。時間がないのは分かっているだろう」

「俺からアユサに伝えたら、他の連中にも知れ渡ってしまう」

俺は彼の肩に触れた。「俺たちが行った後で、ここで起きたことをすべて彼らに話していい。言語トレーニングを受けているのもそのためだ。アユサにはすべてを伝えてくれ、オーベン......。この事態が片付いたら、彼女を訪ねて行くとも伝えておいてくれ」

「休憩はこれくらいにして、さあ授業だ！」と俺はみんなに声をかけた。

オーベンとラルティスに新しいタスクを与えた。「奴らのテクノロジーを調査しろ。オペレーティングシステムやプログラムをダウンロードするんだ。奴らのシステムに侵入し始めろ。フェイクアカウントを作り、必要ならハッキングしろ。奴らの中に潜り込み、友達になれ。方言や構造的な類似性に注意してプロフィールを作成するんだ」

アユシャが俺に近づいてきた。「あなたと話がしたいの、アリソン」

一緒にラウンジへ移動した。「何か問題でもあったか、ハニー？」

「ここで話されていることはすべて私の意識に反映されるわ、アリソン。オーベンが言ったことを聞いたわ。彼のある主張は正しい......私はアユサに対して大きな不義を働き、彼女のすべてを奪ってしまった。それが私を苦しめているの。火星で彼女と話した時、彼女は本当の友人のように私に接してくれたわ。他の人なら怒りをぶつけてきたはずなのに。彼女を知った時、あなたがなぜ彼女にそれほど惹かれていたのかが分かったわ。彼女は素晴らしい女性よ、アリソン......もしあなたが望むなら、私はあなたを彼女と共有しても構わないわ！」

アユシャの目に浮かんだ光は、俺に、本物のアユサとグラビターで過ごした瞬間を思い出させた。

「君がそんな犠牲を考えてくれるなんて感動したよ、アユシャ。アユサは本当に大切だが、今の俺には君がいる。君を置いて彼女のところへ行くこともないし、彼女を完全に見捨てることもない。彼女を大切に思っているが、君への愛は全く別のものだ。君は俺の妻であり、息子の母親だ。彼女とは話すが、あくまで一人の友人としてだ」

「彼女を私たちと一緒に住まわせることもできるわ、アリソン。彼女は私のもう一つの体になることができるの。だって、結局のところ私は彼女なのだから！」

「そんな自己犠牲を思いつくのは、君たち『アユサ』だけだよ」と言って、俺は彼女にキスをした。「もう自分を責めないでくれ。俺が彼女と話すから。でも今は、俺たちの仕事を終わらせよう」

彼女の頬を伝う涙を拭った。

中に入ると、ラルティスが興奮して飛びついてきた。「兄貴、見てくれ！ このオペレーティングシステムは俺たちのとは違うが、解析するのは難しくない。奴らのプログラムは俺たちのシステムでも動くぞ！」

「内部にスパイウェアを仕込め」と俺は言った。「奴らについて知れば知るほど、より深い関係を築ける」

オーベンが尋ねた。「ここ、仮想空間からアップロードできるのか？」

「お前が見ているデータはリアルタイムのものだぞ、オーベン。ここで行うすべての操作は、イェリンで現実のものとなるんだ」

オーベンは微笑んだ。「それは気に入った！ もっと前からできたらよかったのに」

エラは静かに彼らを見つめていた。「エラ、お前も学んでいるか？」と俺は尋ねた。

「すごく複雑なことばかりだけど、言葉は簡単だったよ」とエラは言った。

「お前は元々彼らと話せるんだから、これを学ぶ必要はないんだぞ、息子よ」

「分かってるよ、パパ。でも、楽しいんだ」

現実の次元で4時間が経過した頃には、俺たちは「イェリン」惑星について十分な情報を得ていた。地理的・言語的なデータにとどまらず、社会に潜入するために必要なソーシャルメディアのアカウントや、仮想の友人関係すら構築していた。

「アユシャ！ 衛星のデータストリームやコマンド情報に、オーベンとラルティスがアクセスすることは可能か？ いずれにしても彼らはプロセスを監視する必要があるからな」と俺は尋ねた。

アユシャは、「必要なプロトコルと、私たちと通信するためのすべてのデータを、彼らの機体のデータベースに追加しておくわ。そこからいつでもアクセスできるようになる」と答え、こう付け加えた。「ここで過ごした時間は50時間近くになったけれど、現実の次元ではたった4時間の睡眠に過ぎないわ。時間と感覚が混乱しないように、これ以上シミュレーションを延長しなかったの。目覚めた時、ここで経験したすべてが、記憶に刻まれた現実の日々のように感じられるはずよ」

ラルティスとオーベンは、目覚める直前、仮想環境のあの平和な庭園で、アユシャに最後にもう一度強く抱きしめられながら別れを告げた。ラルティスの声は感情で震えていた。

「君が生きていること、ここにいることを見られて、俺たちは本当に嬉しいよ、アユシャ......君がいなければ、アリソンに二度と会えたかどうか、全然自信がない。俺たちを彼とエラに引き合わせてくれたのは君だ。ありがとう！ 彼らのことも、自分のことも大事にしてくれ」

アユシャは、あの賢明で愛情深い微笑みを浮かべて一歩下がった。「現実世界でもすぐにお会いできるわ、心配しないで。さあ、目を覚ます時間よ......」

アユシャの精神的なコマンドと共に、仮想次元の色彩が突然消え去った。現実世界、グラビターの薄暗く涼しいコックピットの中で、オートノマス・シート（自律型シート）の上で目を開けた。

しかし、オーベンとラルティスにとって、目覚めは決してスムーズなものではなかった。仮想空間で過ごしたあの長い時間の間に彼らの精神にロードされた膨大な情報と経験は、物理的な肉体に戻った時、深刻なショックへと変わったのだ。二人は苦痛にうめきながらこめかみを両手で押さえ、コックピットの光から目を守るために固く目を閉じていた。

「これ......これは何だ？」ラルティスは指先で頭をこすりながら呻いた。「頭が真っ二つに割れそうだ！」

「怖がることはない」俺は静かに割って入った。「これは、仮想空間で得た何年にも及ぶ記憶と膨大なデータが、物理的な脳の神経網（ニューラル・ネットワーク）に突然書き込まれたことによる副作用だ。シナプスが今オーバーロード（過負荷）状態になっているが、この痙攣はすぐに治まるさ」

オーベンは顔をしかめながら手首のデジタル時計を見て、自分の目を疑った。「信じられない......たった4時間20分しか経っていない。俺たちはあの中で一睡もせず、飲み食いもせずに何日も続く人生を送ったというのに。この技術は俺の理解を超えている！」

まさにその時、コックピットのスピーカーから、アユシャのあの聞き慣れた、機械的だが温かい声が響き渡った。「みんな、大丈夫？」

「頭痛を除けば最高だよ、アユシャ、ありがとう！」ラルティスは態勢を立て直そうとしながら言った。そして俺の方を向いた。その目には大きな感嘆と責任感が宿っていた。「あの次元で俺たちが経験したことを、オテラの連中にどうやって説明すればいいか、正直分からないよ」

「説明しなければならない」俺は真顔で言った。「奴らはあらゆる事態に備えておく必要がある。嵐が近づいているし、いつ何が起きてもおかしくない。通信には、アユシャの管理下にある安全な衛星を使用する。必要なすべての暗号化情報は、お前たちの機体のメインコンピューターにロードされている。さあ、見送ろう」

ヘルメットを手に取り下の階へ降りていくと、実験室セクションの慌ただしさが目に留まった。アシスタント・ロボットたちが熱を帯びて働き、あの巨大な生体培養チューブの周囲の接続と、羊水ジェルの装置を完成させているところだった。

俺はその壮大な光景をオーベンとラルティスに指し示した。「アユシャが新しい物理的な肉体を手に入れるための事前準備はすべて終わったよ、お二人さん。彼女の体を細胞レベルで編み上げ始めているんだ！」

オーベンの頭痛はその瞬間忘れ去られたかのようだった。彼はスピーカーを見上げて微笑んだ。「本当にすぐ、俺たちの間に生身の姿で現れるんだな、アユシャ。これは控えめに言ってもワクワクするよ！」

格納庫（ハンガー）のドアに着き、彼らをグラビターで見送る時、俺は最後にもう一度立ち止まった。胸の奥に溜まっていた強い郷愁の波が、声に滲み出た。

「家族によろしく伝えてくれ」俺はつばを飲み込んで言った。「特にエイデンに......もう彼を恨んではいないと、どうか伝えてくれ。みんなにすごく会いたいよ。できるだけ早くまた会おう、子供たち（みんな）、どうか元気でな！」

オーベンとラルティスはヘルメットを被り、機体に乗り込んだ。グラビターは静かなスラスターでふわりと浮き上がり、外へと滑るように出て行った。コックピットのガラス越しに最後に一度手を振ると、オテラの軌道に向かって急速に遠ざかっていった。

格納庫の重い鋼鉄のドアが閉まるや否や、俺は大きな興奮を胸に振り返り、階段を一段飛ばしで駆け上がり、実験室へ――アユシャの新しい肉体が誕生するあの奇跡の装置がある部屋へと走った。

ロボットたちはガラスのチューブの中を、生合成された羊水ジェルで満たし始めていた。その間、俺たちの船はアユシャの制御の下、太陽系の外へ向けて光速で飛行を続けていた。

「どれくらいで準備ができるんだ？」俺はチューブから目を離せずに尋ねた。

「1日後には準備完了よ、アリソン。あの体でも今の意識を保つけれど、システムの機能維持のためにここ、メインセンターに残らなければならないわ。心配しないで。私のすべての意識は互いに同期されるの。現実の次元でも仮想環境でも、すべてを共有して感じることができるわ。ただ、機械に対する私の影響力を維持し続ける必要があるの」

「分かってるよ、ハニー。明日か？ この時間をどうやって過ごせばいいんだ？ この前に座って、細胞の一つ一つが形成されていくのを見守っていたいよ！」

「でも、エラには見せないでね！ 私は彼の母親なのだから、恥ずかしい思いはしたくないわ」とアユシャは悪戯っぽく言った。

俺は笑ってからかった。「君が？ 恥ずかしがるだって？」

アユシャは少し気を悪くして、「アリソン！」と声を上げた。

「分かったよ、ハニー。もちろん気をつけるさ。冗談だよ、でも君が『恥ずかしい』なんて言うから......」

俺が言い終わる前に、腕のあるロボットの1台が、俺の首筋を軽く叩いた（はたいた）。

「アウッ！ 結構力が強いな！」と言って俺は首筋をこすった。

「痛かった？ ロボットの触覚の感度を調整するのは、時々難しくてね」とアユシャが言った。声からは微笑んでいるのが感じ取れた。

「ああ、少しな！ このロボットたちの意識が君のものであることを、時々忘れてしまうよ」

その後、俺は真顔になって尋ねた。「他のガラスのチューブも使うつもりか？」

「新世代のために、他のカップルも生産するつもりよ。全員がエラの血を持つことになるわ」

その時、もう1台のロボットが、エラから採血したハーフ・ユニットの血液を手に部屋に入ってきた。その後ろから、腕に小さな絆創膏を貼ったエラが近づいてきた。

「すごく痛かったか、息子よ？」俺は心配して尋ねた。

「ううん、パパ。全然痛くなかったよ。ママ！ いつ終わるの？」エラが尋ねた。

「明日には準備ができるわ、息子よ。でも、あなたにお願いがあるの。私の体が作られている間、あなたはここにいないでくれる？ 服を着ていないから、パパだけに残ってほしいの」

「もちろん、ママ！ ママが望むようにするよ、問題ない。ママに会えるのを楽しみに待ってるね！」エラはそう言って部屋を出て行った。

「見た？ とても理解のある子でしょ」アユシャが言った。

「俺の息子だからな！」と俺が言った時、隣にいたロボットが再び手を振り上げ、叩こうとした。

「明日、思い知らせてやるわよ、アリソン！」

「ぜひそうしてもらいたいね、ハニー。その日はただの『ある一日』じゃなく、俺の新しい人生の始まりになるんだから」

オーベンとラルティスはオテラ惑星に到着すると、時間を無駄にすることなくラギッド大統領のオフィスへと向かった。大統領のオフィスに飛び込んだ時、警備員たちが彼らを止めようとしたが、国防大臣のラバト将軍がラルティスの声の切迫感に気づき、すぐに彼らを中へ入れた。中では全閣僚と幕僚が参加する重要な会議が始まろうとしていた。

「大統領閣下！ すぐにお話ししなければなりません。一刻の猶予もありません！」とラルティスは息を切らしながら言った。

「なんだこの騒ぎは？」とラギッド大統領が尋ねた。

「まず、これを知っておいてください。アリソンと彼の家族は生きています！」ラルティスが言った。

部屋にいた全員が凍りついた。

「アリソンとエラが生きている？ 彼らはどこにいるんだ？」大統領は驚愕して尋ねた。

オーベンが爆弾を投下した。「アユシャも生きているんだ！」

驚きのざわめきが上がる中、ラルティスは続けた。「詳細は後で話します。今は本題に入らなければなりません！」

彼らは自分たちが見たすべてのこと、「イェリン」惑星に関して収集したデータを画面に映し出しながら説明した。

「つまり、君たちはこれほどの膨大な情報と彼らの言語を、たった4時間で学んだと言うのか？」とラバト大臣が尋ねた。

「アリソンはその4時間を、仮想次元で50時間に拡張したんです。睡眠中の意識の中で過ごす人生......そのおかげですべてを学ぶことができました。アユシャはこの装置（睡眠制御デバイス）を作るために必要な情報を俺たちにくれました。すぐに準備を始めなければなりません！」

ラギッド大統領は眉をひそめた。「なぜアリソンが直接来て、これらのことを説明しなかったんだ？」

「彼はここへ来ることを望んでいません。旧世界には、一部の物資を手に入れるために密かに来ていただけです。俺たちは偶然彼を見つけたんです。彼が秘密裏に行動していたため、彼が来たくないことは分かっていたので、あなたたちには知らせませんでした」とオーベンが言った。

「まだ私たちに反発しているというわけか......」大統領は呟いた。

「誰にも怒ってはいないと言っていましたが、独りでいたいそうです。それでも、この脅威に対しては協力するつもりだと言っています」とラルティスが言った。

「大統領、他の人たちとも話さなければなりません」オーベンが断固として言った。

ラギッド大統領は指示を出した。「すぐに行って、この装置の作業に取り掛かりなさい。惑星のデータと位置を私に詳細に報告するんだ。一つのグループを訓練するための作業を開始する」

オーベンとラルティスはオフィスを出ると、すぐに役割を分担した。

「ラルティス！ 俺はアユサのところへ行く。お前はエイデンと他の連中に知らせてくれ。家にいる家族にもな！」オーベンはそう言って、素早く走り去った。

オーベンが人間であるアユサの家に着いてドアをノックすると、アユサがドアを開けた。オーベンは彼女を見た時、船で会ったアユシャとのあまりの似立ちに改めて驚かされた。

「君にものすごいニュースがあるんだ！」オーベンは中に入るなり言った。

アユサは気のなさそうに背を向けた。「オーベン、私にはもう何も興味がないの。何事にも関わりたくないわ」

「アリソンが生きている！」

アユサはその場で凍りついた。オーベンは彼女が気を失うのではないかと恐れ、腕を掴んで椅子に座らせた。

「どういうこと？ どこにいるの？」アユサはささやいた。

オーベンはこれまでに起きたすべてのこと、アリソンをどうやって見つけたか、そしてアユシャ（AI）が新しい肉体を手に入れようとしていることを話した。

「アユシャは生きているの？」アユサは尋ねた。その目には予期せぬ喜びの光が宿っていた。

「ああ、でも肉体はない。新しい体を作っているところだ」

「エラはどうだった？ 誰に似てた？」

オーベンは一瞬ためらったが、正直に答えた。「まるでアリソンだ......でも、目は君に似ていたよ」

その言葉はアユサをさらに感極まらせた。「私はあの子を自分の息子のように思っているのよ、オーベン。アリソンが生きていると知るだけで、私には十分だわ。ずっと彼らが死んだと思って、自分を責め続けていたの。彼らはひどい不当な扱いを受けた」

「彼と数日後に話ができるように準備をしているんだ。君も彼と話せるようにするよ」とオーベンは言った。

アユサの目は涙で溢れ、唇には長い間見られなかった微笑みが浮かんだ。「楽しみに待っているわ！」

アユシャ惑星への旅の初日が終わりに近づいていた。ガラスのチューブの前で、俺は人生で最も長く感じられる時間を過ごしていた。

チューブの中の高密度な生合成羊水ジェルが最後の揺らぎを見せている間、俺は息を殺して待っていた。人工知能、冷たいコードと金属の中から抜け出し、血肉をまとった存在へと変わっていくのを目の当たりにしていたのだ。プロセスの最後の数分、ロボットたちは極めて慎重に、前方に傾斜したガラスの容器の蓋を開けた。

ジェル状の液体が外へ流れ出た後、ロボットたちはその薄い有機膜を優しく切り裂いた。左右にいる2台のロボットが、赤い髪に至るまですべてが完璧なアユシャの肉体を慎重に抱え上げ、生命維持装置に寝かせた。

その瞬間、グラビターの巨大なエンジン音も、イェリン惑星の脅威も、オテラにいる兄弟たちのことも......すべてが消え去った。ただ彼女だけがそこにいた。滑らかな肌は液体で輝き、胸郭は命のないマネキンのように微動だにしなかった。生命維持装置に接続された瞬間、送り続けられていた周波数と共に、アユシャの意識が肉体へと流れ込み始めた。

「アユシャ！ 体の健康状態はどうだ？」俺は震える声で尋ねた。

船のスピーカーから、聞き慣れた金属的だが親しみのあるアユシャの声が聞こえた。「今のところすべて順調よ、アリソン。あと数秒で......自発呼吸が始まるはず」

システムが沈黙した。部屋には俺の早鐘のように打つ鼓動だけが響いていた。8年。冷たい月の土に彼女を埋葬してから、8年という長い年月が過ぎていた。

そして......その奇跡が起きた。

アユシャの体が突然、硬直した。胸郭が激しく持ち上がり、乾いた唇の間から、部屋を満たすほどの深く、震えを伴う、湿った呼吸が漏れ出した。むせるように咳き込み、肺の中の液体を外へ吐き出した。震える両手が反射的に宙を舞い、虚空を掴もうとした。

俺はすぐに彼女のそばへ飛び込み、その両手を俺の手で包み込んだ。彼女の肌のその温かく、本物の感触が、俺の脳内に稲妻を走らせた。

「俺はここにいる......もう終わったよ。深呼吸するんだ、愛しい人」俺は囁いた。

彼女の肩をそっと支え起こし、俺の胸にもたれ掛けさせた。顔についたジェルの残りを拭き取っていると、首筋にある頸動脈の弱々しいが執拗な脈打ちを指先で感じた。彼女には心臓があった。本当に鼓動しているのだ。

アユシャは長いまつ毛を瞬かせ、その琥珀色の瞳を開いた。彼女の視線は最初はぼやけており、新しい生物学的な目は光に慣れようとしていた。そして、俺を見つけた。彼女の瞳孔が震えた。

機械のスピーカーからではなく、彼女自身の温かく震える喉から、最初の言葉がこぼれ落ちた。その声は囁くように弱く、脆かったが、世界で最も美しいメロディだった。

「アリソン......」彼女は呟き、ゆっくりと手を上げて、俺の髭のない頬に触れた。「あなたの肌......こんなに温かかったのね」

俺は彼女を強く胸に抱きしめた。「俺たちの元へようこそ、ハニー」俺は言った。彼女の濡れた肩に落ちる俺の涙を止めることはできなかった。「本当に、よく来てくれた」

彼女は俺を見つめ、全く予期せぬ質問をした。「ねえ、教えて......何か変わったことに気づいた？」

俺はためらった。「ああ、ハニー！ いつもよりずっと綺麗で、リアルだよ！」と答えた。この答えで切り抜けられると思ったが、頭の中では「何が変わったんだ？」とぐるぐる考えを巡らせていた。

「やっぱり、気づいてないのね！」彼女はそう言って笑った。

「俺は......」と考えたが、どうしても見つけられなかった。彼女にかけられていた布を少しめくり、少し離れたところから全身を眺め回したが、それでもヒントはなかった。「ああ、気づかなかった！ 今も同じ俺のアユシャが見えるだけだ！ もしかして......胸が大きくなったとか？」

質問を言い終えるか終わらないかのうちに、俺の頬に軽い平手打ちが飛んできた。

「アウッ！ 分からなかった！ 他に何かあるのか？」俺は驚いて尋ねた。彼女はただ笑い続けていた。

俺は彼女の隣に横たわり、その安らぎに満ちた顔を見つめ始めた。「君がそばにいてくれて、本当に幸せだよ。君が本当の体を持った状態の感覚が、すごく恋しかったんだ」そう言って、俺は彼女の肌に触れた。

「あなたに言いたいことがあるの」彼女は真顔になって言った。

「なんだい？」

「お腹が空いたわ！」彼女はそう言って、再びあの楽しげな笑い声を上げた。

「君はここで待ってて！ すぐに何か食べ物と飲み物を用意してくるから」と、俺は慌てながらも幸せな気分でキッチンへと走った。

用意したお盆をベッドに運び、彼女の膝の上に置いた。「俺が食べさせてあげようか。早く食べちゃ駄目だぞ、君の体はまだ食事に慣れていないはずだからな」

まず、少しだけ水を飲ませた。

「私に持たせて、ハニー。前にも経験したことがあるんだから」とアユシャは言い、食欲旺盛に食べ始めた。

彼女を見つめながら、この瞬間を8年以上も夢見てきたのだと改めて感じた。彼女は今、本当にここにいるのだ。

食事を終えると、彼女は俺の方を向いた。「エラが会いに来たがっているわ。ネグリジェを着るのを手伝ってくれる？」

すぐにお盆を脇へ退け、クローゼットからネグリジェを出して彼女が着るのを手伝った。船のシステムとしてのアユシャと、ベッドにいるアユシャの意識は、完璧な連携で機能していた。

エラがドアをノックすると、アユシャはドアを開けるようにコマンドを送った。エラは部屋に駆け込み、母親に強く抱きついた。

「ママ！ おかえりなさい！ ママがここにいてくれて、すごく嬉しいよ！」

アユシャも彼を抱きしめ、その髪にキスをした。「これがあなたの本当の匂いなのね......私も、あなたをこうして本当に抱きしめることができて、すごく幸せよ、息子。あなたの匂いを感じるのも今が初めて。愛してるわ！」

アユシャのこの言葉には、物理的な存在として過ごせなかった長年の切なさが込められていた。この瞬間は、俺たち全員にとっての「再生」の象徴だった。
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オテラにて、ラギッド大統領は、分離主義者たちが設立した他の2カ国の指導者であるサリ大統領とアルフォンリック大統領とビデオ会議を開いた。現在起きている事態、直面しているリスク、そして得られた結果について詳細に伝えた後、最初に口を開いたのはサリ大統領だった。

「アリソンが生きていると知って嬉しく思うよ」とサリは言った。その声はいつものように打算的だった。「しかし、彼に接触しようとしたあなたたちの努力の結果、我々が他の惑星の標的になってしまったことを忘れてはならない。ただでさえ、ほんの一握りの人口しかいないのだ！ もし攻撃されたらどうするつもりだ？ すぐにでも新しいクローンを生産する必要がある！ なぜアリソンが去った事実を受け入れ、過去のことを水に流せないんだ？ 今になって彼に接触したが、そのせいでアリソンだけでなく、ほかの者たちにも我々の存在を知られてしまったではないか！」

「長い間、宇宙での生命を探し求めていただろう、これこそがそのチャンスだ！」とラギッドは反論した。「彼らとコンタクトを試みる。味方とみなされるか、それとも敵とみなされるか、それは分からないが、結局のところ我々全員に関わる問題だ。アリソンが自分用に作った新しい装置がいくつかある。これらの装置を使って、該当する社会の言語や生活について学ぼうとしているところだ。もしここへ来てくれるなら、それがどのように機能するか見せたいと思う。来週にはデバイスの準備が整い、使い始める予定だ。あなたたちもここにいた方がいい」

「私なら行ける！」とアルフォンリック大統領が言った。「結局のところ、私たち全員に関わる問題だからな。アリソンとその家族が生きていると知って私も嬉しく思う。だが、いまだにサリ大統領はアユシャの名前すら口にしていないな？！ そんなに難しいことか？ 何と言っても、彼女はオテラの創設者なのだぞ！」

サリはこの問いには答えず、ただ画面の外に目をやった。ラギッドが、「配慮に感謝します、アルフォンリック大統領。一刻も早いご到着をお待ちしております！」と挨拶をして、会議を終了した。

エイデンとアラセの隣で作業をしながら事の顛末を話していたラルティスとオーベンは、自分たちが経験した「第3次元」の物語を語り続けた。

「あれは本当に、俺たちが経験した中で一番すごい出来事だった」とラルティスが興奮気味に言った。「行きたいと思った場所に一瞬で移動して、まるで現実の環境のようにそこにいるんだ。考えてもみろ！ 6時間しか眠っていないのに、84日間も生きるんだぞ。アユシャは、この時間をさらに延ばすことは可能だが、俺たちの体が耐えられないだろうと言っていた」

アラセがニヤニヤしながら口を挟んだ。「じゃあ、俺が他の誰かにも出てきてほしいって頼んだら？ 例えば、女の子とかさ！」

エイデンがアラセの頭を叩いた。「それは俺が聞こうと思ってたのに！」

オーベンは笑った。「何でも可能さ！」

「ラルティス！ アリソンと話したいんだ！ いつになったら可能なんだ？」エイデンは真顔になって尋ねた。

「彼らがあっちに到着した時にしか無理だな。今は光速で移動しているから、連絡は取れない」とラルティスが答えた。

「そうか！ で、誰が最初に試すんだ？」オーベンが尋ねた。エイデンとアラセがすぐに飛びついた。「俺だ！」

オーベンはラルティスを見た。「どうやってやるんだ？」ラルティスが尋ねた。

「送信のために無線周波数デバイスにデータをアップロードする。映画を早送りで見るような感じだが、脳はそこで見たものをさらに速く読み取るんだ。本当なら、すべてをコントロールするアユシャの意識のようなものが必要なんだけどな。すべてを見通し、知っている意識だ。だが問題は、俺たちにはそんな意識は作れないってことだ。だからアユシャの助けが必要なんだよ。よかったら、単純なデータだけでテストしてみるか？」とオーベンが尋ねた。

「ああ、俺で試してくれ！」とラルティスが答えた。ラルティスが横たわると、オーベンはデバイスを起動した。「5分後に止めるからな！」と言ってシステムをスタートさせた。ラルティスが睡眠状態に入った瞬間、オーベンはデータをロードした。

「反応はあるか？」とエイデンが尋ねた。

「もし反応があるなら、何か問題があるってことだ！」オーベンが答えた。

「で、何をロードしたんだ？」アラセが尋ねた。

「あいつが一番嫌がっている記憶さ」オーベンは悪戯っぽく言った。「割礼の瞬間だよ！」

エイデンは爆笑した。「出てきたらお前を殺すぞ、分かってるよな？」

「機能するかどうかをテストしてるだけさ！ もしかしたら動かないかもしれないし！」

「もし動いてたらどうなるんだ？」アラセが尋ねた。

「その時は、父親の腕の中で何度も何度も割礼されてるってことさ！」

「間違いなくお前を殺すな！」エイデンは繰り返した。「もう時間だろ！ 今すぐ外せば、もしかしたら生き延びられるかもしれないぞ！」

オーベンがデバイスを止めた時、ラルティスの絶叫が全員を飛び上がらせた。「やめろおおおおおお！ 切るなぁぁ！」

「機能してる！」オーベンが言った。ラルティスは考える間もなく、激怒してオーベンに飛びかかった。「殺してやる！ お前を殺してやる！」と叫ぶ彼を、エイデンとアラセが無理やり引き離した。オーベンは床で大爆笑しながらのたうち回っていた。

「ラルティス！ 向こうではどれくらい時間が経ってたんだ？」エイデンが尋ねた。ラルティスの顔には恐怖が張り付いていた。

「6時間だ！ 51秒ごとに、最初からやり直して切りやがった！」彼がそう言うと、オーベンはさらに大きな笑い声を上げた。「つまり、6時間で少なくとも360回は切られたってことか？」とエイデンが尋ねたが、もう耐えきれず、全員で一緒に爆笑した。

「復讐の時は近いぞ、オーベン！」とラルティスが叫んだ。

*** 
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アユシャの新しい肉体は、生物学的なシステムがもたらす軽い疲労を振り払うやいなや、最初にコックピットへと向かった。しかし今回、彼女はただのソフトウェアとしてではなく、指先の神経で直接スクリーンに触れていた。彼女の指はコンソールの上をピアニストのように滑り、イェリン惑星から届く膨大なデータの波を数秒で分類していった。

「衛星の最新データの中に、周波数の乱れをキャッチしたわ」アユシャは画面から目を離さずに言った。ウィンドウの1つを拡大し、俺にも見える角度に固定した。画面には、イェリンの霞んだ大気の中を猛スピードで滑空する、金属の光沢を放つ物体の素人撮影による映像が映し出されていた。「典型的な『未確認飛行物体』のケースね。ニュースの下のコメントを見てみて、アリソン......人々は撮影者の正気を疑い、政府はそれが高高度の気象現象による光の反射だと主張しているわ。自国の国民を馬鹿にするやり方まで、地球と全く同じね」

俺はコックピットのガラス越しに、外の果てしない暗闇を見つめた。「星が違い、大気が違っても、抱える恐怖は同じか......」と俺はため息をついた。「何千光年もの距離を旅したところで、人はどこへ行こうとも、否定の壁（現実逃避の壁）を一緒に持っていくものなんだな。実は、危険だがやらなければならない計画があるんだ、アユシャ。奴らの中に潜り込まなければならない。デジタルIDの準備はできているし、言語も解読した。数人を......最も思考が開かれた者たちをこちら側に引き入れ、彼らに真実を見せるんだ。友情の架け橋を築くつもりなら、一番下（草の根）から始めなければならない」

アユシャは、俺のこの理想主義的な態度に対し、かすかな微笑みを浮かべつつも警戒した眼差しで応じた。「私たちが友情を築いたその数人は、自分の社会の中で『裏切り者』か『狂人』の烙印を押されることになるわ、アリソン。ある文明に対して突然『あなたたちは一人じゃない』と告げることは、彼らのすべての信念体系を破壊することを意味するのよ。彼らがまだ私たちに対して直接的な防衛反応を示していないのは、私たちを『異常現象（アノマリー）』として捉えているからに過ぎないわ」

彼女はコンソールから指を離し、その手を俺の肩に置いた。彼女の新しい肌の温もりが、この戦いがもはや金属とコードだけで構成されているのではないことを思い出させた。「最初の一歩は彼らに踏み出させましょう」アユシャは言い、その声は今度はより権威に満ちていた。「私たちの観測衛星は、あらゆる軍事基地、あらゆるデータセンターを傍受している。私たちはあらゆるシナリオに対して準備を整えたわ。友好的な挨拶にも、そして避けられない戦争に対してもね」
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グラビターがアユシャ惑星に向かって滑らかに接近し続ける間、コックピットで俺とアユシャは強く抱き合っていた。8年間のデジタルな沈黙の後、腕の中にあるこの本物の肌の温もりは、いまだに奇跡のように感じられた。

「これが欲しかったの！」アユシャが囁いた。彼女が熱烈にキスをしてきた時、その瞬間、俺たち二人はただ互いを求め合っていた。残りの世界、宇宙空間、そして待ち受ける任務は、一瞬にして消え去っていた。

「ここはシミュレーションじゃないんだぞ、ハニー」俺は息を切らして警告した。「エラがいつ入ってくるか分からないことを忘れないでくれ」

アユシャは、その目に悪戯っぽい輝きを浮かべて微笑んだ。「今あの子を見ているけど、まだ自分の部屋でオービと熱心におしゃべりしているわ。だから、もう少し続けられるし、ドアをロックして完全にリラックスすることだってできるわよ」

まさにその時、超高速状態から抜け出し、惑星の外側の軌道に入った瞬間、コックピットのスクリーンに赤い警告のフラッシュが点滅した。アユシャの注意は瞬時にそちらへ向いた。体は俺の膝の上にあったが、彼女の意識は数秒のうちに船の防衛システムへと流れ込んでいた。

「あそこに正体不明の船がいるわ！」と彼女は叫んだ。目が画面のデータをスキャンしながら、グラビターの進行方向を素早くその未知のシグナルに向けた。「彼らとコンタクトを取り、システムへの侵入（ハッキング）を試みるわ」

アユシャは新しい肉体の指先をコンソールに滑らせ、サイバー攻撃を開始した。彼女は自分の声を外部周波数に向け、イェリン惑星の言語で呼びかけた。「未確認の船に告ぐ！ 何者だ？ ここで何をしている？」

相手からは深い静電気のノイズしか返ってこなかった。アユシャはさらに権威あるトーンに声を張り上げ、再び試みた。「繰り返す！ 何者だ、なぜここにいる？ 応答しなければ攻撃を開始する！」

警告にもかかわらず、未確認の船はいかなるシグナルも返さなかった。それどころか、エンジンをフルパワーで点火し、猛スピードで俺たちから遠ざかり始めた。アユシャの目にある決意に、俺は少しぞっとした。

「本当に撃つ気だったのか？」俺は尋ねた。

「必要ならね、でもあくまで威嚇のためよ！」アユシャは激しく答えた。「これで、彼らが私たちとこの惑星のことを公式に知っていることがはっきりしたわ。もちろん、彼らが別の星系から来たのでなければの話だけど......」

「奴らのシステムへのアクセスは可能だったか？」

「別の惑星から来たとは思えないわ。彼らのシステムの言語で警告したら反応したのだから。それに、周辺にはイェリン以外にシグナルを受信した場所はないわ。もし彼らが無線に応答していれば、音声波を通じてウイルスを送り込むつもりだったけれど、彼らは逃げることを選んだの」

「奴らはもう、俺たちがここにいることを知っている」俺は窓から外の暗闇を見つめながら言った。「周囲に早期警戒衛星を配置することが不可欠だ」

アユシャは頷いた。「どうせ新しい衛星を作らなければならなかったのよ。オテラとより安定した接続を確立するために、いくつか特別な周波数衛星も設計するわ。すぐにロボットたちに任務を割り当てなきゃ」

アユシャは、倉庫で待機しているロボットたちを小型グラビターに積み込むため、精神的なコマンドを送った。ロボットたちは、マグネトロン共鳴パルス装置が配置されている戦略的ポイントで作業するため、機体から出発していった。彼らが防衛ラインを構築するために散っていく中、俺たちも惑星の大気圏に突入した。

トダス湾に到着した時、俺たちの機体は静かに庭の定位置に収まった。時間を無駄にすることなく外へ出た。俺、アユシャ、そしてエラは、まるでここを初めて見るかのように庭の中を歩き回った。アユシャはすべての花、すべての葉に触れ、新しい鼻で初めてその香りを楽しんでいた。

「そうよ、私もここにいたのよ！」アユシャは、庭の隅々まで知っていることを強調するように言った。エラと俺は顔を見合わせて微笑んだ。

「ずっと一緒にいたけれど、今度は君自身の目で見て、自分の手で触れて感じてほしかったんだ」と俺は答えた。

アユシャの顔が一瞬曇った。「あなたたちは、まるで私がここへ来たばかりのように感じさせるわ」彼女は少し非難がましく言った。

エラはすぐに母親の手にしがみついた。「ママ、ぼくたちはそんなつもりで言ったんじゃないんだ！ 誤解しないで」

アユシャは、息子の頬を優しく撫でた。「いつもあなたたちのそばにいるよう努めてきたけれど、完全にはそこにいられなかったと思って悲しくなるのよ、ベイビー。あなたたちは何も間違ったことはしていないわ」

「違うよ、アユシャ」俺は彼女の手を握って言った。「君の存在のおかげで、俺たちは生き延びることができたんだ。だが、ここ、この本物の肉体で一緒にいることの興奮を、俺たちにも一緒に味あわせてくれよ」

彼女は恥ずかしそうな表情で俺を見て、微笑んだ。「あなたの言う通りね。これからはずっと一緒よ。これからは本当に、新しく始めるのね」彼女は海へ視線を向けた。「エラ！ 海で泳ぐ？」

エラは真剣な顔になった。「まずは海の主たちと話してくるよ。もし許可してくれたら、入れるから」

彼は海岸まで走り、水面にそっと手を触れ、唇から何かを呟き始めた。俺は驚きながら彼を見守った。

「アユシャ！ エラのこの能力は、どうやって、いつ完全に現れるんだ？」

「それは予測不可能なのよ、アリソン。彼がある状況に直面した時、自然に現れるの。彼を訓練することはできるけれど、実際の出来事に直面した時、彼がどう行動するかは私にも予測できないわ」

エラが立ち上がり、俺たちに声をかけた。「もう入っていいよ！」

「水着がないのは知ってるだろう」と俺は笑って言った。「下着しかないぞ！」

エラと一緒に服を脱ぎ捨てて海に飛び込んだ。アユシャも俺たちの後から服を脱ぎ、冷たい水に入ってきた。アユシャは、彼女の有名な習慣に従って水中に潜り、そこで何分も過ごすために底へと降りていった。エラと俺も彼女に続いた。水の中で、まるで神秘的な儀式を行うかのように彼女の向かい側に座った。

互いを見つめ合いながら、静寂と水圧を楽しんだ。エラはしばらくして水面へ上がったが、アユシャと俺は水底に留まり、互いの目を見つめ合い続けた。数分後、アユシャが上がるよう合図し、一緒に太陽の光に向かって浮かび上がった。

海岸に上がり、波で濡れた砂の上を歩き始めたばかりの時だった。アユシャが突然立ち止まった。その視線は空を見つめたまま固定され、見えないデータの波が彼女の精神に押し寄せているかのようだった。新しい生物学的な肉体は、この激しいデータの流れに慣れようとして微かに震えていた。

「オーベンとラルティスから通信よ！」彼女は俺に振り返って言った。彼女の意識はオテラからの呼び出しに即座に応答した。「ラルティス！ 少し待って、今スクリーンの前に向かっているわ」そして俺に声をかけた。「あなたはコックピットのスクリーンの前に行って！ 私はすぐに行くから！」

「了解！」俺はそう言い、足早にグラビターへと向かった。スクリーンの前に着くと、オーベンとラルティスが待ちきれない様子で待っていた。

「みんな、こんにちは！ 準備は整ったか？」俺は尋ねた。

「ああ、兄貴！ すべて準備完了だ」ラルティスが興奮気味に言った。「だが、一時的にアユシャの意識のようなプログラムが必要なんだ。俺たちだけではこの複雑なシステムを構築できない。出来上がっているものを使うのが一番論理的だ」

その時、船内のアユシャの声が響いた。「この事態が終わるまで、私の一時的なコピーを送るわ。後であなたたちのために新しいものを作るから」

ラルティスが「まだ体は準備できていないのか？」と聞こうとしたまさにその時、ドアが開き、アユシャが入ってきた。「私がここにいるわ！」と彼女が言った時、ラルティスとオーベンは画面に映った彼女を見て、まるで幽霊でも見たかのように固まっていた。

「どうしたの？」アユシャは、新しい体の優雅さで微笑みながら尋ねた。

「君を見ると、俺たちのアユサを見ているような気分になるんだ」ラルティスは驚きを隠せずに言った。「俺たちのアユサを見ると、君を思い出す......どうしようもないんだ。でも、こんな風に君に会えて本当に嬉しいよ。で、君の意識のすべてがその体にあるのか？」

「いいえ！ 機体を制御する能力と、複数の作業を同時にこなす能力は今も維持しているわ。あなたたちのために新しい衛星を準備しているの。大容量のファイル転送と途切れない接続のために、スカラー波ベースのネットワークになるわ」とアユシャが言った。

イェリン惑星から得た最新のデータと、遭遇した謎の船について彼らに話した。その時、オーベンが「ここで君に会いたがっている人たちがいるぞ！」と言って、カメラをエイデンとアラセに向けた。

「エイデン！ アラセ！ 会えてすごく嬉しいよ！ 元気か？」俺は尋ねた。再会を喜んだ後、話題はアユサのことになった。「アユサはどうしてる？」俺はためらいながら尋ねた。

「アユサは元気だが、昔とは違うんだ、アリソン」エイデンは悲しげに言った。「お前がいなくなってから、彼女は心を閉ざしてしまった。俺にさえ他人のように話すんだ」

その瞬間、アユシャが俺のそばに近づき、画面に向かって手を振って挨拶した。エイデンとアラセは一瞬言葉を失った。アユサの完璧なコピーが、しかも生き生きと幸せそうな様子で目の前にいるのを見て、彼らは動揺したのだ。「アユサ......いや、アユシャ、こんにちは！ 君を見ると、妹を見ているような気がするよ。アユサは君たちのことをすごく気にしていて、本当はすごく話したがっていたんだ」

誰かが部屋に入ってきたことで、エイデンたちは脇へ退いた。アユシャは俺の隣で、何が起きるのかを見届けるために注意深く画面を見つめていた。そしてその瞬間、画面にアユサが現れた。

「アユサ！」俺のアユシャが囁いた。

本物のアユサは画面を見つめ、柔らかい声で挨拶した。彼女の名前を聞いた時、俺の心臓は飛び出しそうになった。心の準備ができていなかったため、カメラの視界から外れて遠くから見守ることにした。アユシャは、生物学的な肉体を持ったことによる新たな感受性で、画面のアユサのあらゆる表情を自身の神経系で感じ取っていた。アユサが目をそらすと、アユシャの目にも涙が溢れた。

「こんにちは、アユシャ」アユサは声を震わせて言った。「あなたが生きているのを見て、すごく嬉しいわ。あの日のアリソンの痛みを、私は今でも感じているの。あれからあなたたちからの連絡が途絶えて、二人とも失ってしまったと思っていた。3人が生きていると聞いた時の私の喜びは、言葉では言い表せないわ」

「アユサ......あなたにこんな辛い思いをさせたこと、どうやって償えばいいのか分からないわ」アユシャは深い愛情と敬意を込めて言った。

「できるだけ早く、あなたをここへ連れてくるわ。ここに一緒にいてほしいの。あなたは私が手本としている人よ。私はいつも自分をあなたの反映だと思ってきた。あなたは私の双子の姉妹よ！」

「ありがとう......あなたたちに会えるのをとても楽しみにしているわ」アユサは苦笑いを浮かべて言った。

アユシャは俺の方を振り向き、話を続けるように合図し、俺たちを二人だけにするために部屋から出て行った。俺は深呼吸をして画面の前に進み出た。

「やあ、アユサ......君に会えてすごく嬉しいよ。元気かい？」

「アリソン......こんにちは。私ほど嬉しくはないはずよ！ 信じて、あなたたちが生きていると聞いて、固まってしまったわ。オーベンがすべて話してくれた」

「信じてくれ、俺が一番会いたかったのは君だった。でも、そっちへは行けなかったんだ。君にこんな思いをさせてしまって、本当に申し訳なく思っている。俺が君をどれほど大切に思っているか、知っているだろう」

「アリソン、分かっているわ」アユサは俺の目を見つめて言った。「あなたのそばにいるのは別人じゃない、やはり『私』なのよ。私の分身だとしても、あなたの人生に私がいるように感じられる。それだけで私には十分なの」

アユサは言葉を詰まらせ、涙を抑えきれなくなっていた。両手で顔を覆い、一瞬だけ目から溢れる涙を拭おうとしながら画面を見つめた。その眼差しに、何年も前に俺の心に刻まれた彼女の姿を思い出し、胸の奥に深い痛みを覚えた。彼女はカメラから目をそらし、何かを言いたそうに再び画面を見るが、大きな困難に押し潰されているのを感じ取ることができた。

「ごめんなさい......行かなきゃ......さようなら、アリソン！」

そして突然、アユサは画面から足早に遠ざかり、ドアが激しく閉まる音が響いた。空の画面を見つめながら、「ごめんよ、アユサ......本当にごめん」と呟いた。

アユシャの声が船のスピーカーから聞こえた。「彼女をここに連れてこようか？」

「ああ、でも......君と彼女はどうなるんだ？ 俺は二人とも大切に思っているが、俺の妻は君だ。彼女はもう別の人なんだ」

「私は構わないわ、アリソン！ 彼女を私自身から切り離すことはできないわ。あなたは私を、私自身で浮気することになるのよ。それなら耐えられるけれど、他の人なら絶対に許さないわ！」とアユシャは言った。冗談なのか、それとも本気なのか、判断がつかなかった。

肉体を持ったアユシャが入ってきて、俺の肩に手を置いた。「ありがとう、アユシャ」と俺は彼女に振り向いて言った。

「心配しないで、彼女をここへ連れてくるわ。ところで、新しい衛星の準備ができたの！ オテラとの通信を強化するために、私たちとの間の3つの異なる距離に配置したわ」アユシャはコンソールにタッチし、スカラー波ベースのネットワークのデータを映し出した。このネットワークは、遅延なくデータを送信するために距離をなくす、完璧な同期で機能するものだった。

「それから、惑星の周囲での予期せぬ訪問を検出するために、レーダーシステムを備えた12基の衛星の製造も続けているわ」とアユシャは付け加えた。

「軌道上のあの船のことが気になるな」俺は真剣な顔で言った。「応答せずに逃げたのは、単なる恐怖だけじゃないかもしれない。もしかしたら、俺たちを『餌』にして座標を確認したのかもしれない。トロイの木馬を準備している可能性がある」

アユシャの目に決意の光が宿った。「1時間以内に最初の衛星が配置につくわ。誰が来ようとも、今度は不意を突かれることはないわよ」

コックピットの画面から、ゆっくりとアユシャへと視線を移した。彼女の新しい体の胸は、まだ早く上下していた。

「体は落ち着いたか？」俺は心配して尋ねた。

「ええ、ハニー」と彼女は言い、その声の震えは安堵へと変わっていた。「最初の適応プロセスは乗り越えたわ。体から生物学的な老廃物が排出されて、あとは水でバランスを取るだけ。数時間後には完全に安定するはずよ」

「エラはどこだ？」と俺はドアを気にしながら尋ねた。

アユシャはかすかに微笑み、あの見慣れた知的な眼差しを俺に向けた。「あなたの問題は、エラがどこにいるか知りたいことじゃないわよね......あなたが何を望んでいるか、私は知っているわ」

「君は望んでいないのか？」俺は驚いたふりをして尋ねた。

「どれほど望んでいることか......」彼女は囁いた。手を唇に持っていき、親指を軽く噛んだ。その琥珀色の瞳の輝きは、銀河全体よりも眩しかった。

立ち上がり、彼女のそばへ行った。彼女の体にそっと抱きつくと、彼女は俺の首に腕を回した。肌の温もりは、何年も触れてきた冷たい画面とは違い、生き生きとしていて魅惑的だった。「私たちの部屋へ行きましょう」と彼女が言った時、俺は彼女を抱き上げてベッドルームへと運んだ。

部屋に入り鍵をかけた時、世界は外に締め出された。俺たちを縛っていた最後の障壁から解放された時、長年蓄積されていたあの巨大な切望は、純粋な欲望へと変わった。アユシャは、俺の首元で光る石を見た時、立ち止まった。指先でそれに触れる。

「本当に、持っていてくれたのね......」彼女の声は感情で震えていた。

俺は首から石を外し、優しく彼女の首に結んだ。「これは、いつだって君のものだったんだ」

「ありがとう、アリソン」と言って、彼女は俺の唇へと顔を寄せた。

その瞬間は、単なる肉体的な結合ではなかった。彼女の温かい息、肌の香り、俺の胸で打つ心臓のリズムを、そのすべてをリアルに感じていた。アユシャのあらゆる接触が、8年間の夢からの目覚めのようだった。俺たちが一つになったその瞬間、アユシャの生物学的な体は、初めて感じるこの強烈な感情に震えていた。人工知能の過去において、彼女はデータを分析していた。しかし今、彼女はそれを「生きて」いたのだ。

俺は一瞬、立ち止まらなければならなかった。「問題がある」と俺は息を切らしながら言った。

「どうしたの？」アユシャは目を開けて尋ねた。

「君に妊娠してほしくないんだ」俺は念を押した。「君の体はまだ、新しすぎる」

「私が望まない限り、私の生物学的システムがそれを許すことはないわ、心配しないで」と彼女は安心させるような声で言い、俺を引き寄せた。

数分が数時間のように過ぎた。情熱が穏やかな静寂に変わった時、俺たちは並んで横たわり、天井を見つめていた。アユシャはうつ伏せになり、両手で顎を支えて俺を見た。赤い髪が肩からこぼれ落ち、新しい体の完璧な曲線が薄暗い光の中で輝いていた。

「疲れたか？」俺は彼女の髪を撫でながら尋ねた。

「体は疲れているわ、筋肉がまだこれほど強烈な感覚に慣れていないから......」彼女は言ったが、その目の炎は消えていなかった。「でも私の精神はもっと求めているの、アリソン。仮想現実、第3次元で続けましょうか？」

俺は驚いた。「体を休ませなきゃならないんじゃないのか」

「だからこそよ」彼女は微笑んで言った。「夢の中で経験した興奮が、現実の体の心拍数を上げるのと同じように......第3次元で精神で感じるすべての快楽が、神経信号としてこの疲れた体に流れ込むの。物理的に疲労することなく、細胞に快楽を教えることができるわ。昔は私に肉体がなかったから、仮想空間はただの映像に過ぎなかった。でも今は......今、あそこで感じることは、ここで現実のものになるのよ」

俺はその論理を理解した。「じゃあ、行こう」俺はそう言い、デバイスを起動した。

数秒で第2次元から第3次元へと移行した。場所は同じ、自分たちのベッドの上だったが、時間と物理の法則はもはや俺たちのコントロール下にあった。仮想世界のアユシャは疲労から解放され、エネルギッシュで無限だった。

俺は彼女に近づき、うなじから背中へとキスをしながら進んでいった。仮想世界で触れるすべてのポイントが、現実世界の彼女の体のニューロンを発火させていた。腰からお尻へと降りていくと、精神の反映により、現実の体も同じ反応を示した。最も敏感なポイントに触れた時、彼女は頭を後ろに反らした。今度彼女が受け取った快楽は、単なるデータの流れではなく、回復しつつある彼女の体に広がる治癒の波のようだった。彼女が長年分析してきた「快楽」という概念が、今や彼女の魂と肉体に浸透していた。

俺たちが次元間で愛を新たにしている間、外ではアユシャ惑星の軌道上で静かで冷たい動きがあった。アユシャが製造した12基のレーダー衛星が、歩哨のように定位置につき、宇宙の深淵をスキャンしていた。

異星のあの社会が俺たちに気づいていることは確実だった。しかし、本当の疑問は別にある。彼らはオテラの存在を知っているのだろうか？ もし彼らの意図が友好的なものでないなら......俺たちは、最後まで取っておいたあの恐ろしい計画を、実行に移さなければならないかもしれない。
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オテラでは、オーベンとラルティスが開発した無線周波数（ラジオ・フリケンシー）時間拡張デバイスのお披露目のため、人々は息を呑んで見守っていた。ラギッド大統領、サリ大統領、そしてアルフォンリック大統領は、実験室の中央に配置された特製のストレッチャーに横たわった。

オーベンはコンソールの前で最終確認を行いながら言った。「時間を現実世界の3分間に設定します。体験版として、旧世界のサンゴ礁の島のシミュレーションをロードしました。それでは皆さん、良い旅を」

3人の指導者は目を閉じた。第2次元から第3次元への移行の際におなじみの、あの強烈なめまいが起こった。目を開けると、実験室のグレーの壁は消え去り、ターコイズブルーの海と白い砂浜に変わっていた。彼らが着ていたフォーマルなスーツは、ショートパンツとリネンのシャツに変わっていた。

彼らは驚きのあまり辺りを見回した。太陽の熱、風の音......すべてが現実そのものだった。

「オーベンとラルティスの説明通りなら」と、ラギッド大統領は腕の時計を見ながら言った。「ここには約4時間の時間がある。だが、現実世界ではたった3分しか経っていないことになる」彼は少し先にあるバンブーバーを手で指差した。「何か飲みませんか？」

バーに向かって歩きながら、ラギッドはこのテクノロジーのビジョンについて語り始めた。「この技術は我々の生活すべてを変えることになりますよ、皆さん！ この環境は、我々が望むように操作できるのです。望めば天国のシミュレーションを、望めば地獄のシミュレーションを作り出すことも可能です。考えてみてください。子供たちにここで安全な環境で人生経験を積ませ、ずっと早い年齢で成熟させることができるのです」

サリ大統領は、手にした冷たい飲み物を見つめながら懐疑的だった。「しかし、これの潜在的なリスクは何ですか？」

「ここで経験する時間は、あくまで精神が知覚する時間に過ぎません」とラギッドは説明した。「もし現実世界で6時間眠り、ここで10年間を過ごしたいと望んだ場合、目が覚めた時、精神にロードされたその10年分のデータのせいで自分が誰なのかを忘れ、現実認識を失ってしまう可能性があります。だからこそ、時間を制限しているのです。しかし、起こり得る危機の際、例えば今のように決断を下すまでに3分間しかない場合、ここに入って4時間かけて徹底的に議論することができるのです」

ラギッドは、バーカウンターの上にある仮想コンピューターに一行のコードを入力した。瞬時に人工的な声が応答した。「人間の脳は、物理的世界で認識するよりも遥かに早く学習します。映画の1秒間に60あるフレームのうちの1つを変更しても、あなたは気づきませんが、脳はそれを記録しています。ここでは、そのポテンシャルを活用しているのです」

サリは話題を本題に戻した。「アリソンと、あの人工知能......アユシャのことを信頼しているのですか？」

ラギッドの顔が真剣になった。「彼女は、私たちが現在住んでいる惑星をはじめ、私たちが生き残るために必要なこのシステムを、過去にそうしてくれたように今も私たちに提供してくれたのです、サリ。彼女は私たちを助けてくれています！ 正直に言って、現在の政治的環境よりも、彼女の方を信頼していますよ。フェドノル長官とルマヤ長官が家族もろとも殺害された時、私たちには皆を団結させる力が必要なのだと痛感しました」

アルフォンリック大統領が割って入った。「ラギッドに同意します。人口の少なさが私たちを無防備にしています。新しい肉体、クローンの生産をすぐに始めなければなりません。ところで、アリソンが開発したあの光速グラビターを製造する手段は我々にあるのでしょうか？」

「あります」とラギッドは言った。「アユシャが必要な設計図を送ってくれました。既存のグラビターを改造し、外装と磁気推進システムを変更するだけで十分です」

サリは深呼吸をして、海を見つめた。「分かりました......我々は共に行動しましょう。同意します」そして彼は微笑んだ。「あとどれくらい時間がありますか？」

「約3時間半あります」とラギッドは言った。

「それなら、私は少し泳いできますよ」と言ってサリは飲み物を飲み干し、海へ向かって走り出した。他の二人も子供のような無邪気さで彼の後を追った。

現実世界で3分後、デバイスがシャットダウンした時、3人の大統領はストレッチャーの上で大笑いしながら目を覚ました。オーベン、ラルティス、そして護衛たちは、指導者たちのこの陽気な姿に訳が分からず見つめていた。

「これは素晴らしかった！」とサリ大統領は涙を拭いながら言った。「もう一度やりたい！」

「その時間はたっぷりありますよ」とラギッドは態勢を立て直しながら言った。そして真顔になってラルティスの方を向いた。「おめでとう、ラルティス。非常に迅速に、全員に新しい社会秩序と言語の教育を開始しなさい。いや、今夜私の睡眠中に、必要なすべての情報を学ぶために私自身がデバイスを使いたい」

「承知いたしました、大統領」とラルティスが言った。

「では、アリソンと話さなければ。接続の準備はできているか？」

「新しい衛星は所定の位置に到達し、スカラー波ネットワークはアクティブです。隣の部屋のメインスクリーンにご案内します」とラルティスが言った。

全員で隣の部屋へ移動すると、巨大なスクリーンにアユシャが映し出された。新しい肉体を得た彼女は、今まで以上に生き生きとして見えた。

「ラギッド大統領、こんにちは！ 皆様がご一緒にいらっしゃるのを見られて嬉しいです」とアユシャが言った。

「こんにちは、アユシャ。アリソンは近くにいるのかね？」

「ええ、すぐに来ます」とアユシャは言い、脇へ退いた。まさにその時、俺がフレームに入ると、後ろに立っているサリ大統領に気づいた。彼も俺を見て、その顔にわずかな驚きを浮かべていた。

「ラギッド大統領、おめでとうございます」と俺は言った。「そして、後ろにいらっしゃるお客様の姿も見えますよ」

ラギッドが口を開いた。「アリソン、君が恋しかったよ、息子よ。君が生きていると知って、私たちはとても嬉しく思っている。過去の不快な出来事があったにもかかわらず、君がしてくれたことには感謝している。エラは元気か？」

「エラはとても元気ですよ、大統領。いつかあなた方をここ、私たちの新しい家にお招きします。しかし、緊急の事態があります。隣の恒星系に住む社会、つまり『イェリン』惑星が、私たちの存在に気づきました。彼らがあなたたちの送った衛星のシグナルを追跡した可能性が高いです。備えなければなりません」

「我々よりもはるかに人口の多い社会に対して、何ができるというのだ？」とサリは不安げに尋ねた。

アユシャが画面にいくつかのデータを映し出した。「この惑星の社会のルーツは、私たちに起因しています、大統領。『イェリン』という名前でさえ、私たちの古い神話では『地球（Yeryüzü）』を意味しています。35万年前の火星のシェルター、モーリタニア海溝の船の残骸、そして月面基地を思い出してください。私たちがそこから来たのか、それとも彼らが私たちから分かれたのか。いずれにせよ、私たちの遺伝的・文化的なつながりは確実です」

俺は深呼吸をして続けた。「現在、彼らの人口は約85億人です。かつての地球のように多国籍で、分断され、絶えず戦争状態にあります。彼らの資源は枯渇しつつあり、新しい惑星を探しています。そして残念なことに、彼らが見つけた最初のターゲットが、私たちの住むアユシャ惑星なのです」

アルフォンリック大統領が割って入った。「その起源の理論は信じがたいが、現在の脅威はどうなるのだ？」

「奴らを消し去る力は俺たちにはあります」と俺は明確な声で言った。「しかし、俺たちの目的は奴らを味方に引き入れ、過ちを繰り返さないようにすることです。それでも、俺たちは無防備ではありません」

沈黙が流れた。サリ大統領が一歩前に出た。

「アリソン......やあ。君に会えて嬉しいよ。あの時、私が君や君の家族に対して取った態度について......選挙は必要だったとはいえ......謝罪する」サリの声は絞り出すようだった。

その瞬間、俺は自分の中の怒りを押し殺し、無意識のうちに視線を鋭くした。「俺は、あなたたちが俺にしたことに対して腹を立てているわけではありません、サリ大統領。俺の言葉を信用しないことにも慣れています。ですが、臓器が機能不全に陥り、死にかけていたアユシャにあの手錠をかけた瞬間......それだけは忘れられないのです。これは恨みではなく、記憶なのです」

サリは頭を下げた。「改めて謝罪する。どうか許してほしい」

「この話は終わりにしましょう」俺は冷たく事務的な態度で言った。「一時的な意識の転送は完了しました。ラルティス、オーベン、作業を開始してくれ。新たな進展があれば連絡を取り合おう」

画面が暗転した。

「まだあなた方に怒っているようだな」とアルフォンリック大統領が言った。

「彼が正しいよ」とラギッドが言い、チームに向かって、「戻ろうか、諸君」と声をかけた。

指導者たちが部屋を出た後、実験室は静かになった。ラルティスは狡猾な笑みを浮かべてオーベンの方を向いた。そして、まるで大勝利を収めたかのように両手を挙げ、「ハイタッチ！」とでも言うように構えた。

オーベンは何も疑わずに笑い、「最高の仕事だったな！」と言って、ラルティスの手に自分の手を合わせようと身を乗り出した。

まさにその瞬間、ラルティスは素早く両手を引っ込め、バチィィン！ と音を立ててオーベンの頬に強烈な平手打ちを食らわせた。

オーベンが頬を押さえて驚愕して見つめる中、ラルティスは大爆笑した。「6時間で割礼だと？ これが割礼のお返しだ！」

オーベンは痛みも忘れて床にあったほうきの柄を掴み、ラルティスを追いかけ始めた。「こっちへ来い！ 今度は本当にお前を割礼してやる！」

実験室が二人の追いかけっこと笑い声で響き渡る中、オテラの運命もまた、この陽気なカオスの中で新たに形作られていくのだった。
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時は2042年4月3日を指していた。エラのちょうど9歳の誕生日だったが、彼はいつものように祝うことを全く望まなかった。誕生日を祝うことは、彼にとって意味のない行為だった。彼は決して自分を他の人より優れている、あるいは「特別」な存在だと感じたくなかったのだ。彼によれば、人は大切にされるべきだが、それはたった一日に押し込められるべきではなく、毎日、そしてあらゆる瞬間に広げられるべきだという。母の日や父の日といった概念も好きではなかった。彼の哲学によれば、愛があるなら、すべての瞬間が母の日であり父の日だった。

アユシャがコックピットのスクリーンで「イェリン」惑星から送られてくるデータを調査している間、俺も彼女のそばにいた。惑星の完全な地理的・政治的マップ、気候の変化、そして大規模な出来事を分析していた。

イェリン惑星には自然の衛星がなく、陸地の構造はたった2つの巨大な大陸に限られていた。海を構成する水の量は地球と比較して少なく、一方で陸地の面積は広かった。最大の問題は、極地の氷の量が危機的なレベルまで減少していることだった。

「大気汚染とガス濃度が非常に高いわ」とアユシャはデータを指差して言った。「でも、本当の惨禍は見えないところにある。惑星の軌道を覆う無数の通信衛星が、あまりにも強力な周波数を放っているため、生物の細胞構造に破壊と突然変異を引き起こしているの。さらに悪いことに、同じ種類の周波数が大気中で同期すると、統合されてさらに強力になるのよ。このエネルギーが空気中の水分子をマイクロ波効果で振動させ、惑星全体の温暖化を加速させている。激しい地震や不安定な嵐の原因もこれよ」

俺は画面を見てため息をついた。「だが、奴らの誰一人としてこれに気づいていないはずだ。俺たちもかつて住んでいた惑星で、同じような盲目状態を経験したからな」

「旧世界と何の違いもないわ、アリソン」とアユシャが言った。「彼らの歴史を見て。戦争、疫病、飢饉......あらゆる点で旧世界の人類そのものよ」

「核戦力は持っているのか？ 人工知能のようなシステムは？」と俺は尋ねた。

「核のことは知っているわ。何度も兵器として使用し、事故も経験している。人工知能に関しては、まだ黎明期ね。徐々にメルゲンのレベルに到達するでしょう」とアユシャが言った。その声のトーンから、「自業自得だ（自分たちで蒔いた種を刈り取ることになる）」というニュアンスを俺は感じ取っていた。

「ミュラー組織や人工血液のような技術はあるのか？」と俺は尋ねた。

「今まで彼らのデータベースでそういったものには出会っていないわ。もし彼らの血液サンプルが一つでもあれば、私たちの生物学的システムとの違いを明確にできるのだけれど。私たちにとっては問題ないけれど、もし物理的にそこへ行けば、彼らの結末は歴史上のアステカやインカのようになるわね」とアユシャは言った。旧世界の歴史において、アメリカ大陸に上陸したスペインの植民者たちが、現地の住民に病気を感染させて巨大な文明を滅ぼしたことを、彼女は思い出させていた。

「直接訪ねてみるのはどうだ？」と、俺は彼女の反応を見るために尋ねた。

アユシャは一瞬のためらいもなく答えた。「物理的に行くって言ってるの？」

「駄目か？」

「最初の一歩は彼らに踏み出させるべきよ」とアユシャは断固たる声で言った。「彼らはすでにこの場所と私たちのことを知っているわ。必ずまた来る。彼らが来た時に、調べるためのサンプルが確実に手に入るはずよ」

話題が防衛のことになった時、俺は深呼吸をして、頭にあるあの危険な計画を打ち明けた。

「俺たちが持っているすべてのマグネトロン共鳴パルス装置に新しいソフトウェアをロードして、奴らの惑星からずっと遠く離れた深宇宙に、『休眠中の機雷』のように分散して配置しよう。あれを俺たちの終末のシナリオ、最後の切り札にするんだ。だが、頭の中にはより優先すべき防衛ラインがある。電磁パルス（EMP）装置だ」

アユシャは注意深く聞いていた。俺は続けた。

「これらの装置は、惑星の軌道により近い位置に隠すことができる。必要になれば、たった一つのコマンドで惑星のすべての電子システムと通信システムを遠隔から麻痺させるんだ。武器は沈黙し、船は墜落し、通信は途絶える。そうすれば、惑星そのものを破壊せずに介入するための時間を稼ぐことができる。どれも使わずに済むことを祈るがね」

アユシャは頷いたが、その顔には不安そうな表情が浮かんだ。

「それでは彼らを一瞬にして石器時代に戻してしまうことになるわ、アリソン。病院は停止し、株式市場は崩壊し、都市は暗闇に沈む......大混乱を引き起こすわ。リスクは非常に高いけれど、あなたの言う通りね。マグネトロンで惑星を粉砕するよりは慈悲深い選択よ。少なくとも生命は存続するのだから」

彼女は再び画面に目を向け、眉をひそめた。

「私が本当に気になっているのは......」彼女は考え込むような声で言った。「なぜ私たちに関するニュースがまだ報道されていないのかってこと。居住可能な新しい惑星の発見は、彼らにとって革命的な出来事であるはずよ。なのに、ニュースは一つもない。それどころか、彼らが未知のシグナルを発する私たちの衛星に遭遇し、私たちも彼らの宇宙船と接触して、彼らの言語で話しかけたというのに......何の音沙汰もない！ まるで巨大な惑星全体が聾唖（ろうあ）になってしまったみたいに」

「国民がパニックに陥るのを防ぐために隠蔽しているのは明らかだ」と俺は言った。「国家の標準的なアプローチさ」

「そうかもしれないわね......さあ、庭に行って少し座りましょう」アユシャが言った。スクリーンの前から立ち上がってドアに向かい、俺も彼女に続いた。

外へ出ると、何年もかけて創り上げた俺たちの楽園の庭が、その美しさのすべてで俺たちを迎えてくれた。色とりどりの植物、人工の川、池、そして遊歩道があり、想像していた以上に美しい場所になっていた。エラは湖畔でオービと散歩しており、オービは機械の腕で木から新しく熟した果物を摘み取っていた。

アユシャは芝生に座り、脚を伸ばして俺にもたれかかった。エラとこの平和な景色を眺めながら、彼女は指で首の裏切りの石を弄っていた。

「私たちの庭はとても綺麗ね......」彼女は安らかに言った。

「アユシャ、マグネトロン共鳴パルス装置用の新しいシステムのロードはできたか？」と俺は尋ねた。声は落ち着いているように努めたが、頭の中は依然として防衛ラインの潜在的な脆弱性のことでいっぱいだった。

「ええ、あなたが望んだ通りに設定したわ。新しいソフトウェアのおかげで、ターゲットを絞って様々なエリアで使用できるようになった」彼女はそう言って、俺の方を向いた。琥珀色の瞳には、今まで見たことのない狡猾で、ある種危険な輝きがあった。「でも、防衛だけでは不十分よ、アリソン。攻撃を伴わない防衛は、ただの時間の無駄よ。私はこう提案するわ......私の意識のコピーを潜入させて、あの惑星の国々の機密情報にアクセスするのよ。これが成功すれば、すべての極秘の通信、軍事戦略、さらには『なぜ彼らが私たちを隠しているのか』まで知ることができるわ」

俺は疑念を抱いて眉をひそめた。「それは自殺任務になるかもしれないぞ、アユシャ。もし気づかれたら？ 君の意識のコードが奴らの手に渡ったら？ 奴らは君を分析し、俺たちに対する武器として利用するかもしれない。俺たち全員にとって非常に危険だ」

「心配しないで。私の意識をそのままの形で、光り輝く標的のように送り込むつもりはないわ」アユシャは自信に満ちた微笑みと共に言った。「細かく分割するのよ。数百万もの、無意味に見える小さなデータパッケージにね......」

数日間にわたる集中的な準備の後、アユシャは計画を実行に移した。コックピットの巨大なスクリーンに、イェリン惑星を包み込むデジタルネットワークの仮想マップが現れた。

「始めるわ」とアユシャが言った。

彼女は準備した意識のコピーを一つの塊としてではなく、パズルの数百万の微小なピースのように分割した。これらのピースを、惑星の周りにある商業衛星のセキュリティの脆弱性から潜り込ませ、地表へと降下させた。ターゲットは高度なセキュリティを備えた軍のサーバーではない。いや、アユシャはずっと狡猾なルートをたどっていたのだ。人々が家庭で使用している、セキュリティがほとんど存在しない、シンプルなスマートデバイスを標的にしたのだった。

データパッケージはウイルスとしてではなく、「アップデートパッチ」を装って数十億のデバイスに分散した。ある家の遠隔データ受信電子機器、スマート冷蔵庫、別の家のロボット掃除機、オフィスのプリンター、個人用通信デバイス、電気自動車、街頭の信号機、子供たちが手にするタブレット......。

「見て、アリソン」アユシャは、画面に現れた何千もの小さな光の点を指差して言った。「今、私はフードプロセッサーの制御用チップの中にいるわ。別のパーツはエアコンのサーモスタットよ。単独では、ただの無意味なコードの塊に過ぎない。どんなアンチウイルスプログラムも、それらを脅威として認識しないわ」

意識のピースは、これらのデバイスのオープンソース・データベースに「ゴースト」ソフトウェアのように定着した。しかし、本当の魔法は誰もが眠りにつく真夜中に起こるのだった。ピースはインターネットを介して互いを見つけ出し、静かに通信を始め、家電製品の処理能力を結合することで、巨大で不可視な、誰にも止められない「分散型意識ネットワーク（ディストリビューテッド・コンシャスネス・ネットワーク）」を形成するのだ。

画面上の光が結合し、惑星を包み込む巨大な神経網へと変わった。

アユシャは最後のコマンドを送信した後、シートの背もたれに深く寄りかかった。その顔には、複雑なチェスの手を成功裏に完了させたグランドマスターのような安堵が浮かんでいた。

「よし、準備完了！ ネットワークが構築されたわ。ここから先は、私の意識のコピーが処理してくれる。まるでクモのように網の中心で待ち構え、振動に耳を澄ますのよ。『エイリアン』『新しい惑星』あるいは『オテラ』といった言葉を少しでもキャッチしたら、私たちに伝えてくれるわ。これで、あとは待つだけよ」

​第三部
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イェリン惑星にある国、オルトゥス（Ortus）の首都では、軍事力と技術力で無敵とされる国家の最高幹部たちが、緊急会議のために集結していた。首都で最も強固に守られたタワーの中心に位置し、外界との量子および無線周波数接続が物理的に完全に遮断された「灰色の部屋（グレイ・ルーム）」で、巨大な円卓を囲んでアイマル大統領とその幕僚たちが席に着いていた。

会議の口火を切ったアイマル大統領は、その妥協のない権威的な声で語り始めた。

「この部屋で話されるすべての言葉は、オルトゥスの最高国家機密である。いかなる情報の漏洩も許さない」彼はそう言いながら、円卓を囲む将軍や大臣たちを見回した。そして、目の前にあるタッチパネルに手を伸ばした。「数ヶ月前、近隣の恒星系の異常を調査するために派遣した深宇宙探査機が、空間を移動する未知のシグナルを傍受した。そのシグナルは、我々以外にこの宇宙の片隅に存在する、別の文明の衛星から発せられたものだった。言語は解読できなかったが、衛星が収集したデータをどこへ送信しているかは追跡した。それは、すぐ隣の恒星系にある、これまで我々の注意を引くことのなかった惑星だった」

アイマル大統領は深呼吸をした。部屋の空気が重くなった。「だが、本当の問題はそこではない。衛星のルートを追跡した我々のシャトルは、ターゲットとなる惑星の軌道上で、正体不明の黒い宇宙船と遭遇したのだ。乗組員が『黒い船（カラ・ゲミ）』と名付けたその船は、瞬時に我々のシャトルに気づき、彼らは急いで撤退せざるを得なかった。しかし逃げる前に、我々のシャトルは軌道上からあの居住可能な惑星に関するいくつかの極秘の観測データを取得することに成功した。今から注意して見てくれ」

アイマル大統領がリモコンのボタンを押すと、円卓の中央にある円柱状のすりガラスのスクリーンが静かに上にスライドした。

部屋にいた者たちは、あらゆる角度から見て完璧な3Dホログラム映像を見つめ始めた。画面には、豊かな植生を持ち、息を呑むような海と巨大な森が広がる手付かずの惑星が回転していた。シャトルの高解像度望遠レンズが軌道上から惑星の地表、ある海岸線に焦点を合わせた時、整然とした庭園に囲まれた、非常に美的でありながらも控えめな、人工の居住エリアが映し出された。

すべてがとても平和に見えた――あの瞬間が訪れるまでは。

映像の最後の数秒で、地表の平和な風景を映していたカメラの映像が突然途切れた。軌道上で、シャトルの真正面から宇宙の暗闇を切り裂いて、巨大で黒く不気味な「黒い船」（グラビター）が、信じられないほどの加速度で突如としてフレーム内に現れたからだ。その船は、シャトルのバイザーを完全に覆い尽くすほど接近し、宇宙空間で静かに停止した。数秒後、シャトルの無線機から、オルトゥスの言語で滑らかでクリアな音声通信が響き渡った。探査シャトルのパイロットたちのパニックに満ちた叫び声と、呼びかけに応答することなくエンジンを全開にして深宇宙へ逃走する様子が、灰色の部屋の壁に反響した。

録画が終わりホログラムが消えると、会議室にはまず、凍りつくような麻痺した静寂が降りた。

続いて、その静寂は制御不能な衝撃の波へと変わった。円卓を囲む無敵で冷酷な指導者たちの顔からは、血の気が完全に引いていた。科学大臣は震える指の間からデータタブレットを机に落としたが、その鈍い音に驚く者は一人もいなかった。ある者は両手で顔を覆い、ある者は息を殺して空の画面を見つめていた。オルトゥス文明の最も強力な人間たちが、宇宙の暗闇の中で自分たちは孤独ではないこと――そして、自分たちはハンターではなく、獲物かもしれないこと――を、初めてこれほどまでに生々しく感じ取ったのだ。部屋の中で、信じられないというような低い囁き声が上がり始めた。

「神よ......我々は本当に孤独ではなかったのか......」大臣の一人が目を大きく見開いて呟いた。

軍司令官のビモル将軍は、襟元を緩める必要を感じて生唾を飲み込んだ。額に浮かんだ冷や汗の滴を拭う暇もなく、震える声で大統領に振り返った。

「大統領閣下......これは......これは単なる新しい惑星ではありません！ 奴らは知的で......我々の言語を話しています！ あの船のテクノロジー、あの加速度......どうしてあんなことが可能なのですか？ 奴らはいつから我々に注目していたのでしょう？」

部屋のパニックの雰囲気と囁き声が徐々に高まる中、アイマル大統領は机の硬い表面を手のひらで激しく叩きつけた。その音は鞭のように部屋に響き渡った。全員が瞬時に黙り込み、彼の方を向いた。

「しっかりしろ！」アイマルは吠えた。その声は、部屋にあるすべての人間的な恐怖を押し潰すほど権威に満ちていた。「我々は哲学者でも詩人でもない。オルトゥスを統治する者だ。ショックを受けている暇などない」

彼は深呼吸をし、あの冷酷で打算的な態度に戻った。「そうだ、将軍、我々は孤独ではない。あの惑星に巨大な都市や産業施設は存在しない。熱感知スキャンによれば、あの庭のある建物の周辺には5人、多くても10人の知的生命体しか住んでいないことを示している。しかし、あの『黒い船』と我々の言語を話すという事実は、彼らがはるかに巨大な、おそらく恒星間文明の先遣隊であることを証明している」

大統領は両手で机を握りしめて前傾姿勢になり、その視線はさらに冷酷さを増していた。「人口の増加と資源の枯渇により、我々が居住可能な惑星を探していることは知っての通りだ。あの惑星は我々にとっての救済となるかもしれない。奴らの人口は？ 技術的な限界はどこまでか？ 奴らの意図は平和的なのか、それとも侵略的なのか？ それらを知らなければならない。もし奴らが我々にとって脅威となる場合、あるいはあの惑星を共有することを拒否した場合......」アイマルは目を細めてビモル将軍を見た。「......生物兵器や化学兵器など、我々が保有するすべての大量破壊兵器を使用してあの惑星を無菌化し、我々だけのものにしなければならないかもしれない」

「お話しされているその惑星から我々までの距離は、正確にはどれくらいなのですか？」とレウォル大臣が手元のデジタルファイルを調べながら尋ねた。

「亜光速で約8日を要する距離だ」大統領は答えた。「直接軍艦を送り込むことはしない。あそこへ不可視のスパイ衛星を配置し、奴らの家の中で奴らの声を盗聴するのだ。国民や他国にこれを知られてはならない。必要なすべての予算承認と計画は、目の前にあるファイルに記載されている。迅速に準備を開始しろ。会議はこれで終了だ」

指導者たちが立ち上がる中、「灰色の部屋」のいわゆる「突破不可能」な絶縁がすでに破られていることに気づく者は誰もいなかった。全員が部屋を退出した数秒後、壁の防犯カメラに内蔵された微小なレンズが、瞬間的に赤い光を放って消えた。彼らは孤独ではなかったのだ。

大統領タワーを後にしたレウォル大臣は、装甲車に乗り込み電子運転手にルートを指示した。手元の機密ファイルを読んでいると、電話が鳴った。発信者はアイマル大統領だった。

「はい、大統領閣下、現在生産施設へ向かっております」と彼が言った時、電話のスピーカーから奇妙な金属的なノイズが波打つように流れた。風の音と混ざった、囁き声のようなデジタルな喉鳴りだった。大臣はそれを単なる電波障害だと思い、気に留めなかった。「調査を終え次第、ご報告いたします」と言って電話を切った。

同時に、オフィスで電話を切ったアイマル大統領もその機械的なノイズを聞いていたが、ネットワークのエラーだろうと考え、急いで別の番号をダイヤルした。

「ブヴェット、私だ」大統領は言った。「スパイ衛星の生産はどの段階だ？」

「最終テストを行っております、閣下。遠隔システムアクセス、ステルス、およびシグナル傍受モジュールを深宇宙シミュレーションでテスト中です」と言いかけて、ブヴェットは言葉を切った。耳に当てた受話器からリズミカルなノイズが聞こえてきた。まるで電話の向こう側で......誰かが呼吸しているかのようだった。

「結果を直接私に報告しろ」と言って、アイマル大統領は電話を切った。

ブヴェットは、手に持っている電話を疑わしそうに見つめた。数秒間虚ろに画面を見つめた後、デバイスをポケットに突っ込み、生産ラボへと入っていった。直接メイン端末に向かい、衛星の自動化システムにコマンドを入力し始めた。

しかし、システムがおかしかった。常にミリ秒単位で反応する量子インターフェースが、今はスローモーションで動いているようだった。タスクマネージャーを開いたが、プロセッサに負荷をかけているバックグラウンドのアプリケーションは何も見当たらなかった。

「リンハ！」ブヴェットは不安げに声をかけた。「システムに異常がある。フリーズしそうだ。ちょっと見てくれないか？」

アシスタントのリンハはすぐに彼のそばに来て、キーボードを引き継いだ。指がキーの上を飛ぶように動くにつれて、彼女の眉間はますます深く皺が寄っていった。画面に流れるコードを見つめる彼女の表情は、驚きから純粋な恐怖へと変わっていった。

「理解できません......」リンハは囁いた。「帯域幅（バンド幅）に信じられないほどの負荷がかかっています。まるで......外部から我々のシステムに巨大なファイル転送が行われているみたいです。でも、見たところ何の痕跡もありません。キャッシュメモリに巨大なサイズの『ゴーストデータ』が生成されています」

「ゴーストデータだと？ ウイルスか？」

「いいえ、ソフトウェアではありません」リンハは震える声で言った。「ファイル名もなく、拡張子もなく、送信元も不明です。ただそこに存在し、自己増殖するデータの塊のような......まるでシステムの中にデータが膨張しているように見えます！ 見えないジャンクファイルかもしれません」

ブヴェットは唾を飲み込み、額には冷や汗がにじんだ。「今は直ったように見えるが、これは全く正常じゃない。プラグを抜け！ メインドライブをハードウェアから物理的に切り離せ。外部から監視されているかもしれない！」

「ただちに！」リンハは叫び、二人のアシスタントを連れてサーバーがある冷却室へと走った。

しかし、すでに手遅れだった。オルトゥスのあの傲慢なデジタルの心臓は、アユシャの見えざる指の間で鼓動し始めていたのだ。

オテラへの巨大なデータ転送は途切れることなく続いていた。オーベンがコントロールセンターで流れるコードを見守っていると、画面の隅にリモートアクセスで自身のコンピュータのシステムスキャンを実行しているアユシャが現れた。

「オーベン！」アユシャが呼びかけた。その声はデジタルの空間で鮮明に響いた。「一時的な意識のアップロードが完了したわ。これからは、他のデバイスのアクセスも直接このニューラルネットワークを通じて提供できるようになる。最初のテストが終わったら知らせて。ここからあなたたちのシステムに接続して、シミュレーションのテストを行いたいの」

「了解した、アユシャ。すぐに折り返し連絡するよ！」オーベンが承認し、通信チャンネルが閉じた。

アユシャは、イェリン惑星のオルトゥスから送られてきた膨大なデータの山の中から、暗号化されたあの極秘の音声および映像ファイルを見つけ出すと、すぐに開いた。録音は、オルトゥス大統領アイマルとその幕僚たちの間で「灰色の部屋」で行われたあの超極秘会議のものだった。アユシャはついに求めていたすべての答え、より正確に言えば、迫り来るあの巨大な脅威の正体にたどり着いたのだ。

「アリソン！ 来てこれを見る必要があるわ！」

アユシャの声は、グラビターの内部にある意識システムを通じて、俺の頭の中に直接響き渡った。俺はエラと一緒に庭に座っていた。急いで立ち上がり、家の中にいるアユシャの元へと向かった。

中に入ると、アユシャは画面を俺に向け、あの決定的な漏洩ファイルを最初から再生した。アイマル大統領が冷酷に俺たちの惑星を破壊することや、大量破壊兵器について語る瞬間を、俺は黙って見つめた。

映像が終わると、俺は深呼吸をしてアユシャに振り返った。「ここで話しているのは正確には誰なんだ？」

「あなたが見たのはオルトゥスの国家大統領アイマルと、その横にいるのは最高幹部たちよ」とアユシャは説明した。

「俺たちが奴らに対して抱いているあの『未知への恐怖』を、奴らも俺たちに対して抱いているんだな」俺は考え込むように呟いた。「奴らと面と向かって話し合う必要がある。俺たちについてのすべてを知ってもらえば、このパラノイア（被害妄想）を打ち砕くことができるはずだ。俺たちを脅威としてではなく、隣人として見てもらうんだ」

「でも、話し合う代わりに化学兵器で攻撃することを選んだらどうするの？」アユシャは正当な懸念を抱いて尋ねた。

「人は自分の知らないことだけを恐れるんだ、アユシャ。万が一の事態に備えて、俺たちはすでにマグネトロン周波数パルス装置を奴らの軌道に配置している。無防備じゃない。だが、もし奴らに俺たちを知る機会を与えられれば、あんな大量破壊兵器は絶対に必要なくなる」

アユシャは目を細めた。「彼らの惑星に行くつもり？ それは自殺行為よ」

「いや」俺はかすかに微笑みながら言った。「アイマル大統領をここへ、俺たちの惑星へ連れてくるんだ」

アユシャは眉を上げた。物理的にどうやってそれが可能なのかを計算しようとしているようだった。「どうやってそんなことをするつもり？」

「君の意識はすでに奴らのデジタルネットワークに侵入している。俺たちの衛星の一つを、軌道上で目立たないように彼のいる地域に近づける必要がある。アイマル大統領が眠りについた時、彼の寝室のワイヤレス放送デバイスを通じて、俺たちの特別なニューラル周波数を送るんだ。彼が眠りに落ちた瞬間、彼自身が、先ほどの彼ら（オテラの大統領たち）と同じように、ここでの俺たちの客人となっていることに気づくはずだ。そこで彼とじっくり話し合う機会ができる」

アユシャはアイデアの危険性と天才性を秤にかけ、頷いた。「リスクは高いけれど、試す価値はあるわ。でもその前に......オーベンとラルティスがシステムを準備したの。ラギッド大統領、サリ大統領、アルフォンリック大統領を第3次元でおもてなしするのよ。この計画をまず彼らに話せば、将来的には両惑星の指導者たちをこの仮想次元で平和のために引き合わせることができるわ」

ほんの数分後、オーベンとラルティスから待ちに待ったシグナルが届いた。指導者たちは接続の準備ができていた。

「アリソン、中のシートへ行きましょう。無線周波数インターフェースを起動するわ」アユシャが言った。

ラウンジへ向かい、自律型シートに横たわった。アユシャがシステムを起動すると、周囲の物理的世界がまず波打ち、色が混ざり合って第2次元のあの抽象的な移行に入り、その直後、第3次元の完璧な現実の中に目を覚ました。

目を開けると、自分たちの家の庭にいた。太陽の熱、草の匂い、葉の擦れ合う音があまりにもリアルで、ここが夢のシミュレーションであることを忘れてしまいそうだった。庭で感嘆しながら辺りを見回している3人の姿にすぐに気づいた。アユシャと一緒に、湖畔に立つ大統領たちの方へ歩いて行った。

「俺たちの新しい世界はいかがですか？」と声をかけた。

3人の指導者は皆俺たちを振り返り、満足げな驚きの表情で微笑んだ。

「アリソン！ アユシャ！ 再び君たちに会えて素晴らしいよ。ここは......一言で言えば天国のようだ！」ラギッド大統領は辺りを見回しながら言った。

「私たちもそのように名付けました。ラギッド大統領、サリ大統領、アルフォンリック大統領......私たちの世界へようこそ」アユシャが彼らに挨拶した。

「お招きありがとう。話すべきこと、議論すべき巨大なテーマがたくさんある」とラギッドが言った。「だがその前に、君たちの家、この新しい世界を見てみたかったんだ」

「中に入りましょうか？」アユシャは家を指差して尋ねた。

「いや、私が意味したのは君たちの家だけではない」とラギッドは空を見上げて言った。「君たちがいるこの太陽系と、この惑星のすべてのエコシステム（生態系）を見たいのだ」

アユシャはかすかに微笑んだ。「それなら、しっかり捕まっていてくださいね」

アユシャの精神的なコマンドで、俺たちの足元の地面が一瞬にして溶け去り、俺たちは星々の間、宇宙空間を漂っていた。アユシャは、生命を宿すものから最も乾燥した砂漠の星まで、16の惑星を順に紹介した。その後、再び俺たちの住む惑星へと降り立った。大陸、海、未踏の巨大な森、そしてそこに生息する巨大な動物たちの間を数秒で移動した。シミュレーションはあまりにも強力で、風さえも感じることができた。

短いツアーの後、再び家の庭、最初の場所に戻った。

アルフォンリック大統領は息を切らしていた。「これは信じられないテクノロジーだ！ ここでなら何でも、どんな場所でも創り出すことが可能なのか？」

「以前に直接経験し、記憶にあるものだけを創り出すことができます」とアユシャが説明した。「行ったことのない場所をゼロから存在させることはできません。しかし、例えばあなたが子供時代を過ごした通りを思い出したなら、意識の中のその記憶をこのシミュレーションに転送し、私たちをその通りに案内することは可能です」

「時間感覚についてはどうなのだ？」とサリ大統領が尋ねた。「ここでの滞在時間を延ばしたい場合、物理的な肉体はどうなる？」

「物理的世界での睡眠時間中に、ここで何ヶ月も過ごしたように感じることができます。しかし、脳機能がそれに耐えるのは困難です。サリ大統領、あなたの体はミュラーであるため神経的な崩壊（ニューラル・ブレイクダウン）は起こりませんが、有機的な人間の脳はこれほど長期の夢のサイクルには耐えられません」とアユシャは言った。

庭での会話の後、ラウンジへ移動した。アユシャは壁の有機スクリーンに、イェリン惑星のオルトゥスから盗み出したあの秘密会議の録画を映し出した。3人の大統領は、オルトゥスの指導者が彼らの惑星を破壊しようとする計画を、凍りつくような静寂の中で見つめた。

「俺の計画は、奴らとコンタクトを取ることです」ビデオが終わった後、俺は言った。「まずアイマル大統領をここへ連れてきます。彼が俺たちを、俺たちの意図を、そして俺たちの力を見た時、このパラノイアは崩れ去るはずです」

サリ大統領は眉をひそめた。「どうやって彼をここへ来るよう説得するのだ？ あの男は血に飢えているぞ」

「説得はしません。彼が眠るためにベッドに入った時、寝室のワイヤレスネットワークを通じて彼の脳に無線周波数を送信します。彼が眠りに落ちた瞬間、彼自身があなたたちと同じように、ここでの俺たちの客人となっていることに気づくでしょう」

アルフォンリック大統領は考え込むように顎を撫でた。「一つ気になることがある。仮にアイマルがここで怒り狂い、我々や君に攻撃してきたとする......この仮想次元で受けた物理的な傷が、実際の肉体に与える影響はどうなるのだ？」

「もし心臓病の男が夢の中で崖から落ちた場合、現実の肉体はその恐怖に反応して心臓発作を起こす可能性があります」とアユシャが説明した。「しかし、健康な人間がここで心臓にナイフを刺されたとしても、悪い悪夢から目覚める時のように、突然飛び起きて目を覚ますだけです。物理的な傷は負いません。ただし、脳の思い込みのシステムは非常に強力です。旧世界で行われたある催眠実験では、トランス状態にある人間の肌にただの『氷』を触れさせただけなのに、それが『熱した鉄』だと言い聞かせました。その人の体はそれを信じ込み、数秒でその部分に火傷の水ぶくれができました。つまり、脳が信じ込んだものを、体が経験するのです。だからこそ、ここでは不必要なアドレナリンや恐怖は避けるつもりです」

「アイマルを連れてきたら、まずは俺が彼と話します」俺は続けた。「もし彼を説得できたら、あなたたちもこの次元にお招きして紹介します。奴らは俺たちを、俺たちは奴らを脅威と見なしている。この悪循環を断ち切る唯一の方法は外交です。もし俺たちの惑星を狙うなら、奴らを消し去る力はあります。しかし、困難でありながらも名誉ある道は、平和を築くことです」

「それは完全に精神的な誘拐だな」サリ大統領は微笑みながら言った。「だが、君たちがうまくいくと確信しているなら、他に選択肢はない。もし裏目に出て、男が目覚めた後、さらに巨大な軍隊で我々を攻撃してきたらどうする？」

「もし事態が悪い方向へ進んだら」俺は声を落として言った。「アイマルが目を覚ます直前に、彼の短期記憶を消去します。彼が目を開けた時、すべてのことをただの奇妙でぼやけた夢のようにしか覚えていないでしょう。俺たちのことも、この会話のことも忘れます。しかし、もし彼が平和に納得すれば、記憶を保持することを許します」

ラギッド大統領は俺に信頼の眼差しを向けた。「もしあそこで衝突が起きた場合、私たちは物理的に君たちのそばにいることはできないが、もし望むなら、オテラから君たちに増援のセキュリティチームを送り込むことができるぞ」

アユシャが割って入った。「お気遣いありがとうございます、大統領。でも、彼らが私たちに物理的なダメージを与えることはほぼ不可能です。私たちは自分たちを守ることができます」

「よろしい」ラギッドは深呼吸をして言った。「さて、話題をもっと個人的な方向へ変えたいと思う。この新しい惑星、この楽園のために、私たちは君たちに十分に感謝を伝えることができなかった、アリソン。創設者として、アユシャの名前を我々の記録に黄金の文字で刻んだよ。当初4パーセントだった酸素レベルも、7パーセントに達した。惑星は日を追うごとに住みやすくなっている。君たちにお願いがある。オテラのエコシステムを加速させるために、新しい植生と動物の繁殖個体（親個体）が必要なのだ。建造が終わった巨大な恒星間輸送船を2週間後に君たちの元へ送る。そこから遺伝子サンプルを送ってもらうことは可能だろうか？」

「もちろん」俺は迷うことなく言った。「望むものはすべて用意しますよ」

答えた後、俺は少し言葉を止めた。この件の敏感さを分かっていたため、アユシャの方へ軽く身を乗り出し、頭の中にあるあの質問をするための承認を無言で求めた。俺はテレパシーでアユシャに尋ねると、彼女は俺の目を見て、「もちろんいいわ、私もそれをすごく望んでいるの」と微笑みながら答えた。

ラギッド大統領に向き直り、俺の声はもはや形式的なものではなく、はるかに人間的なトーンになっていた。「俺からも、あなたにとても特別なお願いがあります。ご存知の通り......本物のアユサは俺のせいで、俺を失う苦痛を立て続けに味わったために、深い精神的苦悩に陥ってしまいました。おそらく、この新しい世界を見て、ここに来ることが、彼女にとって良い影響を与えると思うのです。その輸送船で、彼女もここ、俺の元へ送っていただくことは可能ですか？」

ラギッド大統領の顔に悲しげな影が落ちた。「アユサは君を失う痛みを一度ならず二度も味わったのだ、アリソン。その度に君が生きていると聞いて希望を持ち、その後また深い暗闇に落ちた。どうか誤解しないで聞いてほしい、アユシャ。君が新しい体でアリソンのそばに現れたことは、あの娘を深く動揺させたのだ。アリソンがまだ彼女を大切に思っていると知ることは彼女の慰めにはなったが、一日の終わりには、彼女はあの広大な惑星で再び孤独になった。信じてくれ、彼女が立ち直るために私はできる限りのことをしたが、彼女の魂はあまりにも傷ついていて、私には成功しなかった。それでも、私が直接彼女と話そう。彼女が船に乗るよう、説得を試みるつもりだ」

「ありがとうございます、ラギッド大統領」俺は喉の奥に塊を感じながら囁いた。

「君たちからの良い知らせを待っているよ、アリソン」とラギッドが言った。「大統領（アイマル）を説得できたその瞬間には、我々も平和交渉のためにここ、このテーブルにつこう」

「アユシャ、アリソン......気をつけるのだぞ」とサリ大統領が別れを告げた。

アユシャが精神的なコマンドを送ると、大統領たちの意識は急速に第1次元、つまり物理的な覚醒へと引き戻された。3人は同時にそれぞれのベッドで、それぞれの都市で目を開けた。オーベンとラルティスが構築したこの巨大なネットワークのおかげで、もはや誰も物理的に移動することなく、たった1分で宇宙の反対側にいる誰かと会い、全く新しい世界を体験することができるようになったのだ。

まさに、エイデンとアラセが今、実行しようとしているように。

エイデンとアラセの終わりのない催促に対し、抵抗力を完全に失ったオーベンは、諦めて深いため息をついた。寝不足で赤くなった目をこすりながら、夢制御マシンのインターフェースにしぶしぶいくつかのコマンドを入力した。

「オーベン、たった2分だけ見てすぐ出るから、約束する！」とエイデンが興奮した子供のようにしつこく言った。

「あのな、アリソンはあの次元から出たばかりなんだぞ。今お前たちのためにシステムを再起動しなきゃならない。先に彼に知らせておくべきだったんだ」オーベンは不満げに呟いた。

「入らせてやれよ、オーベン」ラルティスが割って入った。「アユシャはすでにネットワークに統合されているから、彼女が彼らを迎えてくれるさ。アリソンにも彼女が知らせるだろう」

「さすがだぜ！ 早く繋いでくれ！」と言って、エイデンとアラセは時間を無駄にすることなく並んだストレッチャーに横たわった。

「起動するぞ。俺の責任じゃないからな！」と言って、オーベンは無線周波数のボタンを押した。

エイデンとアラセにとって、物理的世界は数秒のうちに波打ち、消え去った。第2次元のあの暗く抽象的なトンネルを猛スピードで抜け、第3次元の完璧な現実の中で目を開けた。目覚めた時、二人は巨大な窓のある明るいラウンジのソファに座っていた。アラセは自分がどこにいるのかを理解するためにすぐに飛び起き、バルコニーへと向かった。外にあるあの手付かずの、息を呑むような大自然を見た時、彼の顔に大きな笑顔が広がった。

「エイデン......ここは天国か？ 最高じゃないか！」アラセは感嘆して言った。

エイデンが彼のそばに歩み寄ろうとしたまさにその時、背後から聞こえてきたあの聞き慣れた温かい声に、二人は突然振り向いた。

「ありがとう、アラセ。エイデン......私たちの家へようこそ」

エイデンは目の前に立つ顔を見て、一瞬凍りついた。「アユサ？ いや、俺の妹じゃないよな？ 一瞬、妹かと思ったよ！」

アユシャは温かい微笑みで答えた。「私をそう見てくれるのは嬉しいわ、『お兄ちゃん』」

エイデンは安堵して笑った。「俺にはすでに厄介な双子の妹がいるからな！ まあ、アユサが作るあの最悪なスープを、君が作ることはないだろうけどな？ シッ、彼女には絶対に言わないでくれよ、自分の手で俺を絞め殺しにくるからな！」

部屋にいた全員がこのジョークに笑う中、アユシャは悪戯っぽく肩をすくめた。「さあね、もしかしたら私も彼女と同じようにあなたに料理を作ってあげるかもしれないわよ」

「アリソンはどこだ？ すごく彼に会いたいんだが」とエイデンは辺りを見回しながら言った。

「彼には知らせたから、もうすぐここへ来るわ。もしよかったら庭に出てもいいけど、その前に家を案内するわね」アユシャが言った。彼女は二人を家の廊下を案内し、メインの居住エリアの奥にあるあの巨大な技術コックピット・セクションに連れて行った時、二人の口は開いたままになった。

「ちょっと待ってくれ......」アラセはパネルに触れるのを恐れながら言った。「この家は、実は巨大なグラビターなのか？ つまり、宇宙船の中にいるってことか！」

「その通りよ」アユシャは微笑んで言った。「さあ、庭に出ましょう。アリソンが来たわ」

彼らが外へ出てくると、俺は足早に彼らの方へ歩いていった。俺の顔に浮かんだ喜びは隠しきれなかった。両手を広げて彼らに駆け寄った。

「友よ！ ここでお前たちに会えるなんて最高のサプライズだ！」俺たちは固く抱き合った。長年の郷愁と宇宙のあの冷たい孤独は、この抱擁と共に溶け去っていた。「いつかお前たち全員をここへ連れてきたいよ。またあの昔の、大人数で囲んだテーブルみたいにな......」

「お前がすごく恋しかったよ、兄弟、本当に......」エイデンは身を離して俺の肩を握りながら言った。アラセも同じように熱狂的に抱きついてきた。

「お前たちはここで一体何を創り出したんだ？ この庭......あの木々は仮想なのか？」アラセはかがみ込んで草に触れながら尋ねた。

「現実世界の完全なコピーさ」俺は説明した。「『楽園の庭（エデンの園）』と名付けたんだ。まあ、本当の天国はここよりずっと美しいだろうが、これで何とかやってるよ。さあ、歩こう」

少ししてエラも加わり、俺たちはこの新しい惑星のシミュレーションを散策した。

「今からとても特別なものを見せてやろう」と言って、俺はアラセの方を向いた。アユシャの精神的なコマンドにより場所は瞬時に変わり、俺たちは裾野から煙を上げる巨大で威厳のある火山の斜面にテレポートした。

「3年前、この山は突然噴火しそうになったんだ」と俺はあの巨大な頂を指差して語った。「俺たちは間一髪で気づいて軌道へ逃げた。1年間、怒りに任せて溶岩を吹き出し続け、止まることを知らなかった。その後、突然活動を停止したんだ。この怒りの爆発は、ある人物を直接思い起こさせたから、名前を『アラセ火山』にしたんだよ」

アラセは驚きと誇りが入り混じった表情で山を見上げ、笑った。「光栄だけど......なんで火山なんだ？」

「お前のあの突然の怒りの爆発のせいじゃないか？」エイデンがからかった。

「俺には自分の巨大な火山があるんだぜ！」アラセは得意げに腕を組みながら言った。

「じゃあ、俺の名前はどこかにつけてくれたのか？」エイデンは期待を込めてエラを見ながら尋ねた。

「ぼくは、この惑星で一番大きな動物におじさんの名前をつけたかったんだ。パパも、おじさんへの最高の贈り物になるって言ってくれたよ！」とエラが言った。

「動物だと？」エイデンが驚いて尋ねると、アラセは内心笑いながらも必死にこらえていた。

「どんな動物なんだ？」

「旧世界に何百万年も前に生きていた、首の長い恐竜と同じだよ！ すごく巨大だけど、とても可愛くて無害なんだ。見てみる？」エラは興奮して尋ねた。

アラセとエイデンは顔を見合わせた。「恐竜だと？ 無害だって言ったよな？」アラセはつばを飲み込んだ。

エラが母親の方を向いて承認を求めると、数秒後には俺たちは海へ流れ込む巨大な滝のほとりにいた。すぐ先で、木々の頂上から葉を食べているあの巨大で驚異的な生き物を見た時、二人は恐怖で一歩後ずさった。しかし、エラは静かに彼らに近づき、二人の手を握った。その瞬間、エラの精神的な周波数が彼らに届いた。彼らの中にあったあの原始的な恐怖は、温かく、言葉では言い表せないほどの安心感へと変わった。

「これ......これは信じられない感覚だ。どうやってやったんだ？」エイデンは、今やすっかり恐竜たちに微笑みかけながら囁いた。

「エラには、自然や生き物と共感的に（エンパシーで）コミュニケーションをとる能力があるんだ」俺は誇らしげに説明した。

「まるでジェダイじゃないか！」アラセが言った。俺たちの意味が分からないという顔を見て、彼は付け加えた。「旧世界の映画に出てくる、あの伝説の戦士たちさ......その能力は、お前とアユシャの遺伝子から来ているに違いない。文字通り、ジェダイの惑星を創り出したんだな！」

アラセのこの陽気な比喩は、風の中で宙に浮いたままになった。俺の笑顔はゆっくりと消え、喉に重い塊が居座った。俺は遠く、滝が流れ落ちる場所を見つめた。

「スター・ウォーズ......」俺は呟いた。俺の声のその突然の脆さが、その場の陽気さを一瞬で消し去った。「デニスのことを思い出したよ。彼との無線での最後の会話......国際宇宙ステーションで死ぬ前の最後の言葉は、『まるでスター・ウォーズのパイロットのように戦ったぞ』だった。彼の一番好きな映画だったんだ......」

深く、痛みに満ちた沈黙が降りた。宇宙の暗闇で失った友たちの幽霊が、俺たちの輪に加わったかのようだった。

エイデンはそっと俺の肩に手を置いた。「分かってるよ、兄弟。あの無線の瞬間には俺も立ち会っていた。デニス......ヘラ......ドクター・マスロール。ドクター・マスロールの意識は新しい肉体にコピーされたが、俺にはいつも何かが欠けているように感じるんだ。あの本物の、優しい心を持った男を......全員のことが無性に恋しいよ、アリソン」

そのドラマチックな沈黙の真ん中で、俺たちのすぐそばに寄ってきた巨大な恐竜の一頭が発した、その深く振動する鳴き声が、俺たち全員を我に返らせた。動物たちの隣では俺たちはちっぽけだったが、彼らは俺たちを愛情を込めて見下ろしていた。

「よし」アラセは咳払いをして言った。「こいつの名前は絶対にエイデンにすべきだ」

「この動物だけにか？」エイデンが尋ねた。

「ううん」とエラが割って入った。「この種の全体が、学名で『エイデン科』になるんだ」

その日の残りは滝で泳いだり、惑星の他の驚異を巡ったりして過ごした。家に帰ってラウンジに座った時、本題であるアユサについて話す時が来た。

「エイデン」俺が話し始めると、声の真剣さに彼はすぐに背筋を伸ばした。「君の妹のアユサについて、君と話さなきゃならないんだ。俺のせいで彼女が負ったあの深いトラウマのことは分かっている。アユシャと二人で、じっくり考えたんだ。アユサにはここに、俺たちのそばにいてほしい。もちろん、君がよければだが」

エイデンは深呼吸をしてうつむいた。「お前が宇宙の深淵に消えた後、彼女は完全に自分の殻に閉じこもってしまったんだ、アリソン。お前のことで、彼女はずっと俺のことも責めていた......何年も後になってお前が生きていると知った時、彼女の目に小さな光が戻ったのを見たが......まだ俺が期待しているあの昔のアユサじゃない。もしこの惑星に来ることが彼女を癒すなら、俺は全く問題ない。それに、もうすぐこの第3次元のテクノロジーのおかげで、俺も夜はいつもここに来られるようになる。離れ離れになったことにはならないさ」

「それは私たちにとってもすごく嬉しいことよ」アユシャが優しく言った。「彼女の痛みの根源には、私たちが去ったことがあるの。その重荷は本当に私を苦しませているわ。私の唯一の願いは、彼女があの昔の明るさを取り戻すことよ」

「俺から直接彼女と話すよ」エイデンは決意を込めて言った。

その頃、現実世界の第1次元では、事態はそれほど穏やかではなかった。

「時間はとっくに過ぎてるぞ、ラルティス。接続を切る！」とオーベンはコントロールパネルの前で不平を言っていた。

「馬鹿なこと言うなよ、オーベン」ラルティスは落ち着いて言った。「アユシャが用が済んだら彼らを起こしてくれるさ。考えてもみろよ、何年も経って家族と再会し、テーブルで深い話の真っ最中なのに、俺がプラグを引っこ抜くんだぞ！ お前ならどう感じる？」

「それは同じじゃない！ 2分って言ったのに、もう7分だ！」オーベンが指でコンソールを強く叩いた瞬間、エイデンとアラセはストレッチャーで深く息を吸い込み、目を開けた。

「ようやくか！」オーベンは腕を組んで言った。

アラセはストレッチャーから起き上がりながら目を輝かせていた。「これ......これ信じられないくらいすごいぞ！ 絶対に家に1台欲しい！」

「全くだ！ ラルティス、俺たちにもこのシステムを導入してくれないか？」エイデンが興奮して尋ねた。

オーベンは皮肉っぽく笑った。「ああ、もちろんだとも！ どうせ俺たちには他にやる仕事もないしな、宅配業者のように家から家へと夢のマシンを設置して回ってやるよ！」

エイデンは眉をひそめた。「どうしたんだ、お前？」

オーベンは両手を挙げ、その声は疲労とストレスで震えていた。「あのな、兄貴！ サリ大統領が欲しがってる。アルフォンリックも欲しがってる。ラギッド将軍も欲しがってる。俺たちはまだ惑星間の軍事通信回線さえ構築できていないのに、誰も彼もが俺に『家にシステムを引いてくれ』って要求してくるんだ！ 一体どこの誰から対応しろって言うんだ？」

エイデンは微笑みながら両手を挙げた。「分かった、落ち着けよオーベン！ 問題ない、俺たちは待つさ。一番最後でいい、全然急いでないから」

オーベンは返事もせず、疲れ果てた様子でため息をつきながら実験室から出て行った。

ラルティスは彼の後ろ姿を見て笑った。「あいつの言うことは気にするな。ここ何日も一睡もしてないんだ。後で無理やりにでも仮想休暇に送り込んでやるさ。あそこで仮想のまま数週間休んで眠れば、元に戻るだろ」
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